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1. 総論  

 

A） はじめに 

創 価 高等 学 校  校 長  塩 田 誠一 郎  

 

本 校 は「日 本 の未 来 を担 い、世 界 の文 化 に貢 献 する有 為 の人 材 を輩 出 すること」を目 的 として、

池 田 大 作先 生により創立 されました。「健 康 な英才 主 義 」「人 間 性豊 かな実 力 主 義」の教 育 方針のも

と、生 命 尊 厳 の理 念 に立 脚 しながら、生 徒 一 人 ひとりに内 在 している優 れた能 力 を引 き出 し、限 りな

く豊 かな人 間 性 の開 発 を行 い、生 徒 たちが自 信 を持 って社 会 の指 導 者 に成 長 していけるように教 育

活 動 をおこなっております。 

2016 年 度 には、グローバル人 材 像 を「創 価 の精 神 の根 本 である『生 命 尊 厳 の思 想 』をもって、世

界 平 和に貢献 する『地球 規 模 課題の解 決 』に寄 与 できる人 材 」と定 め、ＳＧＨ研究 開 発構 想 を「言 語

技 術 を磨 き、地 球 規 模 課 題 解 決 に取 り組 む能 力 育 成 プログラム」と掲 げて、SGH 校 としての認 定 を

受 けました。 

本 校 が開 発 したカリキュラムは、１年 から３年 まで言 語 技 術 を磨 きながら、ＳＤＧｓをもとに地 球 規 模

課 題 の探 究 学 習 を行 うものです。週 １回 の言 語 技 術 の授 業 では、日 本 語 と英 語 でのコミュニケーショ

ン能 力 、文 章 や情 報 を正 確 に読 み解 き対 話 する力 、論 理 的 な文 章 を書 く力 などを身 につけさせ、探

究 学 習 の土 台 を作 っています。その上 で、二 つの学 習 プログラムを開 発 し実 施 しています。一 つは、

全 校 生徒 を対象 にした探 究 学習 プログラム「ＧＣＰ」（Global Citizenship Project）であり、もう一 つは、

希 望 者 から選 抜 した数 十 名 を対 象 とする探 究学 習 プログラムで、全 校 に展 開 する学 習のパイロットケ

ースにもなっている「ＧＬＰ」（Global Leaders Program）です。 

こうした取 り組 みにより、３年 の３学 期には探 究 学習 の成 果 を小 論 文にまとめ、日 本 語 と英 語 による

ポスターセッションを行 うまでになりました。その内 容 も昨 年 を上 回 るものになっております。また、この

学 習 活 動 を通 して、生 徒 が積 極 的 になり、社 会 で起 きていることや世 界 の出 来 事 を自 ら知 ろうとし、

積 極 的 に係 わろうとするようになってきております。事 実 、大 きな国 際 会 議 に自 分 から参 加 するように

なったり、海 外 語 学 研 修 のプログラムに応 募 する生 徒 が増 え、トビタテ留 学 ジャパンに挑 戦 する生 徒

も増 えました。 

SGH の取 り組 みの中で、カリキュラム・マネジメントも進 んでおります。言 語技 術 では、小 学校 から高

校 まで一 貫 して行 う言 語 技 術 のカリキュラムが検 討 され、「探 究 科 」の取 り組 みでは、これまでの成果

を発 展 させて新 年 度 の１年 生 から年 間 を通 して新 たな探 究 学 習 のプログラムを実 施 することになって

います。 

これからも、創 価 高 校 は創 立 精 神 に則 り「誰 も置 き去 りにしない」社 会 を建 設 する世 界 市 民 を育 成

することを目 的として、学校 建 設 、SGH 校としてのカリキュラム開発にとしっかりと取 り組んでまいります。 

最 後 になりますが、ご指 導 いただいている運 営 指 導 委 員 の無 藤 隆 先 生 （白 梅 学 園 大 学 子 ども学

部 名 誉 教 授 ・元 文 部 科 学 省 中 央 教 育 審 議 会 初 等 中 等 教 育 分 科 会 教 育 課 程 部 会 部 会 長 ）、遠 藤

誠 治 先 生 （成 蹊 大 学 教 授 ・日 本 国 際 政 治 学 会 監 事 ・日 本 平 和 学 会 理 事 ）、村 上 清 先 生 （岩 手 大

学 学 長特 別 補佐 ・陸前高 田 市参 与 ）に心 より感謝 申 し上 げます。 

また私 どもの取 り組 みにアドバイスしてくださっている佐 藤 悟 様 （元 中 南 米 局 長 ・外 務 省 参 与 ）、飯

田 順 三 先 生 （創 価 大 学 法 学 部 教 授 ）、さらに、提 携 していただいているカリフォルニア大 学 アーバイ

ン校 、アメリカ創 価 大 学 をはじめとする国 内 外 の大 学 、国 際 連 合 大 学 、ミドルベリー国 際 大 学 院 モン

トレー校 、ジェームズ マーティン不 拡 散 研 究 所 などの国 際 機 関 、研 究 機 関 や各 企 業 、さらに交 流 い

ただいている那 覇 国 際 高 等 学 校 、広 島 女 学 院 高 等 学 校 、長 崎 ・活 水 高 等 学 校 、関 西 創 価 高 等 学

校 などの SGH 校や各 学校 の皆 様に深く感謝 申し上 げるとともに、引 き続きのご指 導 をよろしくお願 い

申 し上 げます。 
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Ｂ） 研 究 開 発 実 施 計 画 書 および研 究 開 発 実 施 計 画 変 更 申 請 書  

研究開発実施計画書  

 
住所     東京都小平市たかの台２番１号  
管 理 機 関 名  学 校 法 人  創 価 学 園  
 
代表者名   理事長  原田  光治   印  

 
１  実施種別  

  □  幹事校  
  ■  幹事校以外  創価高等学校  

 
２  研究開発名  
   言語技術を磨き、地球規模課題解決に取り組む能力育成プログラム   
 
３  研究開発の概要  

① .  日 本 語 と英 語 を往 還 させ、言 語 技 術 に裏 打 ちされた論 理 的 ・批 判 的 思 考 力

の育 成  

② .  全 校 生 徒 を対 象 に、探 究 型 学 習 による地 球 規 模 課 題 の理 解 力 の育 成  

③ .  選 抜 生 徒 を対 象 に、英 語 を中 心 とした高 度 な批 判 的 思 考 力 、協 調 的 問 題 解

決 力 を有 したリーダーの育 成  

 
４  事業の実施期間  
   契約日～平成３１年３月３ ０日  
 
５  平成３０年度の研究開発実施計画  
（１）「言語技術」  

 〇１・２年生にお いて、年間１単位を「言語技術」（学校 設定科目）の授業
として実 施する 。 授 業は、 国 語科教 員と 英語科教 員のテ ィー ムティー チン
グで行い 、日本 語と 英語によ る「言 語技 術」の往 還トレ ーニ ングを 実 施す
る。  

 〇コミュニケーシ ョン能力、論理的思 考力・表現力、及び 批判的思考力を育
てること を目的 に、 １年生は 「対話 」「 作文」「 情報伝 達」 のトレー ニン
グを、２年生は「情 報分析」「認知」「 議論」のトレーニン グを行 う。  

 〇毎回の授業の記 録用紙を生徒自身で ファイリングさせ 、ポートフォリオを
作成させ る。学 んだ 「言語技 術」や 、活 用できる 場面等 を記 録させ、 実生
活に活かせるポート フォリオの作成を推 進する。  

 〇後に記述のある 、３年生ＧＣＰ・フ ァイナル・プロジェクトの実施にあた
り、小論文作成やプ レゼンテーションの 仕方について指導を 行う。  

 〇学校全体で授業 やＬＨＲで「言語技 術」を活用すること を通して浸透させ
ていく取 り組み を行 う。その ために 、学 校全体で 言葉の 運用 ルールを 作成
する。またクラス担 任および学年主任は 、「言語技術」の授 業に参加する。 

〇放課後にクリティ カル・ライティン グ・センター（ ＣＷＣ ）を開設し、作
文・小論文のきめこ まやかな 個別 添削指 導を行う。  

 

（２）協調的探究学習グローバル・シチズンシップ・プロジェ クト（ GCP）  
〇全校生徒を対象に総合学習の一環として行う。国連が提示する地球
規模課題 (Global  Chal l enges)を中心にテーマを設定し、協働的な学
びの手法を取り入れ課題探究に取り組む。  

〇１年生は SD Gｓ・環境・貧困を、２年 生は戦争・冷戦後の 紛争・人権を 、
３年生は国際パート ナーシップ（模擬国 連）をテーマに設定 する。  

〇実施にあたっては 、生徒で構成する G C P  リーダーズが運営を担い、生徒
が主体的に運営する ことで、リーダーシ ップと行動力を育む 。  

〇２年間の 言語技術 とＧＣＰの集大成と して 、３年生は「フ ァイナル・プロ
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ジェクト」を 実施す る。ファイナ ル・プ ロジェクトで は、「 持続可能な開
発のための 2030 ア ジェンダ 」の 17 の ゴール（ SD Gｓ） から各自がテーマ
を設定し、課題 研究 に取り組み、日 本語・英語で のポス ター セッションと、
2 ,000 字以上の日本 語論文と、英語によ る要旨の作成を行う 。  

○３年間の G C P 企画を通しての、ワー クシートやレポート ・論文等 をまと
めて、 ポートフォリ オ を作成させる。  

〇国内外の識者を招 聘し、グローバルセ ミナーを開催する。  

〇ＧＣＰで探究した 内容を英語で発表す る場として、創価大 学 でイングリッ
シュ・キャンプを実 施する。  

〇希望者約４０人を 対象に、本格的な英 字新聞の作成に取り 組む。  

 

（３）グロー バル・ リーダーズ・プログ ラム（ G LP）  

〇高校２・３年生の 希望者から１６名を 選抜し行う。  

〇「核廃絶」を中心 に 、より高度な課題 研究に取り組み、G C P でも取り扱っ
ている SD G s の内容 と絡ませながら、 研 究成果と手法を 学校 全体へと還元
していく。  

〇毎週火曜日と金曜 日の 18 時か ら 1 9 時 30 分に開 講し、 土日や長期休暇に
も活動する。  

〇講座では啓林館「 課題研究メソッド 」をテキストとし 、調 査のための手法
と手順、およびプレ ゼンテーションスキ ルを向上させる。  

〇言語技術のトレー ニングや、専門家を 招いての講義を行う 。 Sk ype などを
用いたオンラインで の講義も行う。  

〇核問題に関わる国 内の 施設や資料館 を 訪問し、研修を行う 。  

〇デジタル・ポート フォリオへの取り組 みを積極的に行い、資質能力の変容
の調査にも活用する 。  

 

（４）国内外でのフィールドワークの実施  
〇アメリカ・カリフ ォルニア（ 11 月実施 ・参加者１６名）  

SD G s のテーマに関して、 ３ヶ月にわた り探究型学習を 行い 、現地高校生
とともにプレゼンテ ーションや ディスカ ッションを実施する 。またテーマ
に応じて現地での調 査を行う。  

〇広島・ 長崎（７月 実施・参加者 各 ８名 、合計１６名）  

被爆体験のインタビ ューや、現地での調 査を行い、核問題へ の理解を深め
る。  

〇アメリカ・カリフ ォルニア（４月実施 ・参加者２名）  

高校生による核廃絶 問題に関する会議で あるクリティカル・イシューズ・
フォーラム（ C IF)に 発表者として出席。  

〇沖縄（１２月実施 ・参加者１２名）  

第２次世界大戦 の国 内 激戦地・沖縄にて 、戦争体験のインタ ビューや沖縄
県平和祈念資料館、 ひめゆり平和祈念資 料館での研修を 行う 。  

〇岩手（７月実施・ 参加者１２名）  

岩 手 県 葛 巻 町 に て 環 境 へ の 自 治 体 の 先 進 的 な 取 り 組 み を 体 験 的 に 学 ぶ と
ともに、陸前高 田市 では 被災体験を伺い 、震災復興に向 けて の様子を学ぶ 。 

〇首都圏（参加者 各 ２０名、合計６０名 ）  

各学年の G C P 企画を通して学んだ内容 の理解を深める。１ 年生： J IC A 地
球ひろば（市ヶ 谷・７月実施）、２年生：国立ハンセン 病資 料館（東村山・
２月実施）、３年生 ：国連大学（渋谷・ １２月実施）  

 

以 上の取り組みに加 え、次の取り組みも 実施する。  

〇中国（上海）、ア メリカ（カリフォル ニア）、ブラジル（ サンパウロ）、
インド（ムン バイ） をはじめとし た、海 外高校生との 平和・ 文化の意見交
換会  

〇タイムマネジメン ト指導法開発  

 
（５）研究開発成果の普及に関する取組  

〇中間報告会（ 11 月 ）と年度実践報告会 （２月）の開催  

〇取り組みの様子を 学校ホームページに 特設サイトを設置し 随時発信  
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〇 G LP・ G CP の取り組みを、ＳＮＳを活 用して逐次発信  

〇学校近隣の小学校・中学校・高校・大学と連携してのワー クショップ開催  

 
＜添付資料＞  
・平成３０年度教育課程表  
 
６  事業実施体制  
 

課題項目  実施場所  事業担当責任者  

言語技術  校内  永嶋  敏明  

Globa l  C i t i zensh ip  
Pro j ec t  

校内、岩手、沖縄、海外、
首都圏  

江添  正城  

Globa l  Leade r s  
P rogra m  

校内、広 島、長崎、首都圏  石野  正好  

 
 
７  課題項目別実施期間  
 

業務項目  実施期間（契約日  ～３１年３月３０日 ）  

 

４
月  

５
月  

６
月  

７
月  

８
月  

９
月  

10  

月  

11

月  

12

月  

１
月  

２
月  

３
月  

 
         

 
 

言 語 技 術  
 

         
 

 

Ｇ Ｃ Ｐ  
 

         
 

 

Ｇ Ｌ Ｐ  
 

         
 

 

フ ィ ー ル ド ワ

ー ク   
〇    〇  〇    〇  〇   〇   

グ ロ ー バ ル セ

ミ ナ ー  

 
〇   〇   〇   〇    〇   

英 字 新 聞 作 成  
 

         
 

 

国 内 外 高 校 と

の 交 流  

 
         

 
 

ポ ー ト フ ォ リ オ の

開 発  

 
       

 
 

 
 

オ ン ラ イ ン 英

会 話  

 
         

 
 

タ イ ム マ ネ ー ジ メ

ン ト 指 導  

 
         

 
 

 
※計画は事業計画書 提出時のものであり 、実際の事業着手は 契約締結後とする 。 

 
８  所要経費  

別添のとおり  

 

担 当
課  

経理募金課  
Ｔ Ｅ
Ｌ  

042 -3 42 -2611（代）  

氏  
名  

山下  英 一  
Ｆ Ａ
Ｘ  

042 -3 42 -2617  

職  
名  

副課長  e -ma i l  ya mash i t a@so ka .ed . j p  
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研究開発実施計画変 更申請書  

 
 
平成 ２９ 年 度ス ー パー グロ ー バル ハ イス クー ル に係 る 研究 開発 実 施 計 画 を，

下記により変更したいので，申請いたします。  
 
 
１  変更事項  
①  変更前   

〇１年生は環境・貧困・国際会議（模擬国連）を、２年生は戦争・冷戦後
の紛争・人権を、３年生は貧困・紛争・性差別・環境・難民等をテーマに
する。  

②  変更後   
〇１年生は S DGｓ・環境・貧困を、２年生は戦争・冷戦後の紛争・人権
を、３年生は国際パートナーシップ（模擬国連）をテーマに設定する。    

 
 
２  変更の理由  

 
 学年ごとにテーマを設定して学ぶ プログラムを考えていたが、 １年のスター
ト時に S DGs について網羅的に学び、３年次に模擬国連 に取り組む中で多角的
な視点で 課題を 深めていく 流れが生徒の思考に とってスムーズである と判断し
たため。  
 
 
 ３  変更が事業計画に及ぼす影響及び効果  
 
 1 年次で具体的な地球規模課題に 触れる機会 を増やし 、その後 、段階を追っ
て探究の手法を身につける こ とにより、 3 年次のファイナルプロジェクトの 学
習効果を高めることができる。 構想の中にある 3 年間を通して世界市民を育む
という GCP の目標達成によりふさわしい 内容にすることができ る。  
 
 
【担当者】  

担 当
課  

 
Ｔ Ｅ
Ｌ  

042 -3 42 -2611  

氏  
名  

江間  宏 治  
Ｆ Ａ
Ｘ  

042 -3 42 -2617  

職  
名  

副校長  
e -
m a i l  

e ma@s o ka .ed . j p  
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2.  グローバル･シチズンシップ･プロジェクト（GCP）  

A） 概 要  

  概 要  

グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）は、全 校 生 徒 対 象 の SGH 企 画 です。国 連

が提 示 する地 球 規 模 課 題 や「持 続 可 能 な開 発 のための 2030 アジェンダ」の 17 のゴール

（ SDG ｓ）か らテーマを 設 定 し 、協 働 的 な学 び の 手 法 を取 り入 れるこ とで、現 代 社 会 に 対 す る

幅 広 い教 養 と協 調 的 問 題 解 決 能 力 の育 成 を目 指 します。  

企 画 は学 期 に２回 ずつ実 施 しました。１年 生 は「SDGs」を学 ぶ企 画 や、「格 差 」をテーマに

「貿 易 ゲーム」や「模 擬 教 育 援 助 会 議 」などを行 い、学 びを深 めてきました。２年 生 は、「戦 争 」

や「現 代 の紛 争 」をテーマに、日 米 両 国 の核 兵 器 をめぐる考 え方 の比 較 や、ルワンダ内 戦 の

歴 史 的 背 景 な ど に つ い て 学 び ま し た 。 ３ 年 生 は 、 「 国 際 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 」 を テ ー マ と し て 、

「COP21」「核 軍 縮 」を舞 台 に模 擬 国 連 を実 施 し、全 員 が一 国 の大 使 となって交 渉 を重 ねる

ことで、国 際 協 調 の重 要 さと難 しさを学 びました。また３ 年 生 は、GCP 企 画 の総 括 として課 題

研 究 「ファイナルプロジェクト（Final  Pro ject）」に取 り組 みました。これは各 自 が SDGｓからテ

ーマを設 定 して課 題 研 究 を行 い、その成 果 をポスターセッションの形 で日 本 語 ・英 語 の２言 語

で発 表 するもので、最 後 には 2000 字 以 上 の論 文 にまとめました。また、Final  Pro ject の準

備 として、「現 代 社 会 」 と 「英 語 表 現 」と「現 代 文 」の授 業 において、プレゼン テーション スキル

や情 報 収 集 能 力 を習 得 するための教 科 横 断 的 プログラムも実 施 しました。  

本 年 は、すべての GCP 企 画 を一 般 公 開 し、多 くの学 校 関 係 者 ・企 業 関 係 者 ・保 護 者 に

ご見 学 いただきました。  

 

  GCP リーダー 

GCP 企 画 の運 営 は、教 員 ではなく希 望 生 徒 で構 成 された GCP リーダーが担 っていま

す。本 年 度 は前 期 に 16５人 、後 期 1５９人 の希 望 者 が各 クラスからリーダーとして選 出 さ

れました。GCP リーダーは、各 企 画 の前 にリーダーズミーティングを行 い、テーマについて

の学 習 や当 日 の企 画 のリハーサルをします。当 日 は試 行 錯 誤 しながらクラスでの企 画 を

運 営 し、その中 で、企 画 力 やリーダーシップなどの育 成 を図 っています。 

 

  昨 年 度 との相 違 点  

①SGH の４年 目 となった本 年 は、昨 年 度 の取 り組 みをベースに各 学 年 の企 画 を、より発

展 ・充 実 させることができました。また、３年 生 の企 画 においては、最 終 回 となる 2 月 に国

連 UNHCR 協 会 と連 携 し、「WILL2L IVE 映 画 祭 」の学 校 パートナーズ上 映 会 を実 施 し

ました。現 実 の課 題 をリアリティーをもって訴 えかけるドキュメンタリー映 画 の特 性 を生 か

し、地 球 規 模 課 題 を机 上 の空 論 だけで終 わらせないという意 志 を確 認 しあう機 会 となり

ました。 

②本 年 度 は、高 校 ３年 生 の課 題 研 究 「ファイナル・プロジェクト」を「現 代 社 会 」の授 業 に

おいては、授 業 担 当 者 とは別 に、「ファイナル・プロジェクト」担 当 教 員 を設 け、ティームテ

ィーチング形 式 で指 導 にあたりました。また昨 年 度 に引 き続 き、「現 代 社 会 」だけでなく

「現 代 文 」「英 語 表 現 」の３科 目 が連 携 、指 導 の充 実 を図 りました。 

  年 間 スケジュール 
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  GCP リーダーズ生徒感想  

「私 は一年間 GCP リーダーズとして活動 しました。初めは“SDGｓ”という言葉すら聞いたことが

無かったのですが一年間の活動 を通 して、様々な国際問題は自身の近 くにあることを学べました。

また運営に携わる中で、最初は苦戦することも多 く、スムーズに進められないこともありましたが、回 を

重ねるうちに、だんだんと力がついてきていることを自覚することができました。」  

「GCP 企画 を通 して学んだことは、平和 を築 く上 で必要なことは”知 る”ことだということです。レイ

テ島 での決戦やルワンダ内戦のことなど、私 は全然知 りませんでした。でもこうした悲惨な歴史を知

らなければ、いくら平和について考えても、平和 を築 くことはできません。GCP はアクティブラーニング

をベースにし、友人 と一緒に課題に取 り組みます。また、生徒が進行 を行 うため、より深 く、主体的

に学ぶことができます。これからも GCP リーダーとして一人一人の平和に対する意識 を向上できる

ように努めていきます。」  
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Ｂ） SDGｓを学 ぶ（１年 生 ） 

  概 要  

5 月 18 日 に行 われた第 １回 目 は、１年 生 の最 初 の企 画 となるので「SDGｓを学 ぶ」をテー

マに、3 年 間 の GCP 企 画 を貫 く「SDGｓ」について学 びました。世 界 が抱 える諸 問 題 について

の関 心 を高 め、2030 年 を目 指 して国 連 が採 択 した「2030 アジェンダ」の概 要 と「SDGｓ」の１

７のゴールについて、その意 義 や内 容 を理 解 することを目 標 として行 いました。  

導 入 として、「平 和 とは？」や「世 界 が抱 える課 題 」など、生 徒 が中 学 卒 業 までに得 てきたイ

メージや知 識 を確 認 するためにブレインストーミングを行 いました。その後 、SDGｓについての資

料 をもとにグループごとに学 習 し、関 心 を より高 めるために１７のアイコン を線 で結 ぶアクティビ

ティを行 いました。更 に、国 連 広 報 センターが作 成 した 4 分 程 度 の SDGｓの広 報 映 像 を視 聴

し理 解 を深 めました。  

続 いて、ジグソー法 を用 いて SDG ｓに関 する 世 界 の現 状 を学 びました。まず、エキスパート

班 に分 かれ、担 当 するゴールを選 択 し、 iPad と資 料 を用 いて「 A：ゴールに対 する世 界 の現

状 」「B：どの地 域 で特 に課 題 となっているか」をポイントに理 解 を深 めました。その際 に用 いた

資 料 は、国 連 広 報 センターが発 表 している 「SDGｓ進 捗 状 況 報 告 」を もとに作 成 したものです。

エキスパート班 で学 習 を進 めた後 、エキスパート班 から一 人 ずつが集 まったジグソー 班 に 分 か

れ、各 エキスパート班 で得 た情 報 を 持 ちより、それぞれのゴールがどのように関 係 し合 っている

のかリンクマップを作 成 しながら探 っていきました。環 境 問 題 、貧 困 問 題 、教 育 格 差 など 、それ

ぞれ別 の問 題 のように見 えていたものが、リンクマップを作 成 することで、関 係 し合 っていること、

また特 にサハラ以 南 アフリカなどで共 通 して課 題 になっていることなどが はっきりと浮 き彫 りにな

りました。最 後 に、SDGｓの中 から自 身 が最 も関 心 のあるテーマを選 ぶとともに、「2030 アジェ

ンダ」の前 文 を読 み合 わせし、「貧 困 が最 大 の課 題 である」とされていること、また「誰 一 人 取 り

残 さないこと」が理 念 であることを確 認 しました。  

 

  生徒感想  

「同 じ地球 でも、文化や場所 、環境によって格差があることが分かり、今 こうして行 けていける一

つ一つがとても豊かで感謝 しなければならず、アフリカなどに視野 をしっかりと広 げて、自分たちので

きる募金などに協力できたらいいなと感 じました。」  

「貧困 は大 きな課題 となっていると分かった。貧困の解決には、まず教育 を受ける環境 を整 える

ことが大切になると思 う。SDGｓでは『誰 も置 き去 りにしない』というのが大事だと感 じた。そのために、

SDG ｓのことを心 がけていきたいと思 った。その中 でも、自分 たちができることは少 なからずあると思 う

ので、できることから少 しずつでも貢献 していきたいと思 った。」  
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  ワークシート (例 )  
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Ｃ） 貿 易 ゲーム(１年 生 ) 

 

  概 要  

 「格差」や「貧困」について体験的に学 ぶために「貿易ゲー ム」を行いました。

この貿易ゲ ームは、 5～ 6 人の班 で 1 つ の 国になり、紙やハ サミなどの与えられ た

材料を用いて、力を 合わせて、“マーケ ット ”で売ることが できる製品を作り、で

きるだけたくさんの「お金を稼ぐこと」を 競うゲームです。「 暴力以外は何でも し

てよい 」という ルー ル の下、生徒 の 自発 的な発想を大事にし ました。このゲ ーム の

最大のポイントは 、各国 に与えられる道 具と材料には大きな 格差があり、それが 、

先進工業国・開発途 上国・発展途上国の 格差を表していると いうことです。生徒 は、

他の 国がどれだけの 道 具と材料を与えら れている か、お互い 知らない状態で始 め 、

徐 々 に 理 解 し て い き ま す 。 作 っ た 製 品 を い つ ど の タ イ ミ ン グ で お 金 と 交 換 す るの

かも全て各国に任せ られており、突然 に 製品の値段が変わる という「市場 価格の 変

化」を 起こす ことで 、世界で起き ている 理不尽な 貿易の現状 も 体験的に理解する こ

とが で きました。最 後に 、このゲームの 終了 も突然、司会か ら言 われます。そし て、

最終 集計を行い 、ど この 国が一番お金を 儲けたのか発表しま す。同じルー ルの下 で

も、あらかじめ 不平 等な条件を設定して おくことで、豊 かな 国 はより豊かに 、貧 し

い国 はより貧しくな るというように 、経 済格差が拡大してい く仕組みを、現実の 自

由貿易システムと対 比しつつ体験的、共 感的に理解する こと が できました。  

 

  生徒感想  

「この簡単な貿易ゲームを通 して、この世界の現在の現状など様々なことを深 く考 え、体感でき

た。」  

「現代社会では、様々な格差のある国があり、国内でも多 くの格差があることがわかり、現代社

会の問題点をしっかり理解することができた。どうしたら世界の格差がなくなり、平等になるのかとても

気になった。」  

「国 の格差 、貿易においての難 しさや交渉の大切 さ、現実にこのゲームを置 き換 えた場合の社

会の苦 しさ、世界においての国々の現状や持っているものの違いを学び、国 と国 との協力がなかな

か行われない理由や国の悪い部分などを実感するきっかけになった。」  

「交 渉 がすごい大事で、立場の違 う人 どうしで話 す難 しさを感 じた。対 話 が大事 と言 うけれど、

実際にそういう力が必要だと思 った。」  
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ワークシート（例 ）  
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D) いのちの食 べ方 を問 う（1 年 生 ） 

  概  要  

１０月 １６日 に 行 われた第 ３回 目 の 企 画 では 、 「いのちの食 べ 方 を問 う 」 をテ ーマに、 SDGs

のゴールの中 の１つである「つくる責 任 ・つかう責 任 」について学 びました。  

プログラムは、①お肉 はどこからやってくる？②ここにも牛 がいる？③食 肉 センターで働 くとい

うこと④牛 肉 が地 球 を食 べると設 定 し、「いのちを食 べることに関 わる、地 球 規 模 課 題 について

考 える」ことを目 標 としました。  

グループで 話 し合 いな がら、牛 肉 の生 産 過 程 について 学 び、その 過 程 の中 で、食 品 以 外

にも身 近 に牛 を利 用 した製 品 が、数 多 くあることを学 び、いのちを大 切 に使 わせていただいて

いる現 実 を学 びました。また 、動 画 鑑 賞 を通 して食 肉 センター で働 く人 たちの 思 いに迫 り、い

のちをいただくことの有 り難 さを学 びました。そのうえで、牛 肉 １kg を得 るためには、11kg の穀

物 や 15 トンの水 が必 要 であるという現 実 を学 び、“牛 肉 を食 べる”という行 為 が地 球 規 模 課

題 を引 き起 こしている事 実 について考 え を深 めました。最 後 に 、 ”フードマイレージ “や”バイオ

燃 料 ・穀 物 不 足 “、 ”バーチャルウォーター”などについて、代 表 生 徒 が 事 前 に 調 べてきたこと

について発 表 を行 い、地 球 規 模 課 題 についての理 解 を深 めました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆  生徒感想  

「今回の企画では、牛 （牛肉 ）に絞 って問題について考えたが、牛肉だけでもこんなに環境に害

を及 ぼし、破壊 しているのに他 の肉や乳牛 、穀物の問題 を考 えると、もっと深刻 なことになっている

だろうと思いました。この問題 を解決するには、先進国が貧困国を救 うところから始め、先進国がど

れだけ潤 うかではなく、世界の国全てが不自由な暮 らしができることを目 ざすべきだと思 いました。そ

して、そのために食について見直 し無駄な動 きを省いて地球の環境を守 ることも大事だと思いました。

自分 も出来 ることを１つずつしっかりとやっていきたいです。」（１年男子 ） 

 

「私 は普段 『食 』というものにあまり関 心が無 くて『食 べられれば何 でも良 い』みたいなスタンスで

日々を生 きてしまっているなぁということに改めて気付 くことが出来たと思います。ただ食べるというだけ

ではなくて、そこに隠 されている地球規模課題に意識的になって自 らの食生活 を見直すというのも

とても大切 だと感 じ、食べ残 しをしない、なるべく捨 てないということ以外 にも自分 に何か出来 ること

はないだろうかと思案する１時間でした。もっと学びたいです。」 
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ワークシート（例 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  企 画 書  
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E） 世 界 がもし 100 人 の村 だったら（1 年 生 ） 

  概 要  

１１／３０（土 ）に合 計 70 分 をつかって実 施 した「世 界 がもし１００人 の村 だったら」は、人 口

73 億 人 の世 界 を「100 人 の村 」に見 立 てて、世 界 の現 状 を分 かりやすく描 いた「世 界 がもし

100 人 の村 だったら」を題 材 に、世 界 の現 実 をシミュレーション（疑 似 体 験 ）という参 加 型 の方

法 で体 験 する企 画 です。目 的 は、世 界 の現 状 を理 解 し、自 分 との関 係 に気 づくこ とである為 、

問 題 の原 因 追 及 や、解 決 は深 く掘 り下 げ ず、生 徒 自 身 の興 味 ・関 心 を高 めることを目 標 とし

ました。  

 「人 口 」「性 別 」「年 齢 」「大 陸 」「言 語 」「識 字 」「格 差 」の 7 つのテーマについて、ワークシ

ートを用 いて学 び合 いを行 いました。  

まず始 めに、役 割 カードを全 員 に配 布 し、一 人 一 人 の役 割 を 決 めます。この時 に、他 人 に

自 分 の 役 割 カー ドを 見 せない こと を徹 底 させ 、 これか ら 行 う シミュ レー ション に 対 し て 、 新 鮮 な

驚 きが得 られるように配 慮 しました。  

 「人 口 」では、世 界 の人 口 をクイズ形 式 で学 び、なぜ人 口 増 加 が起 きているの かを班 で話

し合 い なが ら考 えまし た。「 性 別 」で は、 男 性 と女 性 、 ど ちらが 多 い のか 、 役 割 カー ドに従 って

窓 側 と 廊 下 側 に 分 かれ 、 男 女 が同 じ 割 合 であ るこ と を確 認 しま した。 同 様 に 、「 年 齢 」で は、

世 界 は今 、高 齢 化 な のか 若 年 化 なのか、「大 陸 」では、大 陸 別 の人 口 分 布 、「言 語 」で は少

数 言 語 について、「識 字 」では文 字 が読 めないということ、「格 差 」では所 得 が多 いのは誰 か、

をそれぞれ役 割 カードに従 って体 験 的 に学 びました。実 際 に体 を動 かしながらの学 びであった

こと、クラスを世 界 に見 立 てたため、身 近 に感 じることができたことなど、生 徒 の理 解 を深 めるこ

とができました。  

       

 

  生徒感想  

「私 たち日本人 は毎日当 たり前 に裕福な暮 らしをして学習 もてき、文字 も読 めているが、この様

な暮 らしができるのは世界中 で数％だと知 り、改 めて途上国 との格差 を痛感 した。特 に、今 回は

実際に文字が読めない立場 を演 じ、『文字が読める』ということ自体 、本当に恵 まれていて、幸せ

なことだと気付 くことができた。貧困の国の人のために、今私たちは教育 を受けているということを心

から実感できた。」  

「インドで 4000 万人、中国では 5000 万人、女性の人口が男性よりも少ない理由にとても驚

きました。いとも簡 単 に女児が殺 されたり、病 気 になっても病 院 に連 れて行 ってもらえなかったりする

事実 を知 り、本当に悲 しく思いました。そして、このような世界 を変 えなくてはならないと心から思いまし

た。そのためにも、今できる勉強 を全力で頑張ろうと思います。」  
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ワークシート（例 ） 
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F)  模 擬 教 育 援 助 会 議 （１年 生 ） 

  概 要  

今 回 行 った模 擬 教 育 援 助 会 議 は、①導 入 ②会 議 ③質 疑 応 答 ④被 援 助 国 の主 張 ⑤班 で

の 振 り 返 り ⑥ 全 体 の ま と め 、 以 上 の ６ 段 階 で 構 成 さ れ て い ま す 。 最 初 の 導 入 部 分 で は 、 マ ラ

ラ・ユスフザイさんの映 像 を視 聴 し、さらに世 界 を取 り巻 く教 育 の現 状 について 図 から読 み取

る作 業 等 を通 して学 習 をし、先 進 国 と発 展 途 上 国 には圧 倒 的 な教 育 各 差 があることを生 徒

全 員 で確 認 しました。 

会 議 開 始 前 に進 行 役 のＧＣＰリーダーズの指 示 もと、事 前 に指 定 された、会 議 参 加 者 の役

(6 名 )、被 援 助 国 の市 民 役 (8 名 )、オブザーバー（そのほかの会 議 を見 守 る生 徒 ）にそれぞれ

分 かれて着 席 しました。会 議 は教 育 援 助 をするＡ国 ・Ｂ国 の政 府 役 と市 民 役 、援 助 される側

のＣ国 政 府 役 とその小 学 校 長 役 、NGO 職 員 役 の計 6 名 で行 われます。事 前 に用 意 された

台 本 に 沿 ってロールプレイ 形 式 で会 議 を行 い、質 疑 応 答 を行 った後 、援 助 を するＡ国 ・Ｂ国

側 の「したい援 助 」と援 助 をされる側 Ｃ国 の「してほしい 援 助 」は必 ずしも一 致 していないことを

全 員 で学 びました。 

次 に、被 援 助 国 であるＣ国 市 民 役 の 8 名 の生 徒 が、役 割 カードに沿 ってそれぞれの主 張

を 展 開 し 、 教 育 各 差 に 悩 む 声 を 発 信 しま し た。 生 徒 は 、 Ｃ 国 の 現 地 の ニー ズが 援 助 会 議 に

直 接 反 映 されることは難 しいことを学 びました。 

続 いて各 班 に分 かれ、ワークシートに沿 って振 り返 りをおこないました。最 後 にまとめとして、

国 連 広 報 センターが作 成 した「持 続 可 能 な開 発 は教 育 から」を視 聴 しました。 

 

  

 

   

    

   

 

 

  生徒感想  

「教育 なしに SDG ｓは達成できないことがよくわかりました。軍事費の１割 を教育に当てれば、教

育費の不足を埋めることができるのに、なぜ国は軍事費をそんなにかけているのか不思議です。  

戦争反対 と言 っているのに、なぜ武器 を作 り続けているのか、その背景には何があるのか調べて

みたいです。」  

「子 どもの教育のために私 たちが何ができ、何 をする必要があるのか、今 はわからないけど、まず

は現状 をもっとよく知 っていきたいと思いました。」  

「今 の時期にこうやって世界の解決すべき問題について学ぶことがすごく大事だと思いました。学

んだ中 で、世界のお金の使い方が軍事に偏 っていたり、途上国の求める支援 とは別の形 でお金

が使われていたりすることを知 り、もっと平和や子どもたちのためにお金 を回せないのかと思いました。」  
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ロールプレイ資料（ 抜粋 ）         

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート（例 ）  
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G) SDGs カードゲーム（1 年 生 ） 

  概  要  

２月 ２２日 に行 われた第 ６回 の最 終 企 画 では、創 価 高 校 で企 画 立 案 し開 発 したカードゲー

ム型 の教 材 を使 用 し、企 画 を実 施 しました。2015 年 に国 連 で採 択 された「2030 アジェンダ・

持 続 可 能 な開 発 目 標 ＝SDGs」を体 験 的 に学 ぶことを目 的 に行 われ、3～4 人 グループで 9

ヵ国 にわかれ、各 国 が抱 える課 題 が SDGs のターゲットとしてカードにしたものを配 布 。各 国 は

それらの課 題 を「アイテム」を使 って解 決 していきます。解 決 することで「ポイント」を得 ることがで

き、最 終 的 に一 番 ポイントを獲 得 した国 の勝 利 となります。  

教 室 前 方 の画 面 には、SDGs の世 界 全 体 の達 成 状 況 がわかるバロメーターが表 示 されて

おり、 自 国 の課 題 解 決 とともに、 自 国 が すべて クリアしても、 他 国 がクリアできなかった場 合 は

ポイントが減 点 されてしまうため、世 界 で SDGs の達 成 を目 指 し、道 具 の貸 し借 りや、融 資 な

ど、互 いに協 力 しあって交 渉 を進 めていきます。  

「アイテム」には「お金 」と「アイディア」があり、 「お金 」は貿 易 ゲームの容 量 で、道 具 と紙 をつ

かって製 品 をつくり、マーケットで 換 金 することで得 られます。「アイディア」は自 国 の教 育 水 準

や知 的 活 動 の指 数 をあらわしており、さまざまな課 題 を解 決 していく中 で得 ることができます。  

各 国 の課 題 やそれを解 決 するための経 済 力 や教 育 力 の必 要 性 、国 際 社 会 における援 助

のあり方 、協 力 関 係 の構 築 など様 々なことをカードゲームを通 して体 験 的 に学 びました。  

 

   生 徒感想  

「ＳＤＧｓに対 して、各国 それぞれで解決 に向けて取 り組 めば良いと考 えていたが、今日のＧＣＰ企

画 を通 して、世界の国々が協力 して取 り組む必要があると思いました。また、ＳＤＧｓのスローガンであ

る『誰 も置 き去 りにしない』ということや、利益 を追い求めるのではなく行動できるのか。このことに目 を

向けていくべきだと思いました。私自身 、正直勝つことにこだわっていたので、最後にハッとさせられま

した。」  

「今回の企画で世界の問題に対する事情 をリアルに知 ることが出来 ました。各国間での協力 も

大切 だし、話 し合 って解決することの大変 さや重要 さを学 びました。他国 の世界問題に対する意

識の違いも聞 くことができ、まだまだ関心が低いところが多いんだなと思 いました。今後 も自分からＳ

ＤＧｓについて学んでいきたいです。」  
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H) レイテ決 戦 から戦 争 とは何 かを知 る（２年 生 ） 

 

  概 要  

高 校 2 年 生 の 1 学 期 は、「戦 争 」をテーマとし、特 に第 二 次 世 界 大 戦 を中 心 にその実 像

を見 つめていきました。5 月 18 日 に行 われた第 1 回 目 は、フィリピン・レイテ島 の決 戦 の戦 争

証 言 の映 像 を通 して、戦 争 とは何 かについて学 び合 いました。映 像 では、レイテ決 戦 を戦 った

兵 士 たちの証 言 映 像 を特 別 に編 集 し、その際 に、日 本 兵 、アメリカ兵 、そして、現 地 のフィリピ

ン人 など、戦 争 に関 与 した全 ての当 事 者 の証 言 を順 番 に視 聴 することで、偏 った見 方 をせず、

戦 争 について客 観 的 に考 えることを目 的 としました。  

レ イ テ 島 は 第 二 次 世 界 大 戦 中 、 日 本 軍 とア メ リ カ 軍 が 最 も 激 しい 地 上 戦 を 繰 り 広 げた舞

台 の一 つです。その地 上 戦 の経 験 者 の証 言 は、授 業 で学 んだ机 上 のものとは異 なり、生 々し

いものでした。そして、戦 争 の勝 敗 に関 係 なく、戦 争 に関 わった全 ての人 が悲 惨 な思 いをし、

深 く傷 ついていることを知 ることができました。生 徒 は大 きな衝 撃 を受 けると共 に、二 度 と戦 争

を起 こさない、起 こさせないという不 戦 の誓 いを新 たにしました。  

最 後 に、小 学 校 ３年 生 の児 童 から「戦 争 することって、いけないことなの？」「戦 争 をして、い

いことってあるの？」と質 問 をされたと仮 定 し、わかりやすく説 明 するにはどうしたら良 いか、グル

ープで案 を考 えました。 「戦 争 とは人 の命 を奪 うことである」、「戦 争 には加 害 者 も被 害 者 もい

ない」ということを一 人 一 人 が理 解 することができました。  

 

  生徒感想  

「戦 争 をする以外 にも道 はたくさんあるはずなのに、戦争 しか方法がないと思 ってしまうのが人

間だとＶＴＲで言 っていた。戦争 を経て、二度 とこんな悲惨なことを起 こしてはいけないと思 うが、教

訓にするにしてはあまりにも多 くの命 を犠牲にしてしまったと思 った。」  

「戦争 というものは絶対悪だ、という認識はもともとあったが、今日実際に当事者の証言 を見

て、改 めて戦争の悲惨 さ、残酷 さを感 じた。当時 の戦死者 は『名誉 ある死 』として讃 えられてい

たけれど、実 際 にはもがいて、苦 しんで、痛 くて、自 ら殺 してくれ、とまで頼 んでしまうほどまで追 い

詰められてなくなっている。その人 たちの声 を今聞 くことは出来ないけど、思い出 したくない当時の

話 をわかっている人 たちが生 きているうちに、戦争 という行為がどんなものだったのかを肌で感 じ、

後世に伝えなければならないと思 った。」  

「戦 争 を経験 した人 たちが戦争 を二度 と起 こしてはいけないと言 われているからには、自分た

ちは平和な世界 をつくっていかないといけないと思 ったし、そのためには身近な人のことをしっかりと

知 って理解 していくことが大切だと思 った。」  
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ワークシート（例 ） 
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I )  核 兵 器 廃 絶 に向 けて（２年 生 ） 

  概 要  

６月 １５日 に行 われた第 ２回 目 の企 画 は、「核 兵 器 」をテーマに行 いました。まず進 行 役 の

生 徒 が、核 兵 器 を巡 る世 界 の情 勢 について調 べた内 容 をプレゼンしました。この話 題 を軸

に、ジグソー法 を用 い、核 兵 器 を取 り巻 く現 状 について学 びを深 めました。（エキスパート班 ワ

ークシート➀原 爆 の誕 生 “マンハッタン計 画 の概 要 ”  ②核 兵 器 の非 人 道 性 について ③核 抑

止 論 について④核 兵 器 不 拡 散 条 約 （NPT）について ⑤核 兵 器 禁 止 条 約 （TPNW）につい

て）。ジグソー法 で核 兵 器 を取 り巻 く現 状 について理 解 を深 めたあとに、グループで”核 兵 器

はなぜなくならないのだろう“との問 いについてディスカッションを行 いグループでの答 えを導 き

出 させました。授 業 後 半 では”核 兵 器 禁 止 条 約 における常 任 理 事 ５ヶ国 声 明 文 “と”NPT 再

検 討 会 議 第 三 回 準 備 委 員 会 における ICAN 発 言 “を読 み、核 兵 器 を持 つ国 と持 たざる国

の意 見 の違 いを学 びました。これまでは日 本 人 からの視 点 で捉 えてきた核 兵 器 に対 して、核

保 有 国 の核 抑 止 論 という視 点 を取 り入 れることで、核 兵 器 の問 題 を客 観 的 に捉 えられるよう

に工 夫 を凝 らしました。  

 

  生徒感想  

「本日の企画を通 して、核兵器が他国 より上に立つ常套手段になりつつあるなと感 じました。特

にカウントダウンゼロ（映像 ）の初めにパキスタンが核実験 を成功 させたときの『我々は先進諸国の

仲間入 りをした』という言葉がとても印象 に残 りました。また、核兵器がなかなか無 くせないのは、国

家間の信頼関係が確立 されていないからという話 を聞 いて、ＮＷＳとＮＮＷＳとの間 で、お互 いの意

見を尊重 した、慎重な話 し合いが必要なのではないかなと思いました。そして、この複雑に絡み合っ

た核兵器問題について、より深 く知 り、考 え、少 しでも解決に向けた動 きをしたいと思いました。」  

 

「今日の企画を通 して核兵器の恐ろしさや、核兵器の現状 を知 ることができて良かったです。平

和に向けて核兵器廃絶の運動が活発になっている今でも核兵器 を保有 している国があり、まわり

の国 の意見 を取 り入 れない国があることを知 ってまだまだ核兵器 をなくすことは実現 できないと思 え

ました。今回初めて知 ったことも多かったので、核兵器問題について自 ら学んで行 くことが大切だと

思いました。」  

 

 

 

 

 

 

」  
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ワークシート (例 ）  
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Ｊ） 異 文 化 理 解 （２年 生 ） 

  概 要  

10 月 16 日 に行 われた第 3 回 目 は、「国 際 交 流 ～世 界 の中 のわたし～」をテーマに、外 国

の文 化 や考 え方 を知 り、日 本 とは違 う文 化 を受 け入 れ、共 生 していくための方 途 を学 ぶ ことを

目 標 に、創 価 大 学 に通 う別 科 生 （留 学 生 ）40 名 を創 価 高 校 にお迎 えし、別 科 生 との交 流 を

行 いました 。高 大 接 続 の取 り組 みの 一 環 として、GCP 企 画 で別 科 生 との交 流 を実 施 する の

は、今 回 が２回 目 です。前 年 度 の企 画 をベースに、生 徒 が主 体 的 に留 学 生 と関 わる ことの で

きる機 会 をより多 く設 けました。  

当 日 の交 流 でお互 いの異 文 化 理 解 がより深 まるよう、生 徒 たちは事 前 学 習 として、留 学 生

に紹 介 したい日 本 文 化 を一 人 一 つ決 め、１分 間 程 度 の show and  te l l を準 備 しました。ま

た、「自 分 が調 べた日 本 文 化 が海 外 ではどのように 捉 えられているか」、「似 ている文 化 はある

か」 など 、事 前 学 習 のト ピックにまつわる 質 問 を 用 意 し 、対 話 の中 で 留 学 生 の 自 国 の 文 化 を

知 れるように準 備 を重 ねました。交 流 会 では、まず別 科 生 に自 己 紹 介 をしていただき、その後

グループごとに別 科 生 と懇 談 をしました。生 徒 は自 らの show and  te l l の発 表 や質 問 を通 し

て、日 本 との文 化 や習 慣 の違 いを感 じながら、有 意 義 に交 流 会 を進 めていきました。  

ま た、上 記 の 企 画 本 編 の前 に は、各 クラスの ＧＣＰリーダーズと留 学 生 で昼 食 を共 にし、そ

の後 、留 学 生 に学 校 を紹 介 する 校 内 見 学 ツアーも行 いました。お互 いの対 話 に花 が咲 き、さ

まざまな言 語 も飛 び交 う、朗 らかな交 流 となりました。  

 

  生徒感想  

「show and  te l l を通 して、日本人だから分かること、外国の方だから気づく文化の違いや共

通点 を、コミュニケーションを通 して直接共有できたのがよかった。海外の文化 を更にもっと知 りたい

と思 った。また、皆の発表 を聞いていると、日本の魅力にも改めて気づくことができた。日本特有の

文化だと思 って調べてみたら、以外 と外来のものが多 くて驚いた。」  

「互 いの文化について語 り合 ったことを通 して、言語や文化に差異があっても、そこに芽生 えるコ

ミュニケーションや笑顔 には壁 がないということを感 じた。今 回 は日本語 で会 話 をしたが、海 外 の

方々と話す勇気や自信が涌いてきた。」  

「海外から一生懸命に日本語 を学び、日本の創価大学 を志 して勉強に励んでいる留学生の

姿 を通 して、私 も向学の心 を忘れずに勉強 していこうと改 めて決意することができた。また、今回の

交流で、ある文化では当 たり前 のことが、異文化では当 たり前 ではないということを再確認 できた。

英語以外にももっとたくさんの言語 を学びたいと思 った。」  
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ワークシート (例 )  
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Ｋ) ルワンダ内 戦 から現 代 紛 争 を考 える（２年 生 ） 

  概 要  

11 月 30 日 に行 われた第 4 回 目 は「現 代 の紛 争 」をテーマに、1994 年 にアフリカのルワン

ダで起 きたジェノサイド―大 量 虐 殺 について学 びました。  

11 月 27 日 のホームルームで、GCP リーダーより、現 代 の紛 争 からルワンダの大 量 虐 殺 (ジ

ェノサイド )から学 ぶ～という 事 前 学 習 冊 子 を配 布 。資 料 の 内 容 は、「なぜ世 界 で紛 争 が無 く

ならないのか」増 田 弘 著 、「隣 人 が殺 人 者 に変 わる 時  ルワンダ・ジェノサイド生 存 者 達 の 証 言 」

「隣 人 が殺 人 者 に変 わると時  加 害 者 編 」ジャン・ハッツフェルド著 、「NHK 未 来 への提 言  戦

渦 無 き時 代 を築 く」ロメオ・ダレール 著  より特 に学 んで欲 しい部 分 を 抜 粋 し作 成 したものです。  

当 日 は、海 外 ドキュメント『ルワンダ（ 1 ）』」の視 聴 を行 い、その後 ４名 で構 成 する分 れて、ツ

チ族 ・フツ族 ・国 連 軍 兵 士 ・TV 記 者 に分 かれたロールプレイを行 ないました。これは、ルワンダ

内 戦 の様 子 を体 験 的 に学 ぶためです。休 憩 後 、海 外 ドキュメント『ルワンダ（2）』を視 聴 した後 、

ルワンダ内 戦 がおきた原 因 について学 び ました。学 んだ内 容 は、①国 内 政 治 ② 植 民 地 支 配

③ 現 地 民 (フツ族 ・ツチ族 )④国 際 社 会 の４点 からみた内 戦 の原 因 を「フィッシュボーン」と呼 ば

れるチャートにまとめていきました。次 に 、国 連 平 和 維 持 活 動 司 令 官 ・ダレール氏 の発 言 の一

部 を抜 粋 し 、どのよう な 意 図 かをグルー プごと に検 討 させ、 最 後 に「 フツ族 」に復 讐 を した いと

いう「ツチ族 」の友 人 に対 して、自 分 たちならどのように声 をかけるかを話 し合 い、発 表 し合 いま

した。  

 

  生徒感想  

「1 人 の命が失 われるだけでもたくさんの人 が

悲 しむのに、それが 100 万人 もの人が無差別

に殺 されたと思 うと想 像 を絶 しました。人 に言

われるがままに行動 してしまった現 地 の人 たち

を見 て、自 分 の考 えを他 者 に振 り回 されない

ようにしっかりもつことの大切 さを感 じました。」  
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内戦の起こるしくみ（まとめの図）     当 日課題（ワークシート）  

   

 

ロールプレイング用  立場を記述したカード（例）  
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Ｌ) 人 権 すごろく（２年 生 ） 

  概 要  

 1 月 １８日 に行 われた第 5 回 目 は、「人 権 」をテーマに、人 権 というものが、人 類 の長 い歴 史

の中 で民 衆 が勝 ち 取 ってきたものであることを理 解 すると 共 に、身 近 な生 活 の中 から 人 権 尊

重 の必 要 性 、重 要 性 を感 じることを目 標 として行 いました。  

導 入 とし て、オリジナル 教 材 である“人 権 す ご ろく”を使 っ て、 楽 しみ ながら身 近 な自 由 が、

「人 権 」として保 障 されているものであることを知 りました。最 初 に、自 身 の出 身 国 や性 別 といっ

た人 物 像 が設 定 され、設 定 によって異 なる結 果 がでるようにし、理 不 尽 な人 権 侵 害 を体 感 で

きるようにしました。各 マスには、「突 然 逮 捕 される。 2 マス戻 る」や「テロ首 謀 の容 疑 で拷 問 を

受 ける。1 回 休 み」など、人 権 に関 わる内 容 が書 いてあり、それを読 み上 げながら進 めることで、

理 解 を深 めていけるようにしました。  

続 いて、人 権 団 体 ：ユース・フォー・ヒューマンラ イツが作 成 した映 像 『人 権 の歴 史 』を視 聴

しました。短 時 間 で分 かりやすく人 権 の歴 史 がまとめてあり、生 徒 の理 解 が進 みました。次 にグ

ループごとに、世 界 で実 際 に起 きている人 権 問 題 に関 するニュースを配 布 し、それが世 界 人

権 宣 言 のどの項 目 に抵 触 するかを検 討 しながら学 びを深 めました。各 グループには全 て異 な

るニュースが配 られ、最 後 に自 分 たちが担 当 したニュースの簡 単 な発 表 を行 い、他 グループの

学 習 成 果 についても共 有 できるようにしました。  

この企 画 を通 し て、平 和 な日 常 で暮 らしてい ると意 識 できていなか った「人 権 」というものを

少 し身 近 に感 じることができました。  

 

  生徒感想  

「人権 すごろくを通 して、世界の不平等な現状について学びました。世界人権宣言 を学び、何年

も前から議論 されている内容だからこそ、国や文化の違いによって、  多 様 な解 釈 があるということを

実感 しました。人権 を確かなものにするためには、私 たちが人権について深 く理解 した上 で、広 く共

有 していくことが大切であると思いました。」  

「今 も世界のどこかで、日本にいる自分には想像 も出来ないほど残酷なことが起 こっていると思 うと、

少 しでも早 く、世界の 1 人たりとも人権 を脅かされない世界にしないといけないと思いました。人権

の難 しさとして、人権 を脅かしている側 にも人権があるということがわかりました。他者 を尊敬できる人

が増えていってほしいと思いました。」  

「世界人権宣言は、国 によっては殆 ど守 られていないことを知 り、とても悲 しくなりました。他国 では、

1 つの考えに縛 られすぎて、拷問や死刑など極端な行動が多 くあることを知 り、とても驚 きました。各

国の文化や哲学 、宗教について深 く理解 したいと思いました。」  
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ワークシート(例 ) 
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Ｍ） 人 権 ディベート（２年 生 ） 

 

  概 要  

第 ６回 の GCP 企 画 （世 界 人 権 宣 言 に学 ぶ）に引 き続 き、「人 権 」への理 解 を深 めることを

目 的 として、2 月 １２日 、２２日 の 2 日 間 にわたり人 権 ディベートを実 施 しました。これは、ディベ

ートの手 法 を 用 い て 少 年 犯 罪 の実 名 報 道 に ついて 知 り 、そ こか ら 、 「個 人 の基 本 的 人 権 」 と

「公 共 の福 祉 」がぶつかる例 について考 え、さらに他 者 の人 権 を尊 重 するための方 途 を探 るも

のです。  

人 権 ディベートを行 う「基 礎 体 力 」は、言 語 技 術 の授 業 でトレーニングしました。週 １回 行 わ

れるこの授 業 では、「創 価 高 校 は定 期 考 査 を廃 止 すべきである」「創 価 高 校 は文 化 祭 を廃 止

して運 動 回 を実 施 すべきである」など、身 近 で、背 景 知 識 の必 要 でない論 題 でディベートを実

施 。創 立 者 がかつて「 互 いの討 論 を通 し、問 題 の核 心 に迫 り、より 優 れた解 決 法 を見 つけて

いく『創 造 的 議 論 』がディベートなのである」と語 られたことを、実 感 を持 って学 ぶ事 ができまし

た。  

１２日 の準 備 の日 には、ディベートについての講 義 を受 け、言 語 技 術 の授 業 で 学 んだ知 識

を再 確 認 するところか ら 始 めました。そして 、 この企 画 では時 間 が ないため、朝 読 書 の 時 間 を

活 用 して事 前 に肯 定 側 と否 定 側 に分 かれ、立 論 、質 疑 、アタック、ブロックを考 えました。また、

個 人 ワークシートに従 って進 めていくと、そのまま試 合 ができるようにしました。２２日 の本 番 まで

に 1 週 間 ほどあったため、それぞれ準 備 を進 め、当 日 の 1 限 目 に最 終 準 備 の時 間 を取 り、２

時 間 目 以 降 の本 番 に臨 むことができました。第 1 試 合 は経 験 者 を含 む 4 グループが試 合 を

行 い、残 りの 8 グループはジャッジをしました。第 2 試 合 で、ジャッジをしていた 8 グループが試

合 を行 い、4 グループがジャッジを行 いました。少 年 犯 罪 をめぐる本 番 の論 題 は、生 徒 たちに

は少 し難 しく、その場 で相 手 のアタックに切 り返 し、効 果 的 にまとめを行 うことができない部 分 も

ありましたが、言 語 技 術 の授 業 で学 んだ技 術 を活 かして、論 題 について、複 眼 的 に考 えること

ができました。  

 

  生徒感想  

「人 権 の侵害 とか、公 共の福祉 とかを考 えると、実名報道の是非 は非常 に難 しい問題 だと思 う

が、普段考えることのないことを考 えられたので良い経験になった。」  

「この企画があるまでは、世界の歴史の人権問題や、私 たちにおける人権 というものを考 えたことが

ありませんでした。この企画がきっかけで、人権 というものを深 く知 ることができました。」  

「ローザパークスさんの映像 を見て、今 までしっかりと学 んできたはずのバスボイコット運動でしたが、や

はり、学 び直 すことはすごく大 切 だなと感 じました。ローザパークスさんと創 立者 のことについて学 び

『一人立つ』と言 うことがどれだけ大切か、権力にひるまず『NO！』ということがどれほど勇気のいる

ことか学ぶことができました。」  
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Ｎ） 模 擬 国 連 ① COP21 （３年 生 ） 

■概  要  

模 擬 国 連 とは、実 際 に国 連 で行 われている国 際 会 議 をモデルにして、一 人 一 人 が世 界 各

国 の大 使 となって会 議 ・交 渉 を行 うものです。今 回 は 、気 候 変 動 枠 組 み条 約 の締 約 国 会 議

「COP21」をテーマに、各 クラスを 15 の国 に分 け模 擬 国 連 を実 施 しました。 

2020 年 以 降 の新 たな枠 組 みの創 設 を目 指 し、論 点 ①「2020 年 以 降 の温 室 効 果 ガスの新

しい削 減 目 標 」、論 点 ②「先 進 国 と途 上 国 の扱 いをどのように区 別 するのか」という二 つの論

点 に沿 って、それぞれの国 の立 場 で交 渉 を重 ねま した。会 議 の最 後 には、決 議 案 を全 会 一

致 で採 択 することを目 指 しました。 

 

  生徒感想  

「今回の GCP では、相手 を説得する力や、自分から相手に改善策 を提案する力が求められ

たものでした。その中 で、やはり何か問題 を抱 えている国の立場 を支援 したりして解消 できる国 が中

心 になっていくことが上手 く温暖化 を防止 できる要因になってくると思いました。しかし、現実では何

億人 という人 の生活や社会 を動かしていくのはとても大変 だという事 を知 りました。より世 界の問題

に耳 を傾けることができて良かったです。」  

「一言 で言 うとすごく面白かったです。みんなそれぞれ主張 を持 っていて、絶対に意見 を曲げなか

ったり、時間がもう終わりそうなときに、サインが消 されてしまったり、すごく慌 ただしかったけどとても楽 しく

出来 ました。と同時に、アメリカってやっぱり強いんだなと思いました。経済力 もあり、お金は人 を動か

すんだなと感 じました（笑 ）。みんなで団結 したり、言い争 ったりする機会はなかなか無いので、新鮮

だったし楽 しかったです。」   

「コンゴとアメリカとインドとインドネシアの外交力がとにかく優 れていて何度 も困 らされました。もっと

いろいろ強 く主張すれば良かったな～、模擬国連なめてたな～って後悔が残 りました。もう一回 リベ

ンジさせて欲 しいです。今回 、自分の外交力のなさを痛感 させられたので、これからは、もっと貪欲

に世界のことについて学んだり、自分 の力 を高めていきたいなと感 じました。繰 り返 します。もう一 回

模擬国連やりたいです！！」  

「難 しかった。これは何のための交渉なのか段段分 らなくなっていた。その場 で意見 を変 えるのは

簡単だけど、長い目で見たとき自国はどうなるのか、きちんと数字 を含 めて考 えていないと、目 の前

の問題は解決できても新たな問題が生まれてしまうのではないかと思 った。」  
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実際に使用したスライド  

本年度、使用した Posi t ion Sheet  
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Ｏ) 模 擬 国 連 ② 核 軍 縮  （３年 生 ） 

■概  要  

模 擬 国 連 の 第 ２ 弾 と し て 、２学 期 は「 核 兵 器 」 をテ ーマに「 核 軍 縮 会 議 」 の 模 擬 国 連 を実

施 しました。政 治 的 にも大 変 難 しいテーマのため、現 実 世 界 の国 をモチーフにしながら 12 ヵ

国 の架 空 の国 を設 定 し、核 兵 器 の実 験 をめぐる「核 実 験 禁 止 条 約 」、核 保 有 国 と 非 核 保 有

国 の定 義 を定 める「核 兵 器 拡 散 防 止 条 約 」の２つの条 約 案 の採 択 を目 指 しました。  

各 クラスの GCP リーダーが、会 議 の議 事 進 行 、交 渉 の調 整 、決 議 案 の採 択 等 を行 う、議

長 (Chairman) 、秘 書 官 (Secretary )を務 めました。その他 の生 徒 は参 加 国 (12 カ国 )の 大

使 として、国 家 元 首 から受 け取 った「指 令 書 」に基 づいて、「絶 対 に譲 れないこと (妥 協 できな

いこと )」と「成 功 のために譲 ってもいいこと（妥 協 できること）」を踏 まえて交 渉 にあたります。  

「核 実 験 禁 止 条 約 」では、 地 下 核 実 験 を残 すことを主 張 する国 との対 立 が 表 面 化 したり、

「核 兵 器 拡 散 防 止 条 約 」では、秘 密 裏 に核 兵 器 を開 発 している国 の立 ち位 置 が重 要 な鍵 と

なったりしました。また、３回 にわたって行 われた企 画 の途 中 には核 実 験 の被 爆 国 による核 廃

絶 へのスピーチや、核 兵 器 を開 発 している国 に対 する追 加 の経 済 制 裁 などの 出 来 事 も加 わり、

常 に情 勢 が変 化 する中 で進 行 しました。  

今 回 の 条 約 案 には、 指 定 された国 が １ヵ 国 でも反 対 あるいは 棄 権 した場 合 には 条 約 が 採

択 できないという「発 効 要 件 国 」の 基 準 を設 けたことで、条 約 の採 択 が これまで以 上 に 難 しい

側 面 もあり、生 徒 たちは核 兵 器 のない世 界 を目 指 しながらも 自 国 の利 益 を確 保 させながら難

しい立 場 で交 渉 を行 いました。  

 

  生徒感想  

「自分たちの意志 を伝 えたとしても、現実は意志通 りにいかないものだと感 じ、ほんの少 し理不尽

なのではないかと思いました。世界の首脳たちが集 まる会議は本当に難 しいものだと強 く感 じました。

それでも妥協せず、核兵器の完全な廃絶 を目指 していくことを諦 めずに訴 え続ければ、人類の切

なる願いがきっと叶 うのではないかと思います。」  

「様々な意見 を持つ国々が集まり、条約 を成立 させることがこんなにも難 しいと思わなかった。核

兵器が決 していいものではないと大多数の国が分かっているにもかかわらず、自国の利益や他国

との関係性が原因で、なかなか交渉が進まなかった。最後の VTR にもあったように、私 たちの世

代は核兵器をゼロにしたいと考 えている人が世界中に増えてきているので、現代ならではの SNS な

どを使 って、国家や政府に任せるのではなく、一人ひとりが主体 となって核廃絶に少 しでも貢献 して

いけたら良いなと思 った。」  
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Ｐ） ファイナル・プロジェクト （３年 生 ） 

  概  要  

2016 年 度 に、これまで各 教 科 で個 別 に展 開 されてきた探 求 学 習 を統 合 し、教 科 横 断 型

の プ ロ グ ラ ム を 組 め な い か と い う ア イ デ ィ ア が 生 ま れ 、 全 校 対 象 企 画 の GCP ＝ Global  

C i t i zenship  Pro ject で進 めている探 求 学 習 の集 大 成 として、「現 代 社 会 」と「英 語 表 現 」が

コラボレーションした「Final  Pro ject」という企 画 が着 想 されました。  

 「Final  Pro ject」は 1・2 年 生 での GCP(Global  C i t i zenship  Pro ject ) の取 り組 みを通 し

て興 味 ・関 心 をもった分 野 を SDGs の 17 のゴールの中 から一 つ選 び、探 究 活 動 を進 めるも

のです。  

 GCP では、「2030 アジェンダ・SDGs」を活 動 の中 心 に据 え、環 境 ・教 育 ・人 権 ・紛 争 解 決 ・

核 軍 縮 などをテーマに、1 年 次 より様 々な企 画 に取 り組 んでいます。リンクマップ作 りや貿 易 ゲ

ーム、模 擬 国 連 や独 自 の教 材 などを用 いて、地 球 規 模 課 題 や SDGs への関 心 を高 めてきま

した。そして、3 年 次 に「現 代 社 会 」の授 業 内 容 とも関 連 させ、これまで学 んできた SDGs の

17 のゴールの中 から、自 分 がもっとも興 味 をもった分 野 からテーマを設 定 し、日 本 語 と英 語 の

二 言 語 でポスターセッションを行 う「Final  Pro ject」を進 めています。  

そして今 年 は、本 校 が SGH としての出 発 を切 ると同 じタイミングに入 学 し、言 語 技 術 の授

業 を受 けてきた生 徒 が 3 年 目 となり、「現 代 社 会 」と「英 語 表 現 」に加 えて「現 代 文 」の３教 科

横 断 型 の取 り組 みに力 を入 れて実 施 しました。  

 

  企 画 の流 れ 

【現 代 社 会 】 

この企 画 の準 備 は、主 に週 2 時 間 の「現 代 社

会 」の授 業 を中 心 に行 いました。  

生 徒 たちは一 学 期 の 5 月 からテーマの選 定 に

着 手 しました。SDGs の 17 の目 標 から大 テーマ

を一 つ選 び、さらにそれを分 析 するための「リサー

チクエスチョン」を設 定 していきます。  

さらに自 分 が掘 り進 めたいと思 う小 テーマを設

定 します。テーマ設 定 においては玉 川 学 園 発 刊

の『学 びの技 』を使 用 し、調 査 対 象 が広 すぎるテ

ーマ、専 門 的 すぎて狭 すぎるテーマ、調 べたらす

ぐに結 論 が 得 られ て し まいそう な テーマ な ど、 さま

ざまなケースを学 び、検 証 させました。生 徒 が選 んだテーマの内 容 と内 訳 を見 てみると、「4  質

の高 い教 育 をみんなに」をはじめ、「1  貧 困 をなくそう」「5  ジェンダー平 等 を実 現 しよう」などが

特 に関 心 の高 い分 野 であることがわかります。  

 教 員 からもフィードバックを与 え、一 学 期 に確 定 させた小 テーマをもとに 、夏 休 みには素 材 集

めの ための 徹 底 的 なリサ ーチ を 行 い ます 。 その 際 に は 、 ① イ ン ターネ ッ トの文 献 は 控 え 、本 や

雑 誌 などの書 籍 を調 べること、②図 書 館 に必 ず 1 回 以 上 行 くこと、③必 要 に応 じて資 料 館 な

どのフィールドワークを行 うことを課 題 として課 しました。  
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 そして、2 学 期 になり、現 代 文 で執 筆 したレポートをもとに 11 月 にポスター制 作 に入 りました。 

ポスターを作 成 する際 には、「見 せるポスター」「読 ませるポスター」を意 識 させ、レイアウトや文

字 の大 きさやフォント、色 使 いなどの最 低 限 のデザインについて学 習 を進 めました。 また、発 表

の際 の声 や姿 勢 、 アイ コンタクト、ボディー ラン ゲージ、ナンバリングな どの基 本 的 な方 法 に つ

いてもレクチャーを行 いました。これらのことを一 度 １１月 中 にポスターセッション行 った際 に、生

徒 同 士 で相 互 チェックさせることでブラッシュアップを行 いました。 冬 休 みには、ポスターの修 正

を行 いクラス内 でも発 表 に向 けて最 終 調 整 を行 いました。発 表 自 体 は 6 分 前 後 で組 み立 て

ていたため、本 番 では質 疑 応 答 も含 めて 10 分 という時 間 をどうデザインするのかを生 徒 たち

に考 えさせました。  

いよいよ迎 えた本 番 では、体 育 館 全 面 を貸 し切 り、盛 大 にポスターセッ ションが行 われまし

た。 1・2 年 生 もオーディエンスとして参 加 し、前 後 半 2 回 にわけた発 表 のうち、1 回 は決 めら

れた場 所 に、もう 1 回 は自 分 の聞 いてみたい先 輩 のところに行 くという形 をとりました。また 、本

年 度 はこのポスターセッションを保 護 者 や一 般 の方 にも公 開 しました。さらに、過 去 ２年 間 の反

省 を生 かし、発 表 のブースの間 隔 を広 げるために体 育 館 中 央 にもパネルを設 置 し、発 表 スペ

ースを増 やしました。全 体 として過 去 と比 較 して、活 気 溢 れる発 表 の場 となりました。  
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【英 語 表 現 】  

今 年 度 の３年 生 の授 業 は週 ３回 あり、日 本 人 1 人 と外 国 人 1 人 の体 制 でファイナルプロジ

ェクトへの取 り組 みを行 いました。  

目 標 として、「地 球 規 模 課 題 について、英 語 で知 識 を深 めるとともに、自 信 をもって英 語 で

発 信 する力 を養 うこと。また、そのために不 可 欠 な力 として、英 文 法 ・会 話 ・クリティカルシンキ

ング・ライティング等 の力 を培 う」ことを掲 げ、 最 終 成 果 として、現 代 社 会 で行 ったポスター セッ

ションを、紙 面 やスピーチも含 めてオールイングリッシュで行 いました。  

１学 期 は、5W1H を意 識 させるようなアクティビティーや「事 実 と意 見 」を区 別 するクリティカ

ルシンキングを主 に会 話 ベースで行 いました。また、最 終 的 な発 表 の原 稿 を英 語 化 していく上

で必 要 となる、英 文 法 についても復 習 と同 時 に毎 週 80～100word s のライティングを１本 行

い、その都 度 、外 国 人 講 師 に添 削 をしてもらいました。  

夏 休 みには、現 代 社 会 の課 題 と併 行 し、各 自 で実 施 したフィールドワークで集 めた素 材 を

もとに、5W1H を意 識 して 200～300words の原 稿 を作

成 し ま し た 。 そ し て 、 ２ 学 期 の 始 め に は 、 夏 の フ ィ ー ル ド ワ

ークと素 材 集 めの成 果 と学 び を 原 稿 に し 、ネ イ ティブのチ

ェックを入 れて発 表 しあいました。その際 、事 前 に WORD  

LIST を作 成 させて、聞 き手 には難 しいと思 われる英 単 語

の 発 音 と 意 味 を 最 初 に 確 認 し て か ら 発 表 し ま し た 。 そ の

後 、発 展 的 な力 をつけることを目 指 して、「グラフの種 類 や

説 明 の仕 方 、出 典 ・引 用 を明 示 する英 語 表 現 」を学 びま

した。  

 

３学 期 は、ファイナル・プロジェクトの完 成 をめざして、現

代 社 会 で既 に完 成 さ せた原 稿 と ポスター を 英 語 化 してい

ったほか、研 究 成 果 をまとめる Abstract（要 旨 ）の作 成 も

行 い ま し た 。 授 業 内 の ネ イ テ ィ ブ チ ェ ッ ク の 他 、 放 課 後 の

CWC （ Cri t i ca l  Wri t ing  Center ） で は 、 平 日 放 課 後

に、３人 の英 語 科 の教 員 が、一 人 ２ ０分 かけて、添 削 や構

成 チ ェ ッ ク 等 の ア ド バ イ ス の 場 を 設 け た と こ ろ 、 85 人

（ 35 ％）の生 徒 が予 約 を取 り 、授 業 時 間 外 に添 削 を受 け

ま し た 。 ま た 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 原 稿 が 完 成 し て か ら は 、

外 国 人 講 師 による Presentat ion  Workshop や Webl io 英 会 話 では、フィリピンの講 師 の先

生 にプレゼンテーションの原 稿 を聞 いてもらい、質 疑 応 答 を行 いながら、当 日 の発 表 に向 けた

準 備 も進 めてきました。  

そ し て 、 ２ ク ラ ス ず つ で 行 っ た ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 本 番 で は グ ル ー プ ご と に 、 英 語 に よ る

Presentat ion 、 質 疑 応 答 （ Q&A ） 、 ル ー ブ リ ッ ク を も と に 友 達 同 士 で 評 価 を し あ い （ Peer  

Evaluat ion）、audience は英 語 で Comments を述 べました。さらに後 日 、日 本 語 のポスタ

ーセッションの時 と同 様 に、体 育 館 を貸 し切 って学 年 内 でポスターセッションを行 いました。学

年 ポスターセッションには、保 護 者 や SGH の関 係 者 も見 学 に来 られました。  

ポスターセッションでは、日 本 語 ・英 語 の両 方 において、大 学 受 験 の生 徒 や当 日 の体 調 不
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良 などの欠 席 を除 けば、200 名 以 上 の生 徒 全 員 が課 題 に取 り組 み、ポスターセッションをする

ことができました。多 くの生 徒 が、最 初 は受 け身 だったものの最 終 的 には意 欲 的 に取 り組 むこ

とができ たと述 べている と同 時 に、 その 過 程 で 大 学 や社 会 で必 要 と される様 々な 力 が身 につ

いたと振 り返 ってくれました 。今 後 は 、ポスター は情 報 科 、その他 細 か な指 導 は担 任 などと協

力 しながら、全 校 をあげての指 導 体 制 の構 築 を模 索 して参 ります。また、 2 年 間 の言 語 技 術

で身 についた基 礎 力 を生 かし、さらに充 実 の、そして生 徒 の成 長 につながる ファイナル・プロジ

ェクトを目 指 します。  

 

 

生 徒 が作 成 したポスター（日 本 語 /英 語 ）  
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【現 代 文 】  

高 校 ３年 生 の現 代 文 では、週 ３時 間 あるうちの１時 間 を１・２年 生 で受 けてきた言 語 技 術 の

授 業 を発 展 させた、文 章 表 現 の授 業 にあて、現 代 社 会 で選 択 したター ゲットに関 する小 論 文

を執 筆 するためのトレーニングを行 いました。  

現 代 社 会 での夏 休 み のリサーチを経 て、２学 期 に入 ってからそれぞれが決 めたテーマ に対

する自 分 の 主 張 が決 まるため、１学 期 から２学 期 前 半 までは、論 理 的 文 章 を執 筆 する ための

基 本 技 術 や、パラグラフライティングの“型 ”を学 習 しました 。そして、２学 期 後 半 から３学 期 に

かけてエッセイ（小 論 文 ）を執 筆 する、という計 画 で進 んできました。 ここでは、エッセイ執 筆 に

直 結 するパラグラフの“型 ”以 降 の学 習 について取 り上 げます。  

ま ず授 業 では、ＦＰのエッセイを執 筆 する際 に応 用 できる“型 ”とし て 、描 写 型 ・例 示 型 ・経

過 型 ・意 見 型 ・物 語 型 パラグラフ構 成 を 紹 介 しまし、 次 の段 階 では 、 例 示 型 ・経 過 型 ・意 見

型 の３種 類 のパラグラフを使 用 して実 際 に４００字 程 度 でＴＳ （トピックセンテンス）・ＳＳ（サポー

ティングセンテンス）・ＣＳ（コンクルーディングセンテンス）の揃 ったパラグラフを執 筆 し、相 互 添

削 しました。  

  

相 互 添 削 の際 には、各 課 題 毎 にルーブリックを示 し、これに基 づいてお互 いに添 削 しました。

この相 互 添 削 によって、書 いた文 章 の推 敲 ができるばかりではなく、友 達 の文 章 を添 削 するこ

とで、次 に自 分 自 身 が文 章 を書 く際 に、ルーブリックで示 されたポイントを意 識 して文 章 を書 く

ようになり、徐 々に文 章 レベルの底 上 げができました。１年 次 から何 回 も４００字 程 度 の文 章 を

執 筆 してき たため 、生 徒 たちは 文 章 を書 く こ とそのものに対 する抵 抗 感 が薄 れていま した 。 そ

の結 果 、初 めの頃 は、「最 低 何 文 字 書 かなきゃだめですか？」という質 問 が多 かったのものが、

今 では「４００字 超 えちゃだめですか？」という質 問 をするようになってきました。  
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続 い て 、 現 代 社 会 で 、 リ サ ー チ が 終 わ り 、 各

自 の 課 題 に 対 す る 主 張 が で き て き た と こ ろ で 、

そ の 主 張 を １ パ ラ グ ラ フ で 書 く こ と に 取 り 組 み ま

し た 。 こ こ で は 、 主 張 型 パ ラ グ ラ フ の 型 に 則 り 、

自 分 の主 張 を根 拠 を示 しながら論 理 的 に主 張

で きるよ うに しま した 。 このパ ラグ ラ フが 、 現 代 社

会 のポスターセッションや、英 語 での作 文 へと展

開 していきます。  

そ し て 、 現 代 社 会 でのポ ス タ ーセ ッ ショ ンを と

おして、自 らの主 張 をさらにブラッシュアップした

物 を 元 に 、 ２ 学 期 末 頃 か ら 最 終 の エ ッ セ イ （ 小

論 文 ） 執 筆 に 取 り 組 み ま し た 。 こ こ で は 、 こ れ ま

でトレーニングしてきたパラグラフをエッセイに拡

大 す る 方 法 を 学 び ま し た 。 ト ピ ッ ク セ ン テ ン ス が

エ ッ セ イ 全 体 の 序 論 と な り 、 サ ポ ー テ ィ ン グ セ ン

テ ン ス が ３ つ あ る と す ると そ れ ぞ れが 本 論 の １段

落 に、コンクルーディングセンテンスがエッセイ全

体 の結 論 となります。  

例 えば 、 序 論 では 、 誰 もがよく知 る 有 名 な 言

葉 を 引 用 し て 読 者 の 関 心 を 引 き 、 そ の 背 後 に

ある問 題 点 を 指 摘 、中 継 を経 て筆 者 の主 張 を

簡 潔 に述 べました。続 いて本 論 は、まず現 状 を

紹 介 し 、 続 い て 現 状 分 析 か ら 課 題 を 抽 出 す る

こ と で 主 張 の 根 拠 を 示 し 、 筆 者 の 考 え る 解 決

策 を、具 体 例 を挙 げながら説 明 しました。  

最 後 に 結 論 部 分 で は 、 序 論 で 述 べ た 主 張

の 表 現 を 変 え て 再 述 し、 中 継 を 経 て 問 題 の 広

がりを述 べて終 わる、という構 成 を取 りました。  

最 後 に 現 代 社 会 で の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン を と

おして、自 らの主 張 をさらにブラッシュアップした

物 を 元 に 、 ２ 学 期 末 頃 か ら 最 終 の エ ッ セ イ （ 小

論 文 ） 執 筆 に 取 り 組 み 、 デ ー タ 化 す る こ と で 現

代 文 におけるファイナル・プロジェクトは完 了 とな

りました。  
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◆生徒感想 （ファイナルプロジェクト全体 ）  

「自分が何 を伝 えたいのかを選択する力がついたと思います。トピックについてとても悩 んだのですが、

調べることや考えることは無限であるため、自分の中で限界を決めることも大切 だとアドバイスを受け

ました。自分の決める限界 を広げられるように頑張 りたいです」  

「わかりやすく人 に伝 える力 がついた。どうしたらわかりやすいかを一番 に考 えて、話 す順番や言葉

選び、話すスピードなどを練習のときからとても気 をつけました。」  

「調 べる能力や、複数の情報 をまとめる能力 を身 につけることができた。人 に対 してわかりやすく説

明することができるようになったと感 じる」  

「自分の意見 をどういう順番で、どう説明すればわかりやすいか考える力がつきました。ポスターとリン

クさせるために、ポスターの配置にも気 を配 りました」  

「自分 で調べたことを文章化すること、それをわかりやすくまとめて可視化する力がついたと思います。

またそれを人に伝えるという力 もつけられたのでよかったです」  
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Q) UNHCR「WILL2LIVE 映 画 祭 」学 校 パートナーズ上 映 会 （３年 生 ） 

  概  要  

２ 月 ２ ２日 に 行 われた第 ６ 回 の 最 終 企 画 では 、 創 価 学 園 池 田 講 堂 に て ド キュ メ ン タリー映

画 『 シ リ ア に 生 ま れ て 』 の 上 映 会 を 行 い ま し た 。 こ れ は 、 国 連 UNHCR 協 会 が 主 催 す る

「WILL2LIVE 映 画 祭 」の学 校 パートナーズ上 映 会 として高 校 3 年 生 を対 象 に行 われたもの

です。上 映 に先 立 ち、参 加 予 定 の生 徒 対 象 にシリア難 民 についての特 別 授 業 を実 施 いたし

ました。上 映 会 には生 徒 326 名 、一 般 の方 20 名 の計 346 名 の来 場 があり、上 映 後 には代

表 の生 徒 が、これまで SGH の取 り組 みを通 して学 んだことやこれから世 界 の平 和 のために私

たちに何 ができるのかをまとめ、発 表 しました。  

 

  生徒感想  

「難民が何万人 という数字上の情報は知 っていても、現実にどういう人 たちがどれだけ苦労 して

いるのかを知 らなかった自分がいることに気づかされた。」、「難民の人たちに対 して何 もできていない

自分が恥ずかしくなった。自分に何ができるのかを今日から考 えていきたい。」  
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3.  グローバル・リーダース・プログラム（GLP）  

A) 概 要 ・年 間 スケジュール 

  概 要  

グローバル・リーダース・プログラム（GLP）はその成 果 を、GCP はじめ全 校 のＳＧＨの取 り組

みに還 元 していく事 が最 大 の使 命 です。これまでに全 校 対 象 で 行 われている GCP 沖 縄 ・カリ

フォルニアのフィールドワークは、GLP フィールドワークがベースとなっています。またフィリピン

講 師 とのスカイプ英 会 話 は、現 在 全 校 生 徒 が取 り組 んでおり、英 語 の４技 能 の中 でも課 題 と

なっているリスニング•スピーキング力 の向 上 に貢 献 してきました。言 語 技 術 授 業 の英 語 と日 本

語 往 還 の実 験 も、当 初 は GLP で行 われました。  

本 年 度 より、２０名 で行 い、これまでの取 り組 みの恒 常 化 をめざして、３ 年 生 のみを対 象 とし

た学 校 設 定 科 目 （火 曜 日 ５，６限 ）と、２，３年 生 の合 同 実 施 によるこれまでとおなじ形 式 の授

業 をＣＡＬＬ教 室 で行 いました。また必 要 に応 じて合 宿 などの集 中 プログラムも 継 続 して実 施 し

ました。  

 

  昨 年 度 との相 違 点  

①選 抜 希 望 者 クラス への 取 り組 み人 数 を少 しでも多 くするために、本 年 度 より４名 ふやし、

２０名 で行 いました。  

②これまでの取 り組 みの恒 常 化 をめざして、これまで毎 週 火 曜 日 ・金 曜 日 のクラブ終 了 後 １

８時 から １９時 ３０分 過 ぎまでの 2 回 で行 っていたものを、３年 生 のみを対 象 とした学 校 設 定

科 目 （火 曜 日 ５，６限 ）と、２，３年 生 の合 同 実 施 による これまで とおなじ形 式 の授 業 をＣＡＬＬ

教 室 で行 います。また必 要 に応 じて合 宿 などの集 中 プログラムを実 施 します。  

③３年 生 の学 校 設 定 科 目 は、来 年 度 より始 まる 「総 合 的 な探 究 」への取 り組 みをふまえて

授 業 を構 成 しました。また、授 業 単 位 とすることで、教 科 としての評 価 方 法 開 発 にも本 格 的 に

取 り組 みました。  

④１年 間 を 通 じ て 、４ 人 ずつのグルー プを 固 定 し 、探 究 活 動 を 深 め て い きました 。昨 年 よ り

実 施 している 広 島 と長 崎 での核 をテーマとした フィールドワークでは、 出 前 授 業 実 施 に向 け、

被 爆 地 でどのような平 和 教 育 が 行 われているかを調 査 し、インタビューの技 法 なども 活 用 。こ

の調 査 内 容 をもとに、様 々な発 表 会 の原 稿 や最 終 論 文 のテーマを深 めていくことに寄 与 しま

した。  

⑤年 間 の研 究 テーマは継 続 して「核 廃 絶 問 題 」に 設 定 。昨 年 から行 われている年 間 学 習

の集 大 成 としての、姉 妹 校 である創 価 中 学 １年 生 （220 名 ）に対 して「核 廃 絶 問 題 に関 する

模 擬 授 業 」を本 年 度 も６０分 間 実 施 しました。。  

 

  プログラム内 容  

啓 林 館 の「課 題 研 究 メソッド スタートブック」を教 科 書 として、論 理 的 ・批 判 的 思 考 や情 報

収 集 ・分 析 力 など探 究 型 学 習 の基 礎 を育 てます。その 研 究 手 法 を活 用 し、広 島 と長 崎 で実

施 されるフィールドワークを行 います。また地 球 規 模 課 題 への理 解 と知 識 を深 めるために、国

連 大 学 訪 問 や、平 和 学 者 、外 交 官 、国 際 機 関 職 員 による懇 談 会 を行 なっていただいていま
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す。最 終 的 に中 学 生 に対 して、「核 廃 絶 問 題 に関 する出 前 授 業 」を６０分 間 実 施 しました。  

 

  年 間 のプログラムの流 れ  

まず核 兵 器 に関 しての基 礎 的 な知 識 を深 めるため、 政 治 学 、近 代 史 、国 際 関 係 論 、科 学

の視 点 から講 義 を行 いました。この 時 に使 用 するプレゼンの資 料 は、英 語 の 講 義 で使 われた

ものをそのまま活 用 し 、 今 後 英 語 で核 問 題 を 発 表 する 際 に 、用 語 な ど自 然 に 取 り 組 めるよ う

に工 夫 を行 いました。ここまで行 われている「核 関 連 」の授 業 は 火 曜 日 学 校 設 定 科 目 の中 で

実 施 され、その内 容 はオンライン会 議 アプリ「 zoom 」で録 画 し、参 加 出 来 ない２年 生 は、その

週 末 金 曜 日 の授 業 までに動 画 を見 た上 で、google  c lassroom 上 で課 題 を提 出 させました。

さらに、金 曜 日 の授 業 冒 頭 には、３年 生 を中 心 に講 義 内 容 の振 り返 りをするなど 、「学 び合 い」

を活 用 して、理 解 の深 化 を図 りました。  

５月 には「問 いの立 て方 」の導 入 を行 った後 、アンケート とサンプリングの技 術 を学 び、フィー

ルドワークにて実 施 ・活 用 しました。この結 果 は、学 園 祭 での SGH 報 告 発 表 や、関 東 甲 信 越

静 探 究 学 習 発 表 会 にて発 表 されました。６月 には、国 連 大 学 を訪 問 し、『人 間 の安 全 保 障 』

について学 び、ＳＤＧｓの観 点 から見 た核 廃 絶 の問 題 点 について考 察 するきっかけとなりました。

夏 休 み期 間 に、長 崎 ・広 島 にて平 和 教 育 に関 するフィールドワークを行 いました。９月 の学 園

祭 には、これまでの活 動 をポスタープレゼンテーション形 式 で発 表 。授 業 計 画 の基 本 を学 んだ

後 、 授 業 案 の 討 議 の 末 に、１ 月 に 出 前 授 業 を実 践 しました 。 こ こま での活 動 をと りまとめ 、 活

動 報 告 会 を英 語 で行 いました。また４月 にカリフォルニアで開 催 されるクリティカルイシューズフ

ォーラム（ＣＩＦ）に向 けて、核 不 拡 散 についての研 究 をとりまとめたミニプロジェクトを全 員 で作

成 しました。この内 容 は３年 生 が活 動 報 告 会 にて、英 語 で発 表 しました。  

 

GLP 年 間 スケジュール  

日 程  プログラム内 容  
探 究 ・ 発 表 等 の 手

法 など  

春 期 休 業  
集 中 講 義 ：アイスブレイク 、年 間 計 画 の確 認 、ワールドカ

フェ  
iPad 配 布 （貸 与 ）  

4 月  

Cr i t i ca l  i ssues  forum(CIF) 参 加  

(3 /27～4 /1、代 表 2 名 )  

カ リ フ ォ ル ニ ア ・ モ ン

トレー  

ミニポスターセッション  グループワーク  

連 続 講 座 「核 廃 絶 問 題 の基 礎 」  英 語 資 料 活 用  

言 語 技 術 「質 問 の仕 方 ・報 告 書 の書 き方 」  グループワーク  

5 月  

言 語 技 術 「インタビューのスキル」  グループワーク  

講 義 「教 育 学 とは」  

講 師 ：パデュー大 学  ヌニェス博 士  
 

授 業 「研 究 手 法 ：統 計 ・データ分 析 のスキル」  グループワーク  

6 月  
授 業 「核 兵 器 禁 止 条 約 」  質 問 作 り  

ディスカッション「リサーチクエスチョン作 成 」  グループワーク  
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授 業 「現 代 の核 兵 器 事 情 と人 間 の安 全 保 障 」   

国 連 大 学 (UNU)研 修  

講 演 「SDGs と人 間 の安 全 保 障 」  

講 師 ：UNU ｻｽﾃｲﾅﾋ ﾞﾘﾃｨ高 等 研 究 所  今 井 夏 子 氏  

 

7 月  
ディスカッション「 夏 季 フィールドワーク準 備 （アンケート項

目 ・インタビュー項 目 検 討 」  
グループワーク  

夏 季 休 業  フィールドワーク   広 島 (8 /6～8 /8 )   長 崎 (8 /21～23)   

9 月  

授 業 「ポスターの作 り方 」    

フィールドワーク  都 立 第 五 福 竜 丸 展 示 館  

外 部 フォーラム 「核 兵 器 なき明 日 への選 択 」参 加  
 

「世 界 学 生 サミット高 校 生 ポスター発 表 」参 加  プレゼンテーション  

ポスター発 表 「リサーチトピック研 究 結 果 」（一 般 公 開 ）  ポスターセッション  

10 月  
ミニポスタープレゼンテーション「最 新 技 術 と倫 理 」  3 年 生 のみ実 施  

論 文 テーマ作 成 ・ディスカッション  教 員 とﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ  

11 月  

作 業 「CIF ミニプロジェクト作 成 」  グループワーク  

講 義 「平 和 学 ・紛 争 解 決 学 」  

講 師 ：ケント大 学  マイアル博 士  
 

授 業 「模 擬 授 業 に向 けて：授 業 案 とは」   

中 間 報 告 会 「リサーチトピック研 究 結 果 」 (一 般 公 開 )  プレゼンテーション  

12 月  

「関 東 甲 信 越 静 地 区 探 究 学 習 発 表 会 」参 加 （優 秀 賞 ）  プレゼンテーション  

講 義 「核 廃 絶 問 題 」  

講 師 ：ミドルベリー大 学 院  トキマサコ氏  
 

冬 季 休 業  授 業 案 作 成   

1 月  

作 業 「CIF ミニプロジェクト作 成 」   

出 前 授 業 準 備  グループワーク  

高 校 教 員 へ模 擬 授 業   

創 価 中 学 校 での出 前 授 業 実 施   

2 月  

2019 年 度 CIF 準 備   

GLP 最 終 発 表 会  プレゼンテーション  

活 動 の振 り返 り・評 価  
自 己 評 価  

相 互 評 価  
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B) クリティカル・イシューズ・フォーラム（ＣＩＦ）  

  実 施  ３月 ２７日 （水 ）～４月 １日 （月 ） 

  参 加 者  代 表 生 徒 ２名 （３年 生 男 女 １名 ずつ） 

  場 所  アメリカ・カリフォルニア州 モントレーミドルベリー国 際 問 題 研 究 所  

  主 催  ミドルベリー国 際 問 題 研 究 所 ジェームズ・マーティン不 拡 散 研 究 センター

(MI IS )  

  内 容  日 米 露 の高 校 生 による核 軍 縮 に関 する提 案 の発 表 会 で、会 議 には、ロシアか

ら３校 、アメリカからハワイも含 め９校 、日 本 から５校 の代 表 生 徒 約 ２名 ずつが参 加 し、

核 兵 器 の不 拡 散 をテーマにプレゼンテーションやディスカッション を通 して意 見 を交 換

しました。２０１９年 の Student  Con fe rence のテーマは「核 リスクの低 減 :不 安 定 な国

際 情 勢 における危 機 の回 避 」でした。 

また、４月 の開 催 に向 け、2 年 生 の GLP のメンバーが核 問 題 についての包 括 的 な理 解 をま

とめ、オンラインプレゼンテーションアプリ prez i で min i-pro jec t を作 成 。事 前 に提 出 し、MI IS

の研 究 員 からフィードバックを受 けました。 

 

 

  行 程  

アメリカ有 数 の美 しい街 ・モントレーに到 着 。モントレー研 究 所 のトキ先 生 によるオリエンテー

ションの後 、簡 単 な市 内 散 策 をしました現 地 の観 光 スポットであるラバーズ・ポイントで、それぞ

れの滞 在 先 となるホストファミリーと初 対 面 。当 初 は緊 張 していましたが、子 どもたちや、ホスト

ファミリーの温 かい人 柄 に触 れて、皆 すぐに打 ち解 けていきました。  

MI I S 研 究 員 からのコメント： “ On  the  who le ,  y our  te am  d id  a  re a l l y  good  j o b  to  pu t  t he  
ba s i c  in f o r m at ion  o f  nuc le ar  weapo n s ,  n u c le ar  d i sa rm amen t  a nd  nonpro l i f e r at ion  
reg ime s  conc i se ly.  I  th in k  you  were  su p posed  to  tou ch  u pon  br ie f l y  the  c urren t  
cha l le nge s  in  nu c le a r  i ssue s  in  the  m in i  pro j e c t .  B ut  i t ' s  o k .   P le a se  t ry  to  br ie f l y  
s tudy  the  cu rren t  n uc le ar  ch a l len ges  such  a s  U S - Ru ss i a ' s  po ten t i a l  new  a rm s  
race ,  Nor th  Kore a ,  I ran  e tc  be f o re  you  m ove  to  the  f in a l  p ro j e c t .   I  l o o k  f o rwa rd  
to  yo ur  f in a l  p ro j e c t . ”  
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2 日 目 は米 露 の高 校 生 とともに、モントレー研 究 所 で、同 研 究 所 についての講 義 を受 けた

後 、 美 しいペ ブル ビー チ沿 いにある 、寮 生 の プラ イベ ート スクール ・ ステ ィーブ ンソ ン高 校 を 見

学 しました。午 後 は明 日 に向 けての練 習 をしっ かりと行 った後 、全 １７校 によるリハーサルが行

われました。リハーサル中 もみな、初 めて会 ったにも関 わらず、まるで旧 知 の仲 のように話 しかけ

ていました。  

3 日 目 はフォーラム初 日 となり、日 ・米 ・露 の各 校 がそれぞれの研 究 成 果 を発 表 しました。

本 校 代 表 生 徒 が 核 兵 器 を取 り巻 く 新 たな 動 きとこれからの 日 本 の 平 和 教 育 のあり方 につ い

て研 究 発 表 をしました。前 半 は兵 器 の近 代 化 に注 目 し、アメリカなどを中 心 にどういうことが今

後 起 こり得 るのかについて分 析 しました。後 半 は日 本 における平 和 教 育 の内 容 を、広 島 や長

崎 の原 爆 投 下 といった歴 史 的 なものだけでなく、現 在 私 たちを取 り巻 いている問 題 も含 んだも

のに変 えていくことを提 案 しました。これは私 たち GLP が、日 本 が唯 一 の被 曝 国 であるにも関

わらず核 兵 器 禁 止 条 約 に賛 成 できていない現 状 を不 思 議 に思 ったため研 究 し、 2018 年 12

月 に中 学 一 年 生 を対 象 に行 った出 前 授 業 をもとにしています。  

実 質 的 な最 終 日 となるフォーラム２日 目 （４日 目 ）は生 徒 による発 表 の後 、MIIS の大 学 院

生 による核 廃 絶 問 題 研 究 の大 学 院 レベルでの最 前 線 を学 ぶ機 会 となりました。 また、日 米 露

の高 校 生 によるディスカッションを行 いました。  

  生徒感想  

「この CIF に参加 して私は、異文化交流の楽 しさや大事 さを改めて学びました。現地やロシアの

高校生 と話すなかで、お互いの日常や習慣はかなり違 うと実感 しつつも、核兵器に関 しては全員

が本当に核の無い世界 を目指 し、真剣に学 んでいることを知 りました。また現地ではホームステイを

し、アメリカ式 の生活 を体験 できました。これらの経験 をもとに核問題や異文化についてこれからも

学び続けたいと思います。また一緒に核について学び、研究発表を支 えてくれた GLP のメンバー

や先生方に心から感謝申 し上げます。」   

「CIF を通 して、改めて、完全な核兵器廃絶が核の危機から脱する唯一の道であることを感 じ

ました。GLP4 期生で、各国の軍事政策白書や創立者の提言の分析を通 して学んだ、核抑止

論の構造的欠陥や矛盾 を指摘 した上で、実践的な平和教育のモデルを発表できたことは、大 き

な成果でした。共に CIF に向けて準備 した GLP メンバー、そして先生方には本当に感謝 していま

す。また、日 ・米 ・露 の高校生 と、各国の歴史 ・政治的背景や価値観の差異 を超 えて、核 をとり

まく現状の認識を共有 し、多角的なアイデアのセッションが行 うことができ、大 きく触発 を受けました。  

今後の自分の学びや進路に役立てることはもちろん、学園にも最大限還元 していきます。」  

 

Cr i t i ca l  I ssues  Forum の２０１９年 生 徒 発 表 の様 子  参 考 サイト  

ht tp : / /s i tes .m i i s .edu /c r i t i ca l i ssues fo rum/2019 -s tuden t -p resen ta t i ons /  
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Ｃ） フィールドワーク 広 島  

  期  間 ：  ８月 ６日 ～８日 の３日 間  

  参 加 者 ： 高 校 ２年 生 ７名  高 校 ３年 生 ５名  計 １２名  

  事 前 学 習 ・準 備  

・広 島 女 学 院 高 校 主 催 のピース・フォーラムの事 前 課 題 として、地 球 規 模 課 題 の 中

から核 兵 器 廃 絶 をテーマとして選 び、高 校 生 ができるアクションプランを考 えました。 

・現 地 で行 うインタビューに備 え、質 問 項 目 を作 成 しました。  

 

＜１日 目 ＞  

原 爆 投 下 より７４年 目 となる６日 に広 島 入 りし、まず

平 和 記 念 公 園 を訪 れました。広 島 を訪 れている高 校

生 や 外 国 人 に イン タビュ ーし 、 核 兵 器 や核 廃 絶 に 対

す る 意 識 の 違 い を 調 査 し ま し た 。 夕 方 頃 か ら 関 西 校

と合 流 し、翌 日 の広 島 女 学 院 主 催 のピース・フォーラ

ム に 向 け て 東 西 両 校 で グ ル ー プ に 分 か れ て 発 表 し 、

意 見 交 換 を 行 い ま し た 。 夕 方 か ら は 平 和 記 念 資 料

館 を訪 れ、全 てを奪 う核 兵 器 の非 人 道 性 と戦 争 の残

酷 さ 、 平 和 の 尊 さ を 一 人 一 人 が 改 め て 胸 に刻 み ま し

た。  

 

  生徒感想  

「広 島平和記念資料館では、今 の私 たちと変わらない日常 を送 られてきた当時の方が、なぜ

原爆の被害で言葉にできないような辛 い思いをしなければならなかったのを考 えると、原爆が憎 く、

怒 りがこみ上げてきました。」  

「今回資料館 を通 して見 たもの、感 じたことを忘 れることなく、周囲の人 にも伝 えていきたいです。

核 の脅威 について改 めて深 く学 ぶことができたので、これから  GLP で核廃絶に向 けてさらに深 く

学び、行動 していきます。」  

 

＜２日 目 ＞  

２日 目 は、広 島 女 学 院 主 催 のピース・フォーラムに

参 加 し ま し た 。 日 本 各 地 と ハ ワ イ か ら 集 っ た 高 校 生

が 、 貧 困 や 人 権 、 核 問 題 な ど 、 自 分 た ち が 選 ん だ 地

球 規 模 課 題 に つい て、 高 校 生 ができ るアクシ ョン プ ラ

ン を 発 表 し 合 いま し た。 発 表 後 は 、 質 疑 応 答 や 観 覧

者 からのフィードバックを参 考 に、各 グループ がプラン

を さ ら に 改 善 し 、 最 後 の 全 体 会 で 堂 々 と 発 表 し ま し

た 。 発 表 の 合 間 に は 、 高 校 生 同 士 が 積 極 的 に 交 流

し、友 情 を広 げる様 子 が見 られました。フォーラムの後

には、充 実 した平 和 教 育 プログラムをもつ広 島 女 学 院 の生 徒 にインタビューし、東 京 との温 度
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差 や違 いを改 めて感 じ、刺 激 を受 けるとともに、自 分 たちの研 究 の意 味 の大 きさを再 確 認 しま

した。終 了 後 には平 和 記 念 公 園 を再 度 訪 れ、爆 心 地 や原 爆 ドーム、記 念 碑 などを見 学 し 、

核 兵 器 のない世 界 を願 い、平 和 への誓 いを新 たにしました。  

 

  生徒感想  

「自分 と歳が変わらない他校の高校生 とピース・フォーラムという場 で交流 させていただく中 で、

皆 がそれぞれの場所 で、平和 について懸命 に知恵 を絞 り出 して考 え、議 論 を重ねているのだなと

感 じました。自分 ももっと努力 して、日本中 、世界中の高校生みんなで世界平和に尽力 していき

たいです。」  

「通 っている学校や地域によって平和教育の格差があるというのが今日のとても大 きな発見でし

た。今 、自分たちにできることは小 さいけれど、決めたアクションプランをやりきることや、自分の友達

に少 しでも核 についての意識 を広 めることなど、小 さな取 り組 みから始 めていきたいと強 く思 いまし

た。」  

 

＜３日 目 ＞  

最 終 日 の ３ 日 目 は 、 広 島 大 学 植 木 名 誉 教 授 の 講

義 を拝 聴 しました。植 木 教 授 自 身 の幼 少 の被 爆 体 験

や、その影 響 が半 生 続 いたことを聞 き、 原 爆 が 人 に与

え る 影 響 の 大 き さ を 改 め て う か が い 知 る 機 会 と な り ま し

た。最 後 には、生 徒 の質 問 にも丁 寧 に答 えていただき

ました。  

 

  生徒感想  

「今 まで  GLP で学び、考 え、深めてきましたが、それだけでは得 られなかったことを３日間でたくさ

ん学 びました。原爆に関わった方の一言一言が心に刻 まれています。悲惨な過去 を学ぶことは辛

いですが、だからこそ未来に向けて行動すべきだと感 じました。」  

「植木名誉教授は『日本はリーダーシップが欠けている』と話 しており、まさに私たちの課題である

と感 じました。この３日間で学んだことを最大限に活用 し、更に学びを深め、世界平和へ導 くリーダ

ーに成長 したいと思います。」  

 

Ｄ） フィールドワーク 長 崎  

  期  間 ： ８月 ２１日 ～２３日 の３日 間  

  参 加 者 ： 高 校 2 年 生 4 名  高 校 3 年 生 4 名  計 8 名  

  主 な訪 問 場 所 ： 活 水 高 校 、長 崎 文 化 歴 史 博 物 館 、長 崎 原 爆 資 料 館 、平 和 公 園 、

城 山 小 学 校 、長 崎 大 学 核 兵 器 廃 絶 研 究 センターRECNA 

 

  事 前 学 習 ・準 備  

・２チームに分 かれて「長 崎 」と「高 校 生 」をキーワードとした研 究 テーマを決 めました。  

・現 地 で行 うインタビューに備 え、質 問 項 目 を作 成 しました。  



 

69 

 

 

  行 程  

１日 目  

初 日 は活 水 高 校 を訪 問 し、国 内 唯 一 の平 和 学 習 部 との

交 流 会 を行 いました。 GLP からは、これまでの活 動 や現 在

の 研 究 テ ーマに つい て報 告 しま し た 。その 後 、平 和 学 習 部

か ら 、 高 校 生 一 万 人 署 名 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 戦 争

体 験 のアーカイブ作 成 、平 和 大 使 としての海 外 での交 流 の

よ う す な ど を 聞 き 、 大 き な 刺 激 を う け ま し た 。 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

では、 各 校 の平 和 学 習 の取 り 組 みを 共 有 し 、「 核 廃 絶 のた

めに私 たち高 校 生 に何 ができるのか」など、建 設 的 な議 論 が行 われました。  

その後 は、長 崎 文 化 歴 史 博 物 館 を訪 問 。長 崎 を拠 点 にポルトガル、オランダ、中 国 などと

の交 流 が進 み、全 国 に多 様 な文 化 が広 まっていった歴 史 を学 び、多 文 化 共 生 社 会 の在 り方

を考 えました。  

 

  1 日目生徒感想  

「交 流 会 では平和大使 を経験 した方 と話 す事 が出来 、自分 と同 い年 の人が核兵器廃絶 を

目標に行動を起 こしているということに感動 しました。これからは GLP の活動にもっと積極的になり、

自分に出来る事 を全力でやっていきます。」  

「今日は新 しい出会いがあったり、博物館 を見学できたりと充実 した 1 日でした。特に印象に残

ったのは活水高校の皆 さんとの交流 です。平和 について学ぶだけではなく、様々なアプローチを行

っていることを知 り驚 きました。」  

 

２日 目  

前 半 は、被 爆 の実 相 を学 ぶことをテーマに、長 崎 原

爆 資 料 館 、 被 爆 を 訪 問 し 、 大 久 保 館 長 に 長 崎 市 の

平 和 活 動 について包 括 的 にお話 いただきました。その

後 、 貴 重 な 写 真 や 展 示 物 を 見 学 し 、 長 崎 に投 下 さ れ

た 原 爆 の 被 害 を 目 の 当 た り に し ま し た 。 午 後 に は 、 長

崎 最 大 の 被 爆 遺 構 で あ る 城 山 小 学 校 を 訪 問 。 焼 け

跡 が 生 々 しく 残 る 校 舎 を 見 学 し 、 セ メン ト をも貫 く 原 爆

の威 力 に生 徒 たちも驚 きを隠 せませんでした。  

その後 、長 崎 駅 前 で、核 兵 器 に関 する意 識 調 査 ア

ンケートを実 施 。最 終 的 に１時 間 程 度 で 50 名 以 上 の方 にお話 を聞 くことができました。  

最 後 は長 崎 平 和 会 館 で、原 爆 投 下 時 、２歳 で被 爆 した中 村 由 一 さんから被 爆 体 験 をうか

がいました。被 爆 当 時 のことと共 に、その後 の生 活 で起 きた辛 い差 別 を語 ってくださりました。

「この話 を聞 いたあなたたちに任 せましたよ」との真 摯 な言 葉 に、生 徒 の目 から涙 があふれまし

た。今 日 は、様 々な角 度 から被 爆 の実 相 を学 び、核 廃 絶 への決 意 を深 める一 日 となりました。  
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  ２ 日目生徒感想  

「中村 さんの被爆体験 を聞いて、原爆の恐 ろしさだけでなく、それが奪 う日常の尊 さ、身近な人

を失 う悲 しみを感 じ、自分 たちこそが核廃絶に貢献すべき大切 な世代なのだと実感 しました。学ん

だことを、次世代に伝えていきます。」  

「原 爆資料館 ・大久保館長の“長崎 を最後の被爆地に”“恐 怖 を植 え付 けることだけが核廃

絶教育ではない”というお話が心に残 りました。資料館内の被爆 した当時の写真が胸に突 き刺 さ

り、実物に触れていくことは大切だと学びました。」  

 

３日 目  

長 崎 大 学 RECNA にて、山 口 先 生 に「長 崎 の平 和

教 育 の実 践 と課 題 」について ご講 演 いただきました。長

崎 市 民 の中 にも核 問 題 に対 し無 関 心 な層 が一 定 数 い

る現 状 を 踏 まえ 、そ う い った層 を ターゲッ トに 、 ご自 身 が

実 践 さ れ て い る 平 和 教 育 に つ い て お 話 し く だ さ い ま し

た 。 生 徒 た ち か ら は 、 「 長 崎 市 内 で の 平 和 教 育 は 、 終

戦 以 降 ど の よ う に 変 わ っ て き た の か 」 「 核 問 題 に 対 し て

無 関 心 な人 たちとも、 核 廃 絶 というゴールを 共 有 するた

め に 私 た ち にで き る こ とは 何 か 」 な ど 、 活 発 な 質 疑 応 答

がなされました。  

 

  ３ 日目生徒感想  

「核兵器の専門的な知識をお持 ちの方 とお話 しでき、嬉 しかったです。山口先生に、核兵器に

対する米国のスタンスについて質問することができ、ずっと抱 いていた疑問が解消 されました。３日

間 を通 して感 じたことは、『一 人 』を見 ることの重要性です。今 まで私 は、『被 爆者 』を一括 りにして

みていましたが、一人一人に違 った体験があることを学び、価値観を大 きく変 えることができました。 」  

 

Ｅ） ゲスト講 義 および都 内 フィールドワーク 

  講 義  米 国 ・パデュー大 学  イザベル・ヌニェス博 士 （2019 年 5 月 30 日 ） 

  概 要  

全 編 英 語 で、ご自 身 の半 生 を通 し、教 師 として大 事 にしている

信 念 や、 教 育 の 重 要 性 について講 義 し てく ださいました。 また生

徒 全 員 が英 語 で発 言 する場 面 もあり、生 徒 にとって大 きな刺 激 と

なりました。  

 

  生徒感想  

「講 義 の内容については、自分が教育の道に進 むこともあり、一人の教育者の貴重な意見 を

学ぶことができました。教師 という夢 を叶 えるために、今の自分ができることは勉強 しかないと思 って

いましたが、全 ての瞬間が教育であるという言葉 をきいて、今 この瞬間に学 んでいること、体験 して

いること全 てが、将来自分が教育者になるための糧になるのだと思いました。」  
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フィールドワーク 国 連 大 学 (UNU)訪 問 （2019 年 6 月 25 日 ）  

  概 要  

UNU サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 高 等 研 究 所 (UNU-IAS) の 今 井 夏 子 研 究

員 に よ る 講 義 で は 、 国 際 社 会 が 目 指 す 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標

(SDGs)」や「人 間 の安 全 保 障 」と、UNU-IAS の業 務 などへの理 解 を

深 めました。また、同 大 学 内 の会 議 場 やライブラリーも 見 学 しました。さ

ら に 、 地 球 環 境 パ ー トナ ー シ ッ プ プ ラザ （ GEOC ） の 方 に も お 話 し いた

だき、SDGs の１７番 目 のターゲットである「パートナーシップ」がいかに

重 要 であるかを学 びました。  

  生徒感想  

「国連大学 を訪問 して、会議場の見学などの多 くの貴重な体験をしたりすることができました。特

に、総会の内容がまとめられた文献 を見たときには、その数の多 さに圧倒 されました。今日学んだ、

１つの問題 を多角的に捉えるという視点 を今後の学びに生かしていきたいです。」  

 

フィールドワーク 都 立 第 五 福 竜 丸 展 示 館 訪 問 （2019 年 9 月 16 日 ）  

  概 要  

核 実 験 と日 本 の関 わりを学 ぶため、希 望 生 徒 で 「都 立 第 五

福 竜 丸 展 示 館 」を見 学 しました。 20 分 の学 芸 員 の方 による講

義 のあと、館 内 展 示 を見 学 した生 徒 たちは、広 島 ・長 崎 に続 く

日 本 における被 爆 の事 実 を目 に焼 き付 けていました。  

  生徒感想  

「第 五 福竜丸展示館 を見学 して、広 島原爆 ドームよりも間 近

に、直接触れることもでき、原水爆の凄 まじさ、被爆者の思いに触れることができた。第五福竜丸

の被曝が、人々の生活に影響 を及 ぼし、市民活動につながっていったと知 り、核問題 と私 たちの

生活は決 して別世界の話ではないとわかった。」  

 

 

フォーラム 「核 なき明 日 （ミライ）の選 択 ～これからの核 廃 絶 運 動 ～」（2019 年 9 月 26 日 ）  

  概 要  

9 月 26 日 の「核 兵 器 の全 面 廃 絶 のための国 際 デー」を

記 念 して行 われたフォーラムに参 加 しました。 ICAN（核 兵 器

廃 絶 国 際 キャンペーン）の川 崎 哲 国 際 運 営 委 員 、 RECNA

（ 長 崎 大 学 核 廃 絶 研 究 セ ン タ ー ） の 中 村 桂 子 准 教 授 、 日

本 原 水 爆 被 害 者 団 体 協 議 会 の和 田 征 子 事 務 局 次 長 、オ

ール・ニッポン・レノベーションの富 樫 泰 良 氏 、ナガサキ・ユー

ス代 表 団 の孫 明 悦 氏 がパネラーとして参 加 し、NPO 法 人 フ

ローレンスの駒 崎 弘 樹 氏 のモデレーションで進 行 しました。こ

れまでの被 爆 の事 実 を若 い世 代 がどのように受 け継 ぎ、行 動 を起 こしていくかについて、核 の

専 門 家 だけではなく、様 々な分 野 のスペシャリストからのアプローチも加 えて、具 体 的 な議 論 が

行 われました。  
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  生徒感想  

「若者 と、様々なことが混 ざり合 うことで、核 問題に対 して新 しいアプローチができるということがわ

かりました」「自分が若いからこそ、『できない』ではなく、今 の時代にないことを成 し遂げようと意欲的

に取 り組んでいくべきだと感 じました」  

 

講 義  英 国 ・ケント大 学  ヒュー・マイアル博 士 （2019 年 11 月 19 日 ）  

  概 要  

英 国 ・ケント大 学 で国 際 関 係 学 部 名 誉 教 授 および紛 争 研

究 協 会 の 議 長 を 務 め る ヒ ュ ー ・ マ イ ア ル 博 士 か ら 、 「 戦 争 を 超

え て ～ 平 和 学 は ど の よ う に 平 和 を 醸 成 す る の か ～ 」 と 題 し て 、

平 和 学 の起 こりや紛 争 解 決 学 について、わかりやすく、ていね

い に 説 明 し て い た だ い た ほ か 、 私 た ち が 普 段 考 え る 平 和 を 学

術 的 に分 析 し、その実 現 のために出 来 ることなど様 々なお話 を

してくださいました。  

  生徒感想  

「平 和学 という学問 の紹介 を通 して『平和 とはどのような状態 を指 すのか』といった創造的かつ

抽象的な問題の解決は簡単では無いことを改めて感 じました。しかし解決のために、まず『思考力 』

を鍛 えようと思いました。」  

 

懇 談 会  米 国 ・ミドルベリー大 学 院  トキ・マサコ氏 （2019 年 12 月 18 日 ）  

  概 要  

ミドル ベリー 大 学 院 ジ ェームス マーチン センタ ーのトキ・ マサ

コ氏 が来 校 し、GLP の生 徒 と懇 談 会 が行 われました。トキさん

は、現 在 の核 問 題 に関 する認 識 が少 ないことへの危 機 感 と核

廃 絶 教 育 の 必 要 性 に つ い て お 話 し さ れ た 後 、 生 徒 た ち の 質

問 に答 える形 式 で懇 談 を進 められました。核 兵 器 に代 わる抑

止 力 としての、ＡＩと核 兵 器 の組 み合 わせの可 能 性 や、長 﨑・

広 島 でのフィールドワークを通 して感 じた、戦 後 ７０年 を超 えての核 廃 絶 教 育 のあり方 につい

ての意 見 を伺 うことが出 来 ました。  

  生徒感想  

「若 い世代の私たちが核について考 えること、知 っていくことが大切なのだということを改 めて感 じ

ました。懇談会の中でトキさんは、諦 めない心で目標に向かって走 り続けることが大切 とおっしゃって

いました。私 も核廃絶に向けて知識 をつけ、考 え続けていこうと改めて感 じました。」  
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プレゼンスキル 学 園 祭 ポスターセッション（2019 年 9 月 28 日 ・29 日 ）  

  概 要  

学 園 祭 において、これまでの探 究 活 動 の 成 果 をまとめたポス

ターセッションを実 施 し ました。今 回 は 、 「核 と 高 校 生 」 をテーマ

にグループ毎 に問 いを設 定 し、広 島 、長 崎 でのフィールドワーク

や調 査 を通 してわかったことをポスター形 式 でまとめました。１日

目 は学 園 生 を対 象 に、２日 目 は一 般 の来 場 者 に発 表 を行 い ま

した。声 の大 きさや速 さなどの話 し方 、身 振 り、目 線 などの発 表

態 度 を意 識 しながら、学 園 生 だけでなく一 般 の方 々に向 けてポ

スターセッションをすることができました。  

 

プ レ ゼ ン ス キ ル  「 食 と 農 と 環 境 を 考 え る 」 世 界 学 生 サ ミ ッ ト 高 校 生 ポ ス タ ー 発 表 参 加

（2019 年 9 月 21 日 ）  

  概 要  

9 月 21 日 (土 )に東 京 農 大 世 田 谷 キャンパスで行 われた

第 19 回 「食 と農 と環 境 を考 える」世 界 学 生 サミットにて、足

立 結 さん（２年 生 ）が「 Impact  o f  Advanced  Wastewater  

Treatment  on  Ris ing  o f  Water  Temperature  and  

Ecosystem in  Tamagawa Aqueduct 」と題 して、玉 川 上

水 に お け る 高 度 浄 水 処 理 施 設 と 水 温 上 昇 の 影 響 に つ い

て、ポスターセッションを行 いました。発 表 は 全 て英 語 で行 わ

れました。今 回 の発 表 は、これまで生 物 部 や理 系 クラス希 望

者 がとりまとめてきた調 査 内 容 を、足 立 さんらが英 語 にしたものです。  

この世 界 学 生 サミットは世 界 各 国 の大 学 生 による国 際 会 議 で、その最 終 日 に、今 回 初 め

て高 校 生 ポスター発 表 を行 うにあたり、創 価 高 校 が招 待 されたものです。アメリカからの参 加

者 の方 からも「よく調 べてある発 表 ですね。なにより堂 々としていて素 晴 らしい 。」との声 を頂 き

ました。  

 

プレゼンスキル 関 東 甲 信 越 静 地 区 探 究 学 習 発 表 会 参 加 ・入 賞 （2019 年 12 月 15 日 ）  

  概 要  

立 教 大 学 で開 催 された関 東 甲 信 越 静 地 区 探 究 学 習 発 表 会 において、 GLP メンバーのう

ち、3 組 がポスター発 表 、1 組 がオーラルプレゼンテーションを行 いました。今 回 の発 表 会 には、

ＳＧＨ校 ・ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）校 中 心 に 20 校 、計 70 組 が参 加 しました。ＧＬＰ

生 はこれまで、「核 と高 校 生 」をテーマにグループ毎 に問 いを設 定 し、夏 休 みに広 島 、長 崎 で

フィールドワークを実 施 しました。今 回 の発 表 会 では、その研 究 結 果 を英 語 にまとめて発 表 し

ました。  

この中 で 3 年 松 永 隆 之 介 くん、河 合 美 寿 々さん、山 口 詩 織 さん、 2 年 熊 谷 琉 夏 さんのチ

ームが「長 崎 とその他 の地 域 で核 教 育 に違 いがあるか」とのテーマで行 ったポスター発 表 が、

英 語 発 表 21 組 中 、上 位 4 組 となる優 秀 賞 に選 ばれました。  

参 加 した生 徒 たちから は「沢 山 の大 学 教 授 の先 生 方 がお見 えになり、質 問 を頂 けて大 変
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貴 重 な経 験 となりました。先 生 方 の質 問 は、どれも的 確 で今 後 の指 針 となったと思 います。ま

た他 校 の高 校 生 が自 分 たちの発 表 を見 学 しに来 たことは、教 授 の先 生 方 に対 するものとはま

た別 の緊 張 感 がありました。」「今 日 のプレゼンテーションを通 し、反 省 点 もたくさんありました。

しかし、これは今 日 の経 験 がなければ知 られなかったものだと思 います。今 、このことに気 づけ

たことは、幸 せなことだと実 感 しました。今 日 の貴 重 な経 験 を本 当 に価 値 のあるものにできるよ

う努 力 し続 け、長 い目 で見 たときに自 分 が誰 よりも成 長 した姿 で恩 返 しをしたいと改 めて決 意

しました」などの感 想 がよせられました。  
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Ｆ) 出 前 授 業  

  要 旨  

年 間 学 習 の集 大 成 として、「核 廃 絶 問 題 に関 する出 前 授 業 」を、中 学 1 年 生 対 象 に６０

分 間 実 施 しました。これまで学 んできた核 兵 器 廃 絶 問 題 の内 容 から最 も大 切 な要 素 を選 び、

探 究 の 内 容 を ふ ま え て 、 核 廃 絶 問 題 の 普 及 活 動 と す る 事 が そ の 第 一 義 で あ り ま す 。 ま た 、

GLP 生 にとっても、主 体 的 ・対 話 的 な学 びの手 法 の中 で最 も学 習 効 果 が高 い「人 に教 える」

ことを、異 学 年 の生 徒 たちに行 うことによって、授 業 者 自 身 の理 解 をさらに深 める機 会 となりま

す。  

 

  実 施 日 ：2020 年 1 月 29 日 （水 ）  

  対 象 ：創 価 中 学 １年 生 （220 名 ）  

  会 場 ：創 価 中 学 校  １年 生 教 室 （１～５組 ）各 クラスに 3 または 4 人 の GLP メンバー

が訪 問 。5 クラスに展 開 し、指 導 案 は同 じものを実 施 。  

  実 施 までの流 れ  

FW 調 査 「平 和 教 育 がどのように実 施 されているか」（広 島 ・長 崎 ）  夏 季 休 業  

教 育 学 「授 業 展 開 のメソッドと授 業 案 作 成 」  落 合 謙 一 郎 教 諭  11 月 15 日  

授 業 項 目 企 画 グループ対 抗  プレゼンテーションコンペ  1 月 17 日  

中 学 校 1 年 生 アンケート  1 月 11 日  

授 業 案 模 擬 授 業 （高 校 SGH 委 員 教 員 ・管 理 職 ）  フィードバック  1 月 26 日  

授 業 案 修 正   

出 前 授 業 実 施  1 月 29 日  

振 り返 り  2 月 4 日  

内 容 まとめ・英 語 化  2 月 18 日  

 

 

中 学 １年 生 事 前 アンケート（抜 粋 ）  
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今 年 度 は、２，３年 生 全 員 が揃 う授 業 数 が金 曜 日 のみと半 減 してしまったため、昨 年 度

使 用 した教 案 をもとに討 議 をすすめさせることにしました。  

 

  教員アドバイス  

「少 しでも身近 に感 じてもらう分 かりやすい例 えを意識 して」「授 業 とは何 を伝 えたいのか自分の

言葉にすること」「クイズなどの活動に移 る前 、にきちんと明示 してあげる配慮が必要 」  

 

  中学校生徒感想  

「こんなに細かいところまで核兵器に就いて学んだ事がなく、知 らないことだらけだったけど、先輩

達の話 しを聞 いて、核兵器 はどんなに危 ない物かがわかりました。でもその核兵器 を持 っていること

で、戦争 を防 いでいるということを聞 くと、本当は持 っていた方がいいのかな？でも持 っていること自

体が危ないんじゃないかなとおもったりもして、今 の日本にとって何が一番良いのかわからなくなりまし

た。これからももっと自分で学んで考えてみようと思いました。」  

「時 代の流れによって戦争 というものを経験 した人が少 なくなるけれども、二度 と同 じ事 を くり返 さ

ないためにも負の遺産 として様々な人に知 ってもらうことは大切だとおもいました。」  

 

  高校生徒感想  

「意 表 をつく意見がちらほら聞 こえてきて、中学生の感性の鋭 さや理解の早 さに圧倒 されました。

中学生の感想にも核 について感 じたことを素直に書かれていて、自分たちの授業で学んだことから

さらに一歩深めてくれたんだと感動 しました。」  

「授業 とそれまでの準備 を通 して自分自身の学びが本当に深 まりました。また彼 らから中学生な

らではの新鮮な意見を聞けて、とても勉強になりました。感想 を読んでも核兵器について、皆 、真剣

に考えてくれて、自分の意見や様々な葛藤など率直な感想を書いてくれて、とても嬉 しく感 じました。」  

「私 は今回の出前授業 を通 して、自分が学んだことを人 に伝 えることの難 しさを感 じました。私 は

授業案を考える上で、教 える立場 、授業 を受ける立場 、両方の視点から授業 を考えることを重視

していました。高校生が勉強 しても難 しいと感 じる核兵器の内容を中学一年生にどこまでの範囲 を

どのくらい砕いた言葉で伝 えるのかということについてが、私にとっての課題でした。授業の時間は、

中学生にあまり寄 り添 うことができなかったことが反省です。もっと自分が話す以外の時間に、生徒

の側に立 って授業 を作 っていくことができたら、と思いました。私の夢は中高の教員になることなので、

このような機会 を経験 できたことすごくありがたく思 います。この反省 を無駄 にせず、すべてを糧 に将

来に生かしていきます。」  
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Ｇ） 評 価 と分 析   

Ｇ Ｌ Ｐ の 活 動 の 評 価 方 法 と し て 、 プ ロ グ ラ ム 終 了 後 に 、 本 校 の 考 え る グ ロ ー バ ル 人 材 の 資

質 ・能 力 の個 別 能 力 の成 長 を自 己 評 価 および他 人 に評 価 させる取 り組 みも３年 目 となった。

本 校 のＳ ＧＨ構 想 調 書 において 定 義 された 「 グローバ ル人 材 」の 要 件 をも とに、 以 下 のよ う な

資 質 と能 力 を具 体 的 に取 り上 げ、これをＧＬＰの生 徒 に自 己 評 価 させた（表 １）。 これは、過 去

２年 のものから、それぞれの項 目 ・分 野 を見 直 して、変 更 を行 った。  

 

表 1 .  獲 得 させたいグローバル人 材 の資 質 ・能 力 一 覧  

 

この自 己 評 価 に基 づく自 己 評 価 ・他 己 評 価 については、以 下 の手 順 で 行 った。  

【事 前 調 査 】３月 オリエンテーション：  

１年 間 の活 動 を通 じて自 分 が伸 ばしたいと考 えている能 力 に〇をつける 作 業 を行 った。この

条 件 だけだと、過 去 、すべてに○をつけてしまうことがあったため、今 回 は○をつけていいのは５

個 までとの規 制 をかけた。結 果 、生 徒 が望 むつけたい資 質 ・能 力 の優 先 度 が 差 別 化 され、明

確 化 した。  

【事 後 調 査 】２月 終 了 時 点 ：  

①  自 己 評 価 ：自 分 がこの１年 間 で向 上 したと考 えられる能 力 に◎ を、まあまあ伸 びたもの

に〇を、あまり伸 びなかったものに△をつける作 業 を行 った。どちらでもないものはそのまま 無 記

入 と する 。 但 し 、 記 入 した 場 合 は 、その 根 拠 とな る 具 体 的 な例 を 記 入 さ せた （ Ｇ Ｌ Ｐの 活 動 に

関 わらなくてもよい）。  

② 他 己 評 価 ：自 己 評 価 終 了 後 、4 人 ずつのグループに分 け、他 のメンバーから見 た評 価

を一 人 7 分 ずつ述 べさせた。述 べてもらった内 容 については、別 の色 のペンで記 入 させた。  

 

以 下 、調 査 結 果 を報 告 する。  

３月 の事 前 調 査 「身 につけたい資 質 ・能 力 」の結 果 を図 1 に示 す。１年 間 の活 動 を通 して

身 につけたい力 として、GLP 生 徒 は「遂 行 力 」「質 問 力 」「新 たな視 座 」「論 理 的 思 考 」に高 い

関 心 を示 していた。「 遂 行 力 」「論 理 的 思 考 力 」の関 心 が 高 いのは、昨 年 と同 様 の 結 果 であ

 

項 目  分 野   項 目  分 野  

世

界

市

民

の
能

力 

問 題 解 決  

能 力  

ロジカル フレ ームワー ク  

世

界

市

民

の
資

質 

多 面 的 ・ 多 角

的 な  

視 点 と 寛 容 の

精 神  

多 様 性 ・異 文 化 の 理 解  

論 理 的 思 考 力  新 たな 視 座 （ 発 想 力 ）  

協 働 的  

能 力  

プロジェ クトマネ ジメント  フィー ルドワー ク  

ファ シリテー ション  
新 たな 視 座  

フォロワー シッ プ  

遂 行 力  

教 養 と 理 解  

専 門 性  

対 話 力 ・

コミ ュニ ケー

ション能 力  

英 語 コ ミュ ニケー ション

能 力  

マインドマッ プ ・ 思 考 設 計 の

プロセス  

プレゼンテー ション 能 力  

（伝 達 力 ）  

創 造 的 課 題 解 決 策 の  

考 察 と 実 践  

質 問 力  
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る。一 方 、「教 養 と理 解 」にあたる 「マインドマップ」、「創 造 的 課 題 解 決 策 の考 察 と実 践 」に ○

をつけた生 徒 は少 なかった。この項 目 への関 心 が低 いのは、本 年 度 のＧＬＰ生 の特 徴 である。  

 

次 に、事 後 調 査 の結 果 を図 2 に示 す。例 年 向 上 している「ロジカルフレームワーク」「分 析

力 」「プレゼンテーション力 」「新 たな視 座 」「専 門 性 」などといった多 くの資 質 ・能 力 について、

「向 上 した」との結 果 が得 られた。今 年 度 から 20 人 全 員 で行 う授 業 が金 曜 日 のみとなった関

係 で、授 業 コンテンツの精 査 を行 ったが、結 果 的 には、例 年 と同 様 の 効 果 が得 られていること

が確 認 できた。また、「ロジカルフレームワーク」が向 上 したと感 じている生 徒 が約 7 割 、「新 た

な視 座 」が向 上 したと感 じている生 徒 が約 8 割 と多 かった。これらは、「核 廃 絶 」というテーマの

もと、化 学 、生 物 、歴 史 、倫 理 などといった多 様 な視 点 からの講 義 を通 して、一 つのテーマに

ついて論 理 的 かつ多 角 的 に分 析 を行 った結 果 と考 えられる。  

一 方 、例 年 と異 なった部 分 として、「多 様 性 ・異 文 化 の理 解 」が伸 びたと感 じる生 徒 が約 8

割 と多 かった。生 徒 の 記 述 を見 ると、広 島 ・ 長 崎 へのフィールドワーク 、様 々な方 との懇 談 会

をはじめ、グループでの探 究 活 動 での話 し合 い、外 部 発 表 会 ことなどがあげられていた。インタ

ビューや懇 談 会 、発 表 会 などを通 し、 様 々な考 えをもつ人 と意 見 を交 換 する機 会 が 増 えたこ

とが一 因 と考 えられる。  

 

図 ３は、事 前 ・事 後 調 査 結 果 を比 較 し、「生 徒 が向 上 させたいと期 待 していたか（事 前 調 査 ）」

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ロジカルフレームワーク

論理的思考力

プロジェクト…

ファシリテーション

フォロワーシップ

遂行力

英語コミュニケーション力

プレゼンテーション能力

質問力

多様性・異文化の理解

新たな視座

専門性

マインドマップ…

創造的課題解決策の…

図1.GLP 事前調査(2019/03/18)

〇

無
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論理的思考力

プロジェクト…

ファシリテーション

フォロワーシップ

遂行力

英語コミュニケーション力

プレゼンテーション能力

質問力

多様性・異文化の理解

新たな視座

専門性

マインドマップ…

創造的課題解決策の…

図2.GLP 事後調査(2020/02/20)

◎

〇

△

無
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と「実 際 に 資 質 能 力 が向 上 したと感 じているか （事 後 調 査 ）」を合 わせてグラフにしたものであ

る（それぞれの基 準 は特 記 事 項 参 照 ）。この図 によると、「プロジェクトマネジメント」「フォロワー

シップ」という協 働 的 能 力 について、事 前 調 査 では 向 上 を期 待 してい なかった が 、事 後 調 査

では向 上 したと回 答 している生 徒 が多 いことが分 かった。これは、今 年 度 １年 間 を通 して、同 じ

チームで研 究 を行 ったことによるものと考 えられる。  

また、「創 造 的 課 題 解 決 策 の考 察 と実 践 」については、図 3 より、「期 待 していなかったが、

一 年 間 の活 動 を通 して向 上 した」と感 じている生 徒 が約 2 割 いることがわかった。この項 目 は

例 年 、 向 上 を 実 感 し て いる 生 徒 が少 ないこと が 懸 案 となってい たも のである。一 方 、 依 然 とし

て伸 びなかったもしくは評 価 しない (無 印 )の解 答 が８割 程 度 を占 めている。生 徒 の記 述 を見 る

と、「考 える事 はできているが実 践 できていない」という言 葉 が複 数 見 られた 。これは、GLP で

取 り扱 っているテーマが「核 廃 絶 問 題 」 と、地 球 規 模 であり身 近 な実 践 に 繋 げにくい ことが 原

因 と考 えられる。次 年 度 は、この表 現 を「提 案 」に変 えて、プログラムの改 善 を行 いたい。  

 

 

特 記 事 項  

・事 前 調 査 では、「つけたいスキル５つに ○」という条 件 をつけている  

・事 前 ・事 後 の比 較 について 

「期 待 していた」＝事 前 調 査 で○をつけた 「期 待 していなかった」＝事 前 調 査 で無 印  

「伸 びた」＝事 後 調 査 で◎もしくは○  「伸 びなかった」＝事  

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ロジカルフレームワーク
論理的思考力
プロジェクト…

ファシリテーション
フォロワーシップ

遂行力
英語コミュニケーショ…

プレゼンテーション能力
質問力

多様性・異文化の理解
新たな視座

専門性
マインドマップ…

創造的課題解決策の…

図3.GLP 事前・事後の比較(2020/02/22)
「期待していた」かつ「伸びた」
「期待していなかった」かつ「伸びた」
「期待していた」かつ「あまり伸びなかった」
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4.  言 語 技 術  

 

  概 要  

 「言 語 技 術 」とは、「議 論 する（話 す・聞 く）技 術 」「読 解 する（読 む）技 術 」「作 文 する（書 く）

技 術 」「思 考 する（論 理 的 思 考 ・批 判 的 思 考 の）技 術 」といった、言 語 をより有 効 に運 用 する

ための技 術 のことです。世 界 の多 くの国 々では、この「言 語 技 術 」が、各 言 語 の「母 語 教 育 」と

し て 、小 学 校 か ら高 校 まで体 系 的 に 教 え られ ています 。つま り 、 世 界 には発 想 ・ 表 現 方 法 に

共 通 的 基 盤 があり、議 論 や交 渉 などは、それらに基 づいて行 われているということです。まさに

「言 語 技 術 」は、言 語 を運 用 する上 での「世 界 標 準 」であり 、世 界 の多 様 な人 々と議 論 を交 わ

し、グローバルに活 躍 するための必 須 の能 力 だと言 えます。本 校 では 、グローバル人 材 像 の資

質 として、「地 球 規 模 課 題 （Global  Chal lenges）の解 決 に貢 献 する能 力 」を有 することを定

めていますが、この能 力 の基 盤 には、コミュニケーション能 力 や論 理 的 ・批 判 的 思 考 力 が欠 か

せないとしています。「言 語 技 術 」の導 入 は、まさにそれらの力 を鍛 えていくことを目 的 としてい

ます。本 校 で は、 つくば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 所 長 の三 森 ゆ り か氏 が 開 発 した「 言 語 技 術 」

教 育 のプログラムをもとにし、同 氏 から指 導 ・支 援 を受 けながら、「言 語 技 術 」教 育 を実 施 して

いきます。  

「言 語 技 術 」の 授 業 で は、まず日 本 語 でトレ ーニング を行 い 、同 じ 内 容 のトレーニング を 英

語 でも行 う という 往 還 学 習 を 実 施 します 。こ の 往 還 学 習 は 、言 語 間 の 共 通 点 や相 違 点 を認

識 することで、「 言 語 技 術 」習 得 の 効 率 性 を高 めるという本 校 独 自 の 取 り組 み です。この取 り

組 みによって、日 本 語 の言 語 能 力 の向 上 はもちろんのこと、各 言 語 共 通 の「言 語 技 術 」の 獲

得 は、外 国 語 習 得 の効 率 化 、及 びその運 用 能 力 の向 上 を促 進 すると思 われ ます。このように

して鍛 えられた 言 語 運 用 能 力 は、全 教 科 に おける生 徒 一 人 ひとり の学 習 理 解 を促 進 し、 実

社 会 ・実 生 活 の営 みも、より充 実 したものにしてくれるはずです。この「言 語 技 術 」 の授 業 を通

し、世 界 に通 用 する言 語 運 用 能 力 を備 えた人 材 を、本 校 は育 成 していきます。  

 

 

  昨 年 度 との相 違 点  

①生 徒 のトレ ーニング （ 活 動 ）時 間 を増 やすた め、 授 業 ス ライ ド を印 刷 し て 配 付 し 、 スラ イ ド の

内 容 を書 き写 させる時 間 を無 くしました。  

 

②高 校 １年 生 では 、「 問 答 ゲーム 」 を発 展 さ せた形 で 、３～４人 グル ープでの「議 論 ゲーム 」 を

実 施 しました。  

 

③創 価 中 学 校 ・東 京 創 価 小 学 校 の 代 表 者 と「言 語 技 術 」推 進 委 員 会 を月 １回 の頻 度 で実

施 し、小 中 高 の「言 語 技 術 」教 育 の内 容 ・接 続 方 法 について協 議 しました。  
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A) 年 間 スケジュール 

 

1 ・言語技術とは何か　・問答ゲーム（好き嫌い、立場限定、ナンバーリング、選択）

2 ・問答ゲーム（賛成反対）　・英語問答（好き嫌い、立場限定、ナンバーリング・選択・賛成反対）

3 ・問答ゲーム【日英】

4 ５Ｗ１Ｈを意識した例文添削　・問答ゲーム（５Ｗ１Ｈで質問を返す・２往復）

5 ・英語問答（５Ｗ１Ｈを使った質問の作り方・「Ｈｏｗ」の特徴・５Ｗ１Ｈで質問を返す）

6 ・問答ゲーム【日英】（相手の応答の正しい掘り下げ方、３往復の問答）

7 ・パラグラフとは何か　・パラグラフの構成要素（ＴＳ、ＳＳ、ＣＳ）　・作文課題（優先席、電子辞書）

8 ・作文課題（コンビニ２４時間営業）　・ＴＳを支えるＳＳの作り方　・作文課題をリライトする

9 ・英文パラグラフ（コンビニ２４時間営業）　・文と文をつなぐ表現(linking words)

1 ・問答ゲーム、パラグラフの復習・作文課題（チャイムは必要か）

2 ・交渉の技術　・反論の技術

3 ・事実と意見の区別（日英）　・論拠の確認

4 ・議論の実践（日本語）

5 ・議論の実践（日本語・英語）

6 ・作文内容の素材集め　・ＳＳの掘り下げ　・課題作文（自分で自由にテーマ設定）

7 ・ＴＳの性質を確認　・ＴＳ作成の実践

8 ・マッピング　・作文課題（自分の性格・特徴を紹介）

9 ・パーソナルエッセイの書き方（複数のパラグラフで文章を書く・素材集め・ＴＳ作成）

1 ・説明の技術①（情報の整理分類、ラベリング）　【キャンプの持ち物・会議の持ち物】

2 ・説明の技術②（概要から詳細）　【机の並び方・道案内】

3 ・説明の技術③（時間配列の原則）　【ピザトーストの作り方】

4 ・英語で物の作り方を説明する

5 ・説明の技術④（空間配列の原則）　【国旗の描写・服装の描写】

6 ・１年間の振り返り（問答ゲーム・１年間の授業で大事だと思った技術を２つ挙げてパラグラフ･ライティング）

２０１９年度 高校１年生 言語技術計画

１学期

２学期

３学期
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1 ガイダンス

2 描写①

3 描写②

4 イラストの分析

5 絵画の分析①

6 絵画の分析②

7 詩の分析①

8 詩の分析②

9 小説の分析①

10 小説の分析②

1 マンガによる視点変更１（赤ずきん）

2 マンガによる視点変更２（赤ずきん）

3 テクストの視点変更１（動詞の変化･英語）

4 テクストの視点変更２（振返り･事実整理）

5 テクストの視点変更３（年表作成）

6 テクストの視点変更４（歴史執筆）

7 テクストの視点変更４（歴史執筆）

8 論理１(三段論法の練習問題）

9 論理１（答え合わせ）

10 論理２（論理の飛躍･隠された前提）/英語

11 反論の方法

1 ディベートのルール確認、ブレーンストーミング

2 ディベート練習①【日本語】

3 ディベート練習②【日本語】

4 ディベート練習③【英語】

5 ディベート練習④【英語】

6 立論（小論）執筆【「型」の解説・執筆】

１学期

２学期

２０１９年度 高校２年生 言語技術計画

３学期



 

84 

 

B) 学 習 ・トレーニング内 容  

 

１年 生  

１年 生 の「言 語 技 術 」の授 業 では、以 下 の３つを学 習 ・トレーニングしま した。 

①「対 話 」のトレーニング 

②「作 文 」のトレーニング 

③「情 報 伝 達 」のトレーニング 

 

以 下 にそれぞれの実 施 内 容 を 説 明 します 。 教 材 は、つくば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 発 行 の

「言 語 技 術 のレッスン」を使 用 しました。 

 

①「対 話 」のトレーニング 

「対 話 」のトレーニングでは、（１）「問 答 ゲーム」、（２）ナンバーリング、（３）質 問 の 分 解 、（４）

論 拠 の確 認 、（５）「事 実 」と「意 見 」の区 別 、（６）交 渉 の技 術 、（７）反 論 の技 術 、（８）議 論 の

実 践 の８項 目 を行 いました。 

 

（１）「問 答 ゲーム」 

「対 話 」のトレーニングでは「問 答 ゲーム」を中 心 に行 います。「問 答 ゲーム」は「対 話 」の技

術 のトレーニングの基 本 であり、「言 語 技 術 」 全 体 の 最 も基 本 となるものです。２人 １組 となり、

簡 単 な質 問 と応 答 をゲーム形 式 で繰 り返 します。「好 きか嫌 いか」という簡 単 な質 問 から始 まり、

「どちらが好 きか」「どちらになりたいか」 という選 択 を迫 る質 問 、最 後 は「賛 成 か反 対 か」といっ

た高 度 な質 問 まで行 います。応 答 の際 に「好 き」や「賛 成 」など、あらかじめ立 場 を限 定 して答

えさせ、自 分 の考 えとは逆 の立 場 に立 って考 えさせることも行 いました。日 本 語 で「問 答 ゲーム」

を行 った後 には、中 学 導 入 レベルでの簡 単 な英 語 による「問 答 ゲーム」を行 います。 

 

  

 

発 言 の際 は、以 下 のルールを必 ず守 って行 います。 

・結 論 をまず先 に述 べ、その後 に必 ず根 拠 をセットにして言 う。 

・発 言 の最 後 に結 論 を繰 り返 す。 

・主 語 ･目 的 語 を省 略 しないで話 す。 
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・質 問 に対 して直 接 的 ･具 体 的 に答 える。 

 

上 記 のルールに則 ったものを 「応 答 の 型 」として、繰 り返 しトレーニングし、体 に染 み込 ませ

ていきます。また、英 語 の「応 答 の型 」も同 様 にトレーニングしていきます。 

 

  

 

（２）ナンバーリング 

理 由 が 複 数 個 ある 場 合 は 、ナ ンバ ーリング の技 術 を 用 いま す 。ナンバ ーリングの 型 を 日 本

語 ・英 語 それぞれで覚 え、「問 答 ゲーム」で繰 り返 しトレーニングをします。 

 

   

  

 

（３）質 問 の分 解  

内 容 の濃 い対 話 のために、相 手 に情 報 を伝 える時 は５Ｗ１Ｈをもとに、落 ちている情 報 がな

いかどうか常 に意 識 して話 を組 み立 てます。また、相 手 の話 を理 解 するために５Ｗ 1Ｈを軸 に、
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不 足 している情 報 がないかどうか常 に意 識 して聴 き、質 問 を分 解 （ブレイク・ダウン）して聞 き返

します。 「質 問 →応 答 」 の １セットで終 わってい た 「問 答 ゲーム」 を、 「 質 問 → 応 答 → 質 問 → 応

答 」と２セット、３セットと往 復 して行 うようにします。このとき、話 題 を掘 り下 げていくような質 問 を

することを意 識 し、話 題 が拡 散 しないようにさせます。 

複 数 回 の往 復 の「問 答 ゲーム」をする前 に、下 に示 した５W１H が抜 けている例 文 をもとに、

５W１H を補 うトレーニングもしました。 

 

   

   

 

（４）論 拠 の確 認  

対 話 をし ている時 、 相 手 の発 言 が、ある「 常 識 」を前 提 と して なされ る場 合 があります。この

「常 識 」が共 有 されていないと、対 話 がかみ合 わなかったり、後 に問 題 を引 き起 こしたりします。

よって、対 話 をしている際 に は、相 手 の発 言 の陰 に潜 んでいる「常 識 」 に 注 意 していく必 要 が

あります。そして、潜 んでいるとしたらどのような「常 識 」が隠 れているのか気 づけるようにトレーニ

ングをします。 
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（５）「事 実 」と「意 見 」の区 別  

話 したり聞 いたりするとき、「事 実 」と「意 見 」を区 別 することができれば、中 身 に振 り回 される

ことなく情 報 を得 ること ができ、正 確 な情 報 を 発 信 できるようになりま す。まず、短 文 を「事 実 」

か「意 見 」か区 別 するト レーニングを行 いま した。その後 、「事 実 」と「 意 見 」が混 ざった 文 を 区

別 するトレーニングを行 いました。 

 

   

   

 

（６）交 渉 の技 術  

 相 手 に自 分 の欲 求 を満 たして欲 しいとき、自 分 の感 情 だけでお願 いしても相 手 は 望 みを叶

えてはくれません。やはり、そこにはしっかりとした理 由 が 必 要 です。「問 答 ゲーム」でトレーニン

グしたように、自 分 の主 張 に対 して必 ず理 由 づけをして、 相 手 に「交 渉 」しなければなりません。

しかも当 然 ながら、その理 由 は相 手 を納 得 させるものでなければ なりません 。教 室 では相 手 を

替 えながら「交 渉 」のトレーニングをし、 どのようにしたら相 手 が納 得 してくれるか、理 由 の吟 味

も行 いました。 
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（７）反 論 の技 術  

 相 手 の 意 見 や主 張 を聞 いて「 それは違 う 」 と思 った 時 、 「反 論 」す る場 面 が生 じます。ま た、

相 手 から何 かをお願 い された時 に 、その 要 望 に は応 えられない ・応 えるべきではないと思 った

時 も、「反 論 」の場 面 となります。「反 論 の技 術 」では、大 きく２通 りの反 論 の方 法 （型 ）を学 び、

それらに則 ってトレーニングをします。どちらの 方 法 （型 ）にもメリット・デメリットがあることを考 え、

場 面 に応 じて使 い分 けていくことが重 要 であることを確 認 しました。 

 

  

 

（８）議 論 の実 践  

 与 えられた議 題 について、自 分 の立 場 を明 らかにし、その立 場 を支 える理 由 を述 べる。お互

いに 曖 昧 な箇 所 を５Ｗ１Ｈの質 問 で掘 り下 げ、より 具 体 的 にする 。違 うと 思 うところに 対 しては

反 論 をする。以 上 のように、これまで「対 話 の技 術 」で トレーニングしてきたことをすべて使 い、３

～４人 で１グループとなって、模 擬 議 論 をしました。均 等 に発 言 の機 会 を持 たせるため 、はじめ

は 順 番 に 従 っ て 発 言 ・質 問 ・ 反 論 を するとい う 約 束 の もとで 実 施 しまし た 。 ま た 、 英 語 では議

論 の流 れを先 に文 字 にし、それを読 む形 で議 論 の体 験 をしました。 
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②「作 文 」のトレーニング 

「作 文 」のトレーニングでは、 （１）パラグラフの 構 成 と作 り方 、（２）説 得 力 の あるサポーティン

グ・センテンスの作 り方 、（３）トピック・センテンスの作 り方  の３項 目 を行 いました。 
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（１）パラグラフの構 成 と作 り方  

パラグラフと、日 本 でいうところの「段 落 」との違 いに着 目 させ、パラグラフの構 成 要 素 を学 び

ます。社 会 に出 て求 められる意 見 文 や報 告 文 の文 章 は、パラグラフ形 式 で書 かれた文 章 であ

ることを教 えます。また、英 語 をはじめ欧 米 の言 語 は、基 本 的 に文 章 をパラグラフで書 くことが

決 まっており、外 国 語 の文 章 を読 み書 きする時 にとても重 要 になることを伝 えます。  

 

パラグラフの構 成 要 素 と作 り方  

・トピック・センテンス（ＴＳ）  →主 張 ･話 題 を述 べる。基 本 的 に第 １文 目 に置 かれます。 

・サポーティング・センテンス（ＳＳ）  →ＴＳに対 し根 拠 ･例 示 などを付 け加 える複 数 の文 です。 

・コンクルーディング・センテンス（ＣＳ）  →再 主 張 して締 めくくる文 。基 本 はＴＳを繰 り返 します。 

・ＴＳ、ＳＳ、ＣＳを改 行 せずにひとつなぎで書 く（＝パラグラフ）  

→「対 話 」の技 術 における 、発 言 の 際 の ルールに従 った 「応 答 の 型 」をひとつなぎで書 けば

パラグラフになります。 

 

（２）説 得 力 のあるサポーティング・センテンスの作 り方  

トピック・センテンスの内 容 が説 得 力 を持 つよう、サポーティング・センテンスでは定 義 ・説 明 ・

事 例 ・根 拠 などを記 述 してトピック・センテンスを支 えます。 まず大 前 提 として、サポーティング・

センテンスがトピック・センテンスの内 容 から絶 対 に逸 脱 しないようにしなければなりません。 また、

サポーティング・センテンスを事 実 や自 身 の 経 験 をもとに書 くと説 得 力 が増 すことを 学 びます。

さらに、自 分 の主 張 を支 える理 由 ・根 拠 が、相 手 からしてみると 不 十 分 で納 得 できない場 合 が

ありますので、挙 げた理 由 ・根 拠 を５W１H で掘 り下 げるトレーニングをします。理 由 ・根 拠 を５W

１H で掘 り下 げるトレーニングでは、以 前 に自 分 が書 いた意 見 文 を掘 り下 げさせ、書 き直 しをさ

せることで、説 得 力 のつけ方 を実 感 してもらいます。 
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 文 章 を書 く前 に、サポーティング ・センテンスの素 材 とな りうるものをできるかぎり挙 げてから、

どの素 材 が最 も読 み手 を納 得 させるかを考 え、選 択 し 、アウトラインを作 成 する ことは、一 貫 し

た文 章 を書 くうえで大 切 なことです。 いきなり文 章 を書 き始 める ことは禁 止 とし、発 想 を広 げ、

文 字 に起 こし、テーマに応 じた素 材 の良 し悪 しを比 較 検 討 する練 習 もしました。その１つの思

考 ツールとして、「マッピング」を用 いました。 

 

 

  

  

 

（３）トピック・センテンスの作 り方  

トピック・センテンスの２つの構 成 要 素 を知 り 、 より良 いトピック・センテ ンスを作 る練 習 を しま

す。トピック・センテンスを読 んだときに、読 み手 が、その続 きのサポーティング・センテンスに興

味 を持 ち、「おおよそこんな内 容 なのだろうか？」「このトピック・センテンスを支 えるのはどのよう

な内 容 なのだろうか？」 「この続 きを読 みたい！ 」と考 えるよう な文 を作 ります。逆 に、 単 なる事

実 を示 す文 や、具 体 的 に詳 細 を語 りすぎる文 は良 いトピック・センテンスとは言 えません。  

 トピック・センテンスで言 及 されていない内 容 は、サポーティング・センテンスで 述 べてはいけま
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せん。逆 の言 い方 をすれば、サポーティング・センテンスで述 べた内 容 を包 含 したトピック・セン

テンスにしなければなりません。いくつの 例 題 について考 えながら、トピック・センテンスの 作 り方

を身 につけていきます。 

 

  

  

 

以 上 、学 んだ３項 目 をもとに、日 本 語 と英 語 でパラグラフ・ライティングの実 践 をします。 

（１）～（３）のトレーニングをするにあたって、生 徒 たちには以 下 の テーマで作 文 を書 かせまし

た。 

【作 文 課 題 】 

１、あなたは、授 業 の始 めと終 わりにチャイムを鳴 らすことに賛 成 か、反 対 か？  

２、あなたは２４時 間 営 業 のコンビニエンスストアの存 在 に賛 成 か、反 対 か？  

３、私 が、学 校 で教 わる教 科 の中 で１つだけ残 すとしたら◯◯である。 

４、私 は、◯◯（という意 見 ）に賛 成 か、反 対 か？ 

５、私 は、高 校 の部 活 動 を廃 止 すべきだという意 見 に賛 成 か、反 対 か？  

６、私 は、集 団 より個 人 を優 先 すべきだという意 見 に賛 成 か、反 対 か？  

７、「私 は◯◯で△△な人 間 である」という TS の文 章 を書 く。（マッピングを活 用 ） 

 

 

③「情 報 伝 達 」のトレーニング 

「情 報 伝 達 」のトレーニングでは、（１）情 報 の整 理 分 類 、（２）ラベリング、（３）空 間 的 秩 序 の原

則 、（４）時 間 的 秩 序 の原 則  の４項 目 を行 いました。 
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（１）情 報 の整 理 分 類  

同 じ性 質 を持 つ情 報 は共 通 項 でくくり、整 理 分 類 をして提 示 するようにします。そうする こと

で説 明 は格 段 に分 かりやすくなります。 

 

 

（２）ラベリング 

整 理 分 類 し、共 通 項 でくくった情 報 に 、ラベル(見 出 し) を貼 っ て先 に示 します。｢この部 分

は何 についての情 報 なのか」を先 に明 らかにしてから説 明 すると、聞 き手 は分 かりやすくなりま

す。 

 

上 記 の（１）（２）までを学 び、トレーニングする例 題 として、「キャンプの持 ち物 の説 明 」を取 り

上 げます。キャンプに持 って行 く持 ち物 を、 ただ羅 列 して挙 げるだけでは、聞 き手 は理 解 する

のに手 こずります 。そ こ で、共 通 の性 質 を持 つ もの同 士 でカ テゴリー 化 し 、その カテゴリ ーに ラ

ベルを付 けます。また、同 じ枚 数 どうしでくくると、説 明 はより分 かりやすくなります。 今 回 の例 題

では、以 下 に示 すように、「衣 服 」と「洗 面 道 具 」というカテゴリーに分 け 、ラベルを貼 ることがで

きます。 
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（３）空 間 的 秩 序  

空 間 的 秩 序 とは、大 原 則 として「概 要 から詳 細 へ」説 明 するというものです。相 手 に情 報 の

全 体 像 （見 通 し）を与 えてから、部 分 の詳 しい説 明 をします。道 案 内 をするときや、探 している

物 を相 手 に伝 える時 など、最 初 に概 要 を伝 えてから、詳 細 な部 分 を伝 えます。最 初 に全 体 像

や見 通 しが与 えられると、情 報 の受 け手 は情 報 の内 容 をイメージ（理 解 ）しやすくなります。 ま

た、小 原 則 として「一 方 向 」で説 明 をするということがあります。例 えば、「上 から下 、あるいは下

から上 」「右 から左 、あるいは左 から右 」「手 前 から奥 、あるいは奥 から手 前 」「外 から内 、あるい

は内 から外 」というように説 明 するということです。聞 き手 （読 み手 ）の視 点 が行 ったり来 たりしな

いようにします。一 方 向 の説 明 の方 が、聞 き手 （読 み手 ）は覚 えやすく、理 解 しやすくなります。 
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（４）時 間 的 秩 序 の原 則  

時 間 的 配 列 の秩 序 とは、時 間 の経 過 に従 い、時 間 の早 いことから順 を追 って説 明 していき

ます。物 の作 り方 や実 験 の手 順 などを説 明 ・報 告 する時 には、時 間 が逆 行 しないように、この

時 間 的 配 列 の秩 序 を守 ります。また、聞 き手 （読 み手 ）が分 かりやすいように、順 序 を表 現 す

る副 詞 （まず、最 初 に、はじめに、次 に、それから、その後 、最 後 に、終 わりに等 ）を有 効 に使 う

ようにします。 

 

  

  

 

２年 生  

２年 生 の「言 語 技 術 」の授 業 では、以 下 の３つを学 習 ・トレーニングしました。 

①「情 報 分 析 」のトレーニング 

②「認 知 」のトレーニング 
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③「議 論 」のトレーニング 

 

以 下 に そ れ ぞ れ の 実 施 内 容 を 説 明 し ま す 。 教 材 は 、 つ く ば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 発 行 の

「言 語 技 術 のレッスン」を使 用 しました。 

 

①「情 報 分 析 」のトレーニング 

「情 報 分 析 」のトレーニングでは、（１）描 写 、（２）絵 の分 析 、（３）テクストの分 析  の３項 目 を

行 います。 

 

 

（１）描 写  

最 初 の描 写 では、ごく簡 単 な国 旗 やイラストを言 葉 のみで伝 えることを例 題 として、下 記 の３

項 目 の必 要 性 を確 認 し、グループワークで協 力 して行 います。  

・描 写 に必 要 な情 報 を列 挙 する  

・挙 げられた情 報 を分 類 整 理 する  

・どの順 序 で描 写 すると効 果 的 かを考 える  

 

次 に個 人 の作 業 として、１年 次 に学 習 したパラグラフライティングの形 式 で、描 写 文 を書 くこ

とに取 り組 みます。このように２年 生 の言 語 技 術 、特 に日 本 語 では、作 文 を書 く機 会 が多 いの

で、生 徒 が書 いた描 写 文 は、担 当 教 員 の１人 がルーブリックに基 づいて採 点 、添 削 して返 却

するようにしています。具 体 的 なルーブリックと添 削 については、後 述 します。  

最 後 に、「大 きな情 報 から小 さな情 報 へ一 方 向 で説 明 する」という 空 間 的 秩 序 の原 則 を確

認 して描 写 の授 業 を終 わります。 

 

 

（２）絵 の分 析  

私 たちはある 絵 を 見 た ときに、絵 か ら得 られた 視 覚 情 報 を 元 にほとん ど無 意 識 のう ちに「こ

の絵 には○○が描 かれている」などと判 断 します。この授 業 では、そのような判 断 が、どのように

して成 り立 っているのかを意 識 することから始 めます。 
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まず、絵 という情 報 をよく観 察 し、そこから判 断 の根 拠 となる証 拠 を発 見 します。次 にそれら

の証 拠 を総 合 して解 釈 することで、ある判 断 が成 り立 っていることに気 づかせます。  

さらに、絵 の中 にある１つの情 報 が何 を意 味 するかは、常 識 や慣 習 などの暗 黙 の了 解 を論

拠 としていることがある、ということも学 び ます。このような「暗 黙 の了 解 」は、文 化 を共 有 してい

る者 同 士 では何 の説 明 もなく通 用 しますが、異 文 化 とのコミュニケーションを図 ろうとすると、意

識 して説 明 する必 要 が出 てきます。この暗 黙 の了 解 は、認 知 のトレーニングや、議 論 のトレー

ニングでも振 り返 る必 要 のある重 要 な項 目 です。 

以 上 のように、絵 の分 析 を行 う目 的 を理 解 した後 は、具 体 的 な｢分 析 ｣の手 順 を学 びます。

分 析 の手 順 は、基 本 的 に前 項 の空 間 的 秩 序 の原 則 と同 じく｢全 体 から部 分 へ」ですが、少 し

違 うのは、最 後 にもう一 度 全 体 に戻 るという点 です。細 部 の観 察 を行 った後 に、これまで の情

報 を統 合 して、この絵 が何 を描 こうとした絵 なのか、どんな意 味 が隠 されているのかなど自 分 の

意 見 を持 つことになります。絵 の分 析 ではそれほど情 報 量 の多 くないイラストの分 析 から始 め、

次 のステップで、情 報 量 の多 い絵 画 を分 析 し、そこに隠 されたテーマや物 語 を読 み取 ることへ

と進 みます。 

 

（３）テクストの分 析  

テクストの分 析 も、絵 と同 じように、テクストの 中 から証 拠 を 見 つけ、 それらを解 釈 することで

成 り立 ちます。たとえば、「たき火 」という童 謡 の歌 詞 を分 析 すると、 
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季 節 を示 す様 々な証 拠 が見 つかります。一 つの証 拠 だけでは 季 節 を確 定 できないものもあり

ますが、全 ての証 拠 を総 合 すると、季 節 は「冬 」であると解 釈 することができます。このように、テ

クスト分 析 とは「テクストに書 かれた言 葉 を証 拠 として、そこから推 論 して解 釈 や意 見 を示 すこ

と」をいいます。 

テクスト分 析 の実 践 では、まず詩 の分 析 から始 めます。詩 は、１時 間 の授 業 で取 り扱 える程

度 の分 量 であり、具 体 的 なイメージが掴 みやすいからです。まず始 めに日 本 語 の詩 から登 場

人 物 の境 遇 や、中 心 的 に描 かれている対 象 との関 係 等 を読 み解 くことから始 めます。大 切 な

ことは、絵 の場 合 と同 じように、必 ず本 文 の中 から証 拠 を挙 げて解 釈 を示 すことです。 

このようにテクスト分 析 を行 うことで、１年 次 から徹 底 してきた｢話 すとき、書 くときには必 ず主

語 をつけよう」という原 則 を改 めて確 認 できる、という効 果 もあります。  

テクスト分 析 は、詩 に続 いて短 編 小 説 の分 析 を行 いました。 短 編 小 説 では、物 語 の構 造 と、

文 中 に描 かれた太 陽 の象 徴 性 を合 わせながら、グループで協 力 して分 析 しました。 
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さらに、分 析 結 果 を全 員 の前 で発 表 する際 には、パラグラフの形 式 に従 って話 すことと共 に、

必 ず証 拠 を示 しながら話 すことを徹 底 しました。このように、分 析 結 果 を発 表 する という行 為 を

とおして、分 析 のみならず、１年 次 で学 習 した説 明 の能 力 や、パラグラフ ・ライティングの能 力 も

繰 り返 しトレーニングすることになります。 

 

さらに昨 年 に引 き続 き、絵 本 の分 析 として『手 のなかのすずめ』の分 析 に取 り組 みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループでのディスカッションを中 心 に、題 名 や扉 絵 から想 像 できることを話 し合 ったり、２人

一 組 で絵 本 を音 読 したりして授 業 を進 めました。 既 習 の「物 語 の構 造 」に照 らし合 わせて「事

件 の発 端 」を確 認 した後 、主 人 公 のティムにとって小 さな成 長 のきっかけとなった「すずめとの

出 会 い」が絵 と文 章 にどのように描 かれているかを話 し合 いました。母 親 と買 い物 に出 かけ、す

ずめと出 会 う前 後 で、ティムがどのような成 長 を遂 げたかを分 析 し、 その 結 果 を作 文 の課 題 と

して 書 き上 げました 。 ル ーブリックに基 づいてお 互 いの原 稿 を 添 削 採 点 し 、さ らにその原 稿 を

教 員 が採 点 する、という手 順 をとりました。 
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認 知 のトレーニング 

認 知 のトレーニングでは、（１）漫 画 による視 点 の分 析 、（２）テクストの視 点 変 更  の２項 目 を行

います。 

 

（１）漫 画 による視 点 の分 析  

授 業 の初 めに、私 たちは、物 事 を認 知 する際 にはどうしても特 定 の視 点 から認 知 せざるを

得 ず、視 点 が変 わるこ とで事 実 の認 識 が変 わ ることに気 づかせます。 そこで、童 話 「赤 ずきん

ちゃん」のコマ漫 画 を 使 って 、赤 ずきんの視 点 で認 知 できないコマ があることを確 認 し、ま ず、

日 本 語 で、赤 ずきんの視 点 で物 語 を書 きました。 

 

 

（２）テクストの視 点 変 更  

昨 年 度 同 様 、本 年 度 も TOK のテキストを参 考 に、芸 術 界 で物 議 を醸 し出 した「生 きた金

魚 ブレンダーに かけるのは芸 術 ？」の 文 章 を読 み、この 芸 術 作 品 に反 対 する 市 民 グループ、

擁 護 派 の 美 術 館 館 長 、 この事 件 を 裁 定 した 裁

判 官 の判 事 の３つの立 場 に立 ち、それぞれの主

張 に ど の よ う な 根 拠 、 か く れ た 論 拠 （ ワ ラ ン ト ） が

あるかを議 論 し、浮 かび上 がらせました。 

さらにその後 、３者 のなかのいずれかの立 場 を

取 り 、 「異 なる 意 見 にも 言 及 し ながら 」自 分 の 意

見 を 書 く 、 とい う 課 題 を課 し まし た 。こ れは 、 独 り

よ が りの 主 張 に 陥 る こ とな く 、 明 確 な 根 拠 を 伴 う

わかりやすい主 張 ができるようになることを意 図 し

て い ま し た 。 ど の 生 徒 も 達 成 で き る こ と を 助 け る

た め 「 確 か に ・ ・ ・ し か し ～ 」 と い う 反 対 意 見 へ 言

及 したのち、自 分 の主 張 を行 う型 を明 示 しました。 

 

 

③議 論 のトレーニング 

議 論 のトレーニングは、（１）論 理 の学 習 、（２）反 論 の技 術 、（３）ディベートの ３項 目 を実 施

します。 
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（１）論 理 の学 習  

論 理 の学 習 では、日 常 的 にもよく耳 にする、「『論 理 』とは何 か」「『「論 理 が正 しい』とはどう

いうことか」「『論 理 的 』とはどのような状 態 か」などのことばを定 義 するところから始 めます。更 に、

論 理 を組 み立 てる際 の「前 提 」や「推 論 」といった用 語 を説 明 してから、具 体 的 な練 習 問 題 に

取 り組 みます。 

練 習 問 題 としては、まず、論 理 の基 本 となる三 段 論 法 を紹 介 し、例 示 された三 段 論 法 のど

こに問 題 点 があるのか、を話 し合 うところから始 めます。続 いて２０問 ほどの練 習 問 題 を出 題 し、

生 徒 が協 力 して、それぞれの論 理 的 問 題 点 を指 摘 します。それらの練 習 問 題 を考 えることを

とおして生 徒 たちは、正 しい推 論 の条 件 として、  

 

・理 論 の飛 躍 がないこと   ・前 提 が正 しいこと 

 

の２つが必 要 なことを確 認 します。 

更 に、同 じような文 化 や生 活 を共 有 している者 同 士 では、論 理 の前 提 が隠 されていること、

いわゆる「暗 黙 の了 解 」があることを学 びます。これ は、「絵 の分 析 」で学 んだことの復 習 にもな

ります。 

最 後 に、２００字 程 度 の文 章 を示 して、その中 に含 まれる様 々な論 理 的 欠 陥 を指 摘 する課

題 に取 り組 みます。この時 に問 題 文 として示 した文 章 は、昨 年 卒 業 した生 徒 たちがファイナル

プロジェクトとして作 成 した文 章 を、練 習 用 に改 作 したものです。これは、現 ２年 生 も、来 年 の

ファイナ ルプロ ジェクト のポスターセッショ ンの際 に質 疑 応 答 をするこ とを念 頭 に置 いて 、 論 理

的 に欠 陥 のない文 章 が書 けるように意 識 させるためです。 

 

（２）反 論 の技 術  

ここでは、反 論 の方 法 として、 

 

・相 手 の主 張 に直 接 的 に反 論 する方 法  

・相 手 の主 張 に理 解 を示 した上 で、論 理 的 に矛 盾 している部 分 などについて反 論 する方 法  

 

の２種 類 があること、更 に、それぞれの方 法 を実 際 に用 いる際 の、話 し方 の「型 」を学 びまし

た。以 下 がそれぞれの「型 」です。 

 

 ① 私 は、○○君 の意 見 に反 対 です。 ○○君 は、「…(引 用 )…」と述 べていま  す。

しかし、この主 張 は成 立 しません。第 １に、……。第 ２に、……。以 上 の理 由 により、○○

君 の意 見 は成 り立 ちません。 

 

 ② ○○君 の意 見 は一 理 あります。確 かに「…(引 用 )…」という点 では彼 の主  張 は

正 し い と 言 えま す 。 し かし 、 そ の 主 張 は 次 の 点 が 矛 盾 し ていま す 。 第 １に 、  …… 。 第 ２

に、……。以 上 のように彼 の主 張 には複 数 の矛 盾 点 があるため成 り立 ちません。  

 

いずれも、１年 次 で学 習 した 「問 答 ゲーム」やパラグラフ・ライティングの形 式 に基 づいて、始
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めに自 分 の立 場 を明 示 し、続 いてその根 拠 を示 し、結 びとして自 分 の立 場 を再 度 主 張 する、

という形 をとっています。生 徒 たちは、「問 答 ゲーム」やパラグラフ・ライティングでこの形 式 には

慣 れていますので、この後 のディベートでもこの「型 」を使 いこなしています。  

 

（３）ディベート 

生 徒 の多 くは、中 学 校 の国 語 でディベートを経 験 していま したので、ディベートそのものの定

義 や説 明 は、ごく簡 単 に示 すにとどめ、チーム作 り、役 割 分 担 、論 題 決 めなど具 体 的 な準 備

を始 めます。教 室 で一 斉 に実 施 するために、各 チームが、試 合 ごとにどの論 題 を取 り上 げるの

かは予 め決 定 しておき、それぞれの論 題 について肯 定 ・否 定 両 方 の立 論 や反 論 を作 成 する

形 で準 備 を進 めます。 

なお、ディベートのルールや方 法 を説 明 する際 には、英 語 表 現 の教 科 書 を併 用 します。こ

れは、英 語 表 現 で英 語 によるディベートが取 り上 げられていますので、日 本 語 に続 いて 英 語 で

もディベートを行 うことを考 慮 したものです。従 って、試 合 の方 法 などは原 則 として英 語 表 現 の

教 科 書 に合 わせます。 

下 記 が試 合 の進 行 です。ディベート甲 子 園 などの本 格 的 ディベートとは違 い、質 疑 応 答 を

行 わないなどかなり簡 略 化 してありますが、これも英 語 表 現 の教 科 書 に合 わせたものです。  

 

 

肯 定 側 立 論 （１分 ） 

否 定 側 立 論 （１分 ） 

作 戦 タイム（１分 ）  

否 定 側 反 論 （１分 ） 

肯 定 側 反 論 （１分 ） 

作 戦 タイム（１分 ）  

肯 定 側 まとめ（１分 ） 

否 定 側 まとめ（１分 ） 

判 定 検 討 （１分 ）  

判 定 発 表 （１分 ）  

 

 

次 ページの図 が教 室 内 の配 置 図 です。３人 １チームを原 則 として１５チームを作 り、３チーム

を１グループとして、グループ内 で対 戦 します。例 えば、第 １試 合 は A チームと B チームが対 戦

し、C チームがジャッジと進 行 を担 当 する、という形 で、全 チームが２試 合 行 い、１試 合 はジャッ

ジを行 うようにしてあります。 

以 上 のように、全 員 が日 本 語 でのディベートを体 験 して から、 英 語 でのディベートに取 り組

み、ディベートのやり方 に慣 れることを目 指 します。これは、ＧＣＰで実 施 する人 権 ディベートの

準 備 ともなっています。 

  

電子黒板

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

１

３

４

２ ５



 

103 

 

C) 評 価  

評 価 の対 象 は、毎 回 の授 業 の課 題 への取 り組 みと、振 り返 り記 入 になります。  

 

作 文 課 題 の 場 合 は３～５つの評 価 項 目 を立 て、それぞれ １～５点 で採 点 しま した。評 価 項

目 は、作 文 を書 く目 的 に従 って変 えています。課 題 によっては、生 徒 に相 互 採 点 もさせます。

相 互 採 点 は、ルーブリックに基 づいて行 います。互 いに評 価 と添 削 を繰 り返 すことで、評 価 の

ポイントが強 く認 識 され、結 果 として自 身 の文 章 力 の向 上 にもつながっています。  

 

以 下 に、１年 生 の授 業 で 、課 題 作 文 を書 かせる前 に生 徒 に見 せる「評 価 のポイント」の スラ

イドと添 削 後 の作 文 課 題 、２年 生 の課 題 作 文 における評 価 ルーブリックを示 します。  
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毎 回 の 授 業 に お いて 、ペ ア やグル ー プで 話 し合 っ た内 容 を メモ し 、授 業 の 最 後 の５ 分 で 、

「今 日 の 授 業 で自 分 が 学 んだこと 」や、自 分 が 考 えた り気 づいたりした 内 容 を記 録 させます。

学 んだことを自 分 で意 識 化 できているか・学 んだことを活 かそうと意 識 できているか どうかチェッ

クします。  

授 業 プリントはファイリ ングさせ、いつでも学 びの履 歴 を見 返 せるよう にします。 他 の授 業 や

行 事 の時 に、このファイルを見 返 しながら文 章 を書 いたり、説 明 の準 備 をしたりする生 徒 の姿

も見 られました。まさに実 生 活 に活 かせるポートフォリオの作 成 ができたと思 います。  

 

以 下 に生 徒 の振 り返 りの例 を示 します。  
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D) 成 果 および今 後 の課 題  

成 果  

①生 徒 アンケート 

一 昨 年 度 末 、昨 年 度 末 と同 じ項 目 で、今 年 度 末 も１、２年 生 全 員 にアンケートをとりました。

対 話 ・ 作 文 ・ 情 報 伝 達 の 各 技 術 を 学 んだ １ 年 生 は 、 昨 年 同 様 ９５ ％以 上 の生 徒 が それ らの

技 術 の重 要 性 を実 感 していました。情 報 分 析 ・認 知 ・議 論 の各 技 術 を学 んだ２年 生 も、 ８５％

の 生 徒 が 、 それ ら の 技 術 の 重 要 性 を 実 感 し て い ま し た 。 ４ 年 間 、 「 言 語 技 術 」 の 授 業 の進 め

方 ・内 容 を 振 り返 り 、 改 善 を繰 り返 し てきた 結 果 、生 徒 たちの 学 び の実 感 も安 定 し て高 い状

態 を維 持 できています。 

また、「言 語 技 術 で学 んだことを英 語 で活 用 できた」と回 答 した生 徒 は１年 生 で８ ０％と、前

年 より５％ほど下 がりましたが、これは「英 語 を使 用 する際 に、自 分 の意 見 などに理 由 をつける

よう意 識 するようになった 」（９１％）や「英 語 と日 本 語 の構 造 の相 違 点 や共 通 点 を意 識 するよ

うになった」（８７％）などの具 体 的 な活 動 での高 い数 値 が示 すように、生 徒 の中 で 、無 意 識 な

がら英 語 と日 本 語 の往 還 が行 われた ためと考 えられ ま す。２年 生 も昨 年 に 引 き続 き、８５％が

「活 用 できた」と回 答 しています。活 用 という点 においても、この４年 間 の取 り組 みによって、安

定 度 が出 てきたと思 われます。 

 

②英 検 スコアにおけるライティング得 点 の占 める割 合  

上 記 ①の生 徒 アンケートにおいて、「英 語 で活 用 できた」という回 答 が上 昇 したアンケート結

果 は、実 際 の外 部 試 験 でも成 果 を出 しています。本 校 では、 ２０１９年 度 第 ３回 目 の英 検 ２級

を、高 校 ２年 次 の総 合 クラス（「言 語 技 術 」の授 業 を受 けているクラス）のほぼ全 員 が受 検 する

ことにな っ ていますが、 リーディング・リ スニ ング・ラ イ ティングの３技 能 のＣＳＥスコ アの平 均 は 、

昨 年 度 は 1463 と、英 語 基 礎 力 の高 かった昨 年 度 の２年 生 より 33 ポイントの減 少 となった。し

かし、３技 能 のＣＳＥスコアの平 均 におけるライティング平 均 の得 点 の占 める割 合 は、一 昨 年 度

より一 貫 して２５％を維 持 し続 けている。これは、安 定 した英 語 ライティング力 が見 られると感 え

られることから、「言 語 技 術 」教 育 の成 果 と言 えます。 

 

③ポートフォリオの作 成  

生 徒 には昨 年 同 様 、毎 回 の授 業 で「学 んだこと」等 の振 り返 りをさせ、記 録 ・ファイリングさ

せました。このファイルを見 返 しながら 、身 につけた技 術 を活 かそう とする生 徒 の姿 が見 られ、

実 際 に活 かせるポートフォリオの作 成 ができました。 

 

④小 中 高 一 貫 プログラムの作 成  

昨 年 度 から始 まった、小 中 高 の「言 語 技 術 」担 当 者 による「言 語 技 術 」推 進 委 員 会 を、今

年 度 は定 例 で月 １回 実 施 し、小 中 高 の「言 語 技 術 」教 育 の内 容 ・接 続 方 法 について協 議 を

進 め、各 校 の「言 語 技 術 」教 育 を推 進 しました。 

 

⑤ファイナル・プロジェクトにおける小 論 文 作 成 指 導  

昨 年 度 から開 始 した、３年 次 での週 １時 間 の小 論 文 作 成 指 導 （ＧＣＰファイナル･プロジェク
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トの最 終 レポート作 成 と連 動 ）を、昨 年 度 の反 省 をもとに授 業 内 容 を精 選 し、進 め方 を改 善 し

た結 果 、さらに質 の高 い小 論 文 が見 られるようになりました。 

 

⑥キャリア教 育 と連 動 した作 文 指 導  

１年 次 では、言 語 技 術 で学 んだ「作 文 」の技 術 を応 用 して、自 分 自 身 の進 路 や学 校 生 活

についての考 えをパーソナル・エッセイとして書 かせました。このパーソナル・エッセイは、本 校 が

10 年 以 上 にわたって伝 統 的 に取 り組 んでいるものです。ほとんどの生 徒 が 1000 字 ～1200 字

で、形 式 の整 ったエッセイを書 きあげました。 

２年 次 では、１年 次 のパーソナル・エッセイを発 展 させて、大 学 入 試 を意 識 した「志 望 理 由

書 」の作 成 に取 り組 みました。生 徒 たちは、２年 間 の言 語 技 術 の学 習 をとおして、パラグラフ・

ライティングの技 術 がかなり定 着 していますので、多 くの生 徒 が論 理 的 にもしっかりとした文 章

を書 きあげました。 

 

⑦教 員 自 身 の言 語 技 術 トレーニング 

一 昨 年 、昨 年 に引 き続 き、「言 語 技 術 」の授 業 に担 任 教 員 が毎 回 参 加 しました。今 年 度

で、 ほぼ 全 教 員 が 「言 語 技 術 」の 授 業 を 受 け たことに よ り、 学 校 全 体 とし て 「言 語 技 術 」を活

用 していく態 勢 が整 いました。 

 

今 後 の課 題  

① 創 価 中 学 校 ・ 東 京 創 価 小 学 校 での ｢ 言 語 技 術 ｣ 教 育 の 浸 透 の ため 、 小 中 高 「 言 語 技

術 」推 進 委 員 会 を引 き続 き定 例 で開 催 し、協 議 を重 ねてまいります。  

 

②ほぼ全 教 員 が「言 語 技 術 」の授 業 を学 び終 わったことを受 け、学 校 全 体 で「言 語 技 術 」

が活 用 される体 制 をさらに強 化 していきたいと思 います。「言 語 技 術 」がすべての学 びの土 台

となるよう、各 教 科 との連 携 も密 にして、生 徒 が活 用 する機 会 を増 やし、活 用 事 例 を蓄 積 させ、

誰 でも活 用 できるようなシステムを作 ってまいります。 

 

③ ３年 次 Ｇ ＣＰ ファ イナル ･プ ロ ジェク トの 、 最 終 レ ポー ト 作 成 指 導 にお い て 、国 語 科 ・ 英 語

科 ・地 歴 公 民 科 が連 携 した合 教 科 型 の取 り組 みの２年 目 が終 わりました。今 年 度 の反 省 をも

とに、内 容 ・進 め方 を再 検 討 し、より効 果 的 な 授 業 を実 施 してまいります。 

 

④保 護 者 の授 業 参 観 後 の感 想 では、「社 会 でとても役 に立 つ内 容 」「自 分 も中 学 ・高 校 時

代 にこの授 業 を受 けたかった」といった内 容 のものが多 数 ありました。また、オープンキャンパス

や、 外 部 対 象 の教 育 公 開 講 座 に て 、多 数 の来 校 者 を 相 手 に 模 擬 授 業 を 実 施 しま した 。参

加 者 のアンケートには「社 会 で必 ず必 要 とされる力 であり、このようなことが学 校 で学 べることが

うらやましい」といった感 想 が多 数 ありました。「言 語 技 術 」の取 り組 みを、より広 く知 ってもらう

ため、ホームページでの毎 回 の授 業 内 容 の発 信 を強 化 してまいります。 

 

⑤より効 果 的 な指 導 ・ より効 率 的 な評 価 のために、ルーブリックや、自 己 ・相 互 による評 価

法 の開 発 をさらに推 進 いたします。 



 

110 

 

5.  フィールドワーク  

Ａ) カリフォルニア 

  期 間 ：１１月 １日 （金 ）～１１月 ７日 （木 ）    （１～３年 生  １４名 ） 

  場 所 ：アメリカ・カリフォルニア州  

  主 な訪 問 地 ： 南 カリフォルニア大 学 、アメリカ創 価 大 学 、インターナショナルポリテクニ

クス高 校 、ノードホフ高 校 、ゲティ美 術 館 、ロナルド・レーガン大 統 領 図 書 館  

  目 的   核 廃 絶 問 題 と貧 困 問 題 をテーマに、カリフォルニアにてフィールドワークを実 施

しました。現 地 ・高 校 生 や大 学 生 の前 でテーマごとにプレゼンテーションと意 見 交 換 を

し、さらに一 流 識 者 の講 義 を受 講 しました。  

 

  行 程  

  １日 目  

南 カ リフ ォ ルニ ア大 学 を 訪 問 し 、 ア メリ カ創 価 大 学 卒 業 生 の ガ イ ドでキ ャ ンパ スツア ー を 実

施 。またアメリカの大 学 事 情 について、英 語 で懇 談 会 を行 いました。 

 

  ２日 目  

地 元  iPOLY 高 校 で行 われた平 和 フォーラムでは、同 校 生 徒 と核 廃 絶 と貧 困 の問 題 につ

いて発 表 しあったあと、グループに分 かれて、自 分 たちで設 定 した社 会 課 題 に高 校 生 としてど

のように関 わって行 くかを議 論 し、 提 案 を発 表 しあいました。 初 めて会 う仲 間 と真 剣 に討 議 し

て、日 米 共 同 作 業 によ るプレゼンテーション作 成 作 業 が行 われました。いずれのグループも発

表 ・議 論 ともにしっかりとした内 容 で、生 徒 たちの成 長 を実 感 できるものとなりました。  

  生徒感想  

「フォーラムを通 して、アメリカの高校生 との文化の違いを、肌身で感 じることができました。時々、

その文化の違いに圧倒 されて、自分の言いたいことが言 えなかったり、ごまかしてしまうことがあったの

で、明日からはどんな時でも挑戦の精神で失敗 を恐れずに体当たりしていきたいと思います。」    

「今日アメリカの高校生 と話 したことで相手 も人間であり、文化交流が大切であることを実感で

きました。今度は相手校の建学の精神や学校行事 を知れたり、基本情報や歴史 を学びながら、

より深い対話 を目指 していこうと思います。」  

 

 

共 同 制 作 し た プ レ ゼ ン ス ラ イ ド  
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  ３日 目  

到 着 ２日 前 まで続 いていた、 ロサンゼルス近 郊 の山 火 事 のため 閉 鎖 となっていた 、世 界 的

名 作 を収 めるゲティ美 術 館 と、冷 戦 とアメリカ政 治 について学 べるロナルド・レーガン大 統 領 図

書 館 は、見 学 は難 しい 見 込 みでした 。しかし到 着 美 より営 業 が再 開 され、一 流 の作 品 や、冷

戦 の歴 史 について深 く学 べる機 会 となりました。 結 果 的 に 、休 日 にも関 わらず、人 も少 ないの

でじっくりと見 学 し、学 習 する事 ができました。 

  生徒感想  

「レーガン図書館 を訪問 して、１つの歴史的事実でもたくさんの見 え方があるということを学 びまし

た。私 たちが普段学習 している事 も、違 う視点から考 えると全 く違 う発見や考 えが浮かんでくること

があります。このように、日本からの視点 だけではなく、それ以外の国の立場になって問題 を見つめ

直すことはとても大切 であると気 づくことができました。この発見 を今後の授業などで生かしていきた

いと思います。」  

「中学生時代に学んだ、印象派のモネや、空 を大 きく描 くシスレーなどの画家の絵 をゲティ美術

館 で見 ることができ、芸術 の楽 しさに触 れることができました。美術館や博物館で展示 を見 て回 る

時 に、もう少 し英語の文章 を読 んで置 きたかったということが反省点です。このフィールドワークでの

経験 を活かし、このような場面でも積極的に挑戦 していきたいと思います。」  

 

  ４日 目  

午 前 中 はベンチュラ市 にあるノードホフ高 校 を訪 問 し、同 校 で１，2 時 間 目 に行 われたアメリ

カ史 と経 済 学 の授 業 に参 加 させてもらいました。日 米 の戦 争 史 観 の比 較 や、  高 校 生 の日 常

について、それぞれが３人 の現 地 高 校 生 相 手 に意 見 交 換 をしました 。午 後 にはア メリカ創 価

大 学 を訪 問 。イアン・リード教 授 より、「ブラジルの多 文 化 社 会 」の特 別 講 義 を受 けた後 、ハブ

キ学 長 と懇 談 していただきました。 

  生徒感想  

 「ノードホフ高校でのディスカッションは、はじめとても緊張 していましたが、生徒の皆 さんがとても親

切にしてくださり、有意義で楽 しい時間 を過 ごすことができました。アメリカの文化について学ぶことが

できただけでなく、日本の文化を伝 えることもできました。また、国の文化の差異を超 えた人 との出会

いの素晴らしさを感 じることができました。」  
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  ５日 目  

実 質 の最 終 日 となりました。午 前 中 はアメリカ創 価 大 学 （SUA）のキャンパスツアーから開 始 。

午 後 には核 廃 絶 （オガタ准 教 授 ）と貧 困 （へフロン教 授 ）の テーマごと、グループにわかれて、

教 授 の前 で発 表 と討 論 を行 ないました。ゼミ形 式 の本 物 の リベラルアーツの授 業 を体 験 するこ

とができました。夕 方 からは SUA 生 との交 流 会 で「多 文 化 主 義 の実 践 について」積 極 的 に議

論 する姿 に、短 期 間 での成 長 を感 じ、感 動 しました。 

 

  生徒感想  

「SUA 生 との交流に触発 をされ、さらに語学 を学ばねばと痛感 しました。今 はただ英語に集中

して、大学入学後は、第 ２、第 ３外国語 をいよいよ学 んで、より多 くの人 と意思疎通 を図 り、人脈 ・

友情の輪 を世界に広げていきます。今回 『娯楽 』としてではなく『学 び』としてアメリカに来たからこそ、

本当 にたくさんのことに関心 を持 ち、視野 ・観 点 を広 げ、友 達 も作 ることができました。このような貴

重な経験を帰国 したら周 りの人達に語 り、さらに全 てに五感 を研 ぎ澄ましていきます。」  

 

フィールドワークの流 れ（事 前 ・事 後 指 導 ）  

日 付  内   容  

6 月 １５日 (土 ) １次 試 験 (英 語 )  

６月 ２４日 （月 ） ２次 試 験 （英 語 グループディスカッション） 

7 月 １0 日 (水 )  合 格 者 指 導 会  

夏 季 休 業 中  オンラインにて３つの課 題 提 出  

・1)  核 兵 器 禁 止 条 約 の成 立 について 

・2)「SDGs 目 標  1 あらゆる場 所 で、あらゆる形 態 の貧 困 に終 止 符 を

打 つ」の現 状 と日 本 の貢 献 について 

・３）日 本 の貧 困 問 題 についての４つのネット記 事 を読 んで（英 語 ）  

9 月 10 日 (火 ) 第 １回 学 習 会  テーマ別 検 討 会  英 語 討 議  

9 月 １8 日 (水 ) 第 ２回 学 習 会  Re la t i v e  Pover ty  (英 語 ) 

10 月 ２日 (水 ) 第 ３回 学 習 会  Nuc lea r  D i sa rmament （英 語 ） 

10 月 22 日 (火 ) 第 ４回 学 習 会  Gende r  貧 困 ・核 問 題 別 発 表 練 習 会  

10 月 28 日 (月 ) 最 終 リハーサル  

10 月 30 日 (水 ) 壮 行 会  プレゼン完 成  

11 月 11 日 (月 ) 事 後 指 導 会  
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B) 岩 手  

  期  間  7 月 23 日 ～２５日 の３日 間  

  主 な訪 問 地  岩 手 県 葛 巻 町 ・陸 前 高 田 市  

  参 加 者  高 校 １年 生 ５名  高 校 ２年 生 ４名  高 校 ３年 生 ３名  計 １２名  

  目  的   

「環 境 問 題 」をテーマに、環 境 先 進 自 治 体 である岩 手 県 葛 巻 町 を訪 れ、クリーンエネル  

ギー諸 施 設 の見 学 や循 環 型 農 業 を実 感 的 に学 ぶ。また、8 年 前 の 3.11 東 日 本 大 震  

災 の際 に大 きな津 波 被 害 を受 けた、岩 手 県 陸 前 高 田 市 を訪 れ、自 然 と共 生 する復 興  

の様 子 を学 ぶ。 

  事 前 学 習 ・準 備  

環 境 問 題 に関 するポスターセッション（グループ毎 にポスターを作 成 ） 

（クリーンエネルギー、食 糧 問 題 と葛 巻 町 、葛 巻 町 について、地 球 温 暖 化 の現 状 ） 

陸 前 高 田 市 についての調 査 ・ポスターセッション（グループ毎 にポスターを作 成 ） 

（防 災 ・復 興 、産 業 ・文 化 、ノーマライゼーションという言 葉 のいらない町 づくり） 

現 地 でのインタビューのための質 問 シートの作 成  

 

  行 程  

  １日 目  

くずまき高 原 牧 場 （葛 巻 町 ）へ訪 問  

講 義 ：「循 環 型 酪 農 経 営 について」  

体 験 学 習 ：乳 牛 の世 話 、原 木 シイタケ栽 培 管 理 体 験  

  生徒感想  

「私 たち人間が普段何気なく食べているお肉は、動物からいただいた、かけがえのない命である

ということに改めて気づかされました。この経験 を忘れることなく、食べているもの全 てに感謝 を持 ちな

がら『生命の尊厳 』という精神 を体現 していきます。」  

  ２日 目  

（午 前 ）くずまき高 原 牧 場  

講 義 ：「クリーンエネルギーの取 り組 みについて」  

見 学 ：上 外 川 風 力 発 電 施 設  

（午 後 ）陸 前 高 田 市 に移 動  

市 内 見 学 ：追 悼 施 設 、復 興 まちづくり情 報 館 、  

防 潮 堤 等  

ポスター発 表 （講 評 ；陸 前 高 田 市 参 与  村 上 清 さん）  

交 流 ：姉 妹 都 市 交 流 で滞 在 中 のクレセントシティ（アメリカ）の方 々との交 流 、  

陸 前 高 田 市 在 住 の方 々との懇 談 会  

  生徒感想  

「陸 前高田市では今 でも復興工事が行われていました。お会 いした地元の方々が、明 るく強 く

復興に向かっていることを感 じました。家族や友人の死 を乗 り越 えて復興への取 り組みを進めてきた

8 年間は、辛 く苦 しいものだったと思います。東日本大震災を乗 り越 え、前進 していく姿 に勇気 をい
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ただきました。私 も自分の夢に向かって前進 しようと思います。」  

 

  ３日 目  

陸 前 高 田 市 戸 羽 市 長 との懇 談  

陸 前 高 田 市 市 内 見 学  

（箱 根 山 展 望 台 、伝 承 館 等 ）  

 

  生徒感想  

「戸 羽 市長のお話 で、特 に印象的 だったのが、『SDGs とは

当 たり前の項目であり、この当 たり前のことを、当 たり前にするのが

非常 に難 しい』ということです。当 たり前 のことを当 たり前 にできる

社会の形成に少 しでも力になりたいと思いました。」  

 

 

  研 修 内 容 をまとめたポスター 
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C) 沖 縄  

  目  的  

唯 一 の地 上 戦 であった沖 縄 戦 の事 実 について、博 物 館 見 学 や壕 内 部 の見 学 、戦 争 体 験

聴 講 を通 し て学 ぶ。 さ らに、 沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 校 の 生 徒 と テ ーマについて 意 見 交 換 し 、

交 流 を深 める。  

  期  間  １１月 ７日 （木 ）～９日 （土 ）  ２泊 ３日  

  参 加 者  生 徒 １２名 （男 子 ４名 、女 子 ８名 ）・引 率 教 職 員 ２名  

 

  行 程 ・感 想  

＜１日 目 ＞  

初 日 、参 加 した 12 名 は、羽 田 空 港 から空 路 、沖 縄 県 ・那 覇 空 港 に降 り立 ち、ひめゆり平

和 祈 念 資 料 館 で、沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 等 学 校 （ SGH 校 ）の生 徒 10 名 と合 流 し、ひめゆ

り学 徒 隊 について学 びあいました。その後 、沖 縄 県 平 和 祈 念 資 料 館 で常 設 展 示 を見 学 。同

館 会 議 室 にて、両 校 交 流 会 （ピースフォーラム）を開 催 し、「平 和 の礎 」にて思 い出 深 い記 念

撮 影 や交 流 のひと時 を設 けることができました。 

 

 

 

 

  ＜ 生徒感想＞  

「戦 時中の教育や状況 、酷い辛い現実 を詳 しく知 ることができ、また亡 くなったひめゆり学徒隊

の 1 人 1 人の写真と紹介 を見たとき、本当に言葉では表せないほどの悲 しい気持ちになりました。

これを私 たちのもっと後世にも伝 えていかなければならないと思いました。今日 、沖縄に来 て知 ること

ができてよかったと思 える学びのある 1 日でした。」  

「今 までの戦争への考 えは、教科書や動画で得たもので浅はかなものでしたが、戦時中の展示

を見て自分の考 えが変わりました。また、那覇国際高校と、『平和 』のために自分たちは何ができる

かを討論 し、『他人へのうらやみ、嫉みの廃絶 』だと結論付けました。そのためには、自分の心が強

なくてはいけません。自分にしかできないこと探 し、相手 を尊重する。このこと大切にしていきたいと決

意 しました。」  

 

＜２日 目 ＞  

第 ２日 目 の午 前 中 は、沖 縄 戦 戦 没 者 の遺 骨 収 集 事 業 に取 り組 んでいる NPO 法 人 ガマ

フヤー（具 志 堅 隆 松 代 表 ）の遺 骨 発 掘 ボランティア作 業 を体 験 しました。  
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糸 満 市 山 城 付 近 のガマの中 にも入 れてもらい実 物 の遺 骨 や遺 品 も拝 見 しました。午 後 に

は、沖 縄 研 修 道 場 を 訪 問 しました 。総 県 長 より、 付 属 展 示 室 を 案 内 頂 き 、創 立 者 のご発 案

によってミサイル基 地 が「平 和 の要 塞 」へと生 まれ変 わった意 義 を学 園 生 へ丹 念 に説 明 してく

ださいました。帰 りの道 中 では、嘉 手 納 基 地 を一 望 できる道 の駅 「かでな」に立 ち寄 り、沖 縄 と

米 軍 基 地 の現 状 を肌 で感 じる機 会 となりました。  

 

 

 

  ＜ 生徒感想＞  

「沖 縄研修道場の見学では、かつてはそこに国 を滅ぼす威力のある核兵器があったのだと思 う

と本当に怖いと思 いました。そして、創立者が戦争 を起 こさないために外国の多 くの識者 と対話 を

重ねて、平和 を築 いてくださっていることは本当にすごいことだと改 めて実感 しました。今日 も本当 に

多 くのことを学び、充実 した時間 を過 ごすことが出来ました。」  

「遺 骨収集のボランティアでは様々なことを教 わりました。地域 を越 えて、国境 を越 えて人々と意

思疎通ができるような社会のために、まずは目の前の勉学を頑張 りたいと思いました。沖縄研修道

場では、戦争体験者の方に描いて頂いたという絵が印象に残 りました。もう二度 とこんな悲惨な戦

争が起 こるようなことはあってはならない、という事 を改めて痛感 した 1 日でした。」  

「『他人 を殺すこと、他人に殺 されること、そして自分 を殺 してしまうことを絶対に許 してはならない」

という具志堅 さんの言葉は、重みがあって胸に刺 さりました。遺骨収集を体験 してみると、実際はな

かなか見つかりませんでした。収集には長い時間 をかけて、何度 も足 を運ぶ必要があるとわかりまし

た。遥か昔に行われた戦争ではないことを心から実感できました。』  

 

＜３日 目 ＞  

最 終 日 となった３日 目 は、沖 縄 国 際 平 和 会 館 を訪 問 し、株 式 会 社 ぬちまーすの高 安 藤 副

社 長 によるご講 演 を沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 校 の生 徒 代 表 と共 に拝 聴 しました。在 沖 米 国 総

領 事 館 で広 報 文 化 担 当 補 佐 官 をされていた経 験 等 を通 して、グローバル人 材 に成 長 するた

めの方 途 を語 ってくださいました。 午 後 には、総 沖 縄 長 が特 別 展 示 室 を丁 寧 にご案 内 くださ

いました。創 立 者 と沖 縄 の絆 、そして昭 和 39 年 12  月 2  日 の『人 間 革 命 』執 筆 開 始 の模

様 をはじめ、創 立 者 の数 々のエピソードを伺 いました。  

すべての行 程 を終 え 、 那 覇 空 港 か ら 東 京 に 帰 京 しました。 無 事 故 ・大 成 功 でフィールドワ

ークの全 行 程 を終 えることができました。  
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  ＜ 生徒感想＞  

「セミナーで高安 さんは、今 『ひと踏 ん張 り』をすれば将来色々なことを達成できるということを教 え

てくださいました。将来のために今 しかできない頑張 った経験づくりに励みます。午後は恩師記念室

を見学 しました。創立者の姿に、目の前の人 を励 ますことは容易 なことではないと感 じました。この３

日間 、たくさんの人に励 まされたので、次は私が誰かを励ましていきたいです。」   （1 年  女子 ）  

「セミナーでは、私たち高校生に英語の勉強方法や、挑 戦すること、今頑張ること、ひと踏 ん張

りした経験 を持つことが大事だと教 えて頂 きました。これは負 けじ魂に通ずる部分があると思いました。

この３ 日間 、沖縄戦のことをよく学 んだので、創立者の『人間革命 』の冒頭 を肌身で感 じることが

できました。」  

「高 安 さんのセミナーを受 けさせて頂 き、いま頑張 る大切 さ、勉強する重要 さなど、精神面でも

役 に立 つことをたくさん教 えて頂 きました。私 は将来 、教育の分野に携わりたいので、今 日 、恩師

記念室で三代会長の師弟 を学び、創価の教育理念について自分から調べてみようと思いました。

たくさんの決意が生まれたフィールドワークでした。」  

 

D) JICA 地 球 ひろば（市 ヶ谷 ） 

  期 間  ８月 ３１日 （金 ） 

  参 加 者  ２８名 （高 校 １年 生 ２８名 ） 

  目 的  

「国 際 理 解 」をテーマに、JICA 地 球 ひろばを訪 れ、青 年 海 外 協 力 隊 の経 験 者 による施 設

案 内 や、レクチャーを通 して、世 界 の実 情 を体 験 的 に学 び、その解 決 の方 途 を探 る。また、テ

ーマディスカッションを通 して、世 界 の諸 問 題 に対 する関 心 ・理 解 を深 め、国 際 協 力 のあり方

を見 つめ、また将 来 の進 路 選 択 の一 助 とする。  

 

  行 程  

フィールドワーク当 日 、市 ヶ谷 駅 に集 合 し、10 分 程 度 歩 いて、JICA 地 球 ひろばに行 きま

した。合 計 3 つある研 修 のうち、最 初 は、青 年 海 外 協 力 隊 としてタイで日 本 語 教 育 をしていた

方 の体 験 談 を伺 いました。体 験 談 では、貧 困 国 で暮 らす人 々が私 たちの想 像 を 超 えるような

環 境 下 で 勉 強 をしていること や、文 化 の違 いを乗 り越 える国 際 ボランティアの大 変 さを学 びま

した。  

その後 、２つ目 の研 修 である、地 球 ひろばの施 設 をスタッフの方 にご案 内 いただき見 学 しま

した。施 設 見 学 では 、 充 実 した体 験 型 の 展 示 により、多 種 多 様 な 地 球 規 模 課 題 と「 持 続 可
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能 な開 発 目 標 （SDGs）」との関 連 性 を学 ぶことができました。また、昼 食 にエスニックビュッフェ

として海 外 の素 材 を使 った料 理 を味 わいました。  

昼 食 を 挟 み ３ つ 目 の 体 験 型 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 し ま し

た。ワークショップでは、地 球 ひろば独 自 で開 発 された「持 続 可

能 な開 発 目 標 （ SDGs）」のカードゲームを通 じて学 びを深 めま

した。目 標 を達 成 するためには、自 分 のグループのことだけやっ

ていれば 良 いのでは な く、 周 りのグ ループ とも 協 力 し なくて はい

けないことなど、体 験 的 に実 感 することができました。実 際 の課

題 とゲームでの内 容 を比 べると、各 国 はただ一 つの課 題 だけで

な く 、 複 合 的 に 絡 ま った 課 題 解 決 の 難 し さ の中 で 、 国 際 支 援

をしていることを学 びました。また世 界 のさまざまな課 題 や SDGs の中 で何 を優 先 して取 り組 ん

でいくことが大 切 なのかを考 え、グループごとに 発 表 する中 で、いろいろな視 点 で考 えることの

大 切 さを学 びました。  

 

  生徒感想  

「一 番 心 に残 っているのは、『日 本 に生 まれて安 全 にきちんとした

教 育 を受 けられるのは、宝 くじよりも低 い確率 なんだよ』という青 年

海外協力隊の方の言葉です。夢の実現に向 けて思い切 り勉強

できることへの感謝 を、世界の恵まれない子供たちのためにも絶対

に忘れてはならないと思いました。」  

 

 

「ワークショップでは、みんなで SDGｓの 17 のゴールについて話 し合

い、深められたので良かったです。今回学んだことを、今後の進路

や学校での活動に取 り入れて、少 しでも多 くの人が平和で笑顔で

過ごせる地球 を皆で作 っていきたいです。」  

 

 

 

F)  国 立 ハンセン病 資 料 館 （東 村 山 ） 

  期 間  ２／１６（日 ） 

  参 加 者  ３０名  （高 校 ２年 生 ３０名  男 子 １１名  女 子 １９名 ） 

  目 的  

国 立 ハンセン病 資 料 館 並 びに多 摩 全 生 園 を訪 れ、ハンセン病 回 復 者 の方 との交 流 を通

して、ハンセン病 の歴 史 的 背 景 を学 ぶとともに、人 権 を踏 みにじられてきた体 験 者 の痛 みに触

れ、自 身 の生 き方 や人 権 について考 え、深 める機 会 とする。 

  事 前 学 習  

参 加 対 象 の２学 年 に対 して 12 月 １２日 の LHR で全 員 に語 り部 「佐 川 修 さん」の記 録 映

像 を視 聴 し、今 回 のフィールドワークの意 義 を確 認 した。今 回 は、３０名 のエントリーがあった。
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参 加 予 定 者 とは ３回 事 前 学 習 会 を 行 なっ た。１回 目 は学 習 冊 子 を読 んだ上 で 法 務 局 の人

権 学 習 ビデオ 「 家 族 で 考 える ハンセ ン 病 」の 視 聴 と“ 差 別 が なく なるために は どのよ う な ことが

必 要 なのか”をテーマにしたグループディスカッション。2 回 目 は「ひとりの人 間 として〜ハンセン

病 訴 訟 「控 訴 断 念 」への道 のり〜」のドキュメンタリー映 像 を視 聴 するとともにディスカッションを

通 して学 び合 った。３回 目 は「熊 本 地 裁 の裁 判 と宿 泊 拒 否 問 題 （ 一 部 ）」を視 聴 しディスカッ

ションを行 い、ハンセン病 に関 する基 礎 知 識 を踏 まえ、一 人 ひとりが現 地 でハンセン病 回 復 者

さんに伺 いたいことを考 えて当 日 を迎 えた。  

 

  行 程  

午 前 は、国 立 ハンセン病 資 料 館 の展 示 を見 学 し、日 本 におけ

るハンセン病 の差 別 の歴 史 を学 んだ。各 地 の療 養 所 で実 際 に使

われていた生 活 道 具 や患 者 さんがつくった詩 や芸 術 作 品 を目 の

当 たりし、出 口 の見 えない隔 離 生 活 の 厳 しさとその 中 で生 きる希

望 を持 ち続 けた患 者 さんたちの力 強 さに心 が震 えた。 

昼 食 は 、 多 摩 全 生 園 内 の 中 央 集 会 所 に て 頂 い た 。 ま た 、 全

生 園 の明 日 をともに考 える会 の代 表 である藤 崎  美 智 子 さんから

のお話 も頂 くことができた。 

午 後 は「ハンセン病 回 復 者 と話 す会 」と多 摩 全 生 園 のフィール

ド ワ ー ク に 参 加 し た 。 話 す 会 で お 話 を 伺 っ た 三 人 の 回 復 者 さ ん

は、 家 族 が差 別 を 受 け ないよ うに 自 分 の 故 郷 を離 れ 、 療 養 所 で

つけた名 前 で生 活 されていた。また、ハンセン病 にかかったあとも

差 別 を受 ける中 、故 郷 の友 人 との温 かい交 流 があったことなどを

知 ることができた。回 復 者 のかたは参 加 した生 徒 一 人 ひとりに明

るい未 来 を つくっ てい って ほ しいとの 期 待 を 語 って くださった 。 回

復 者 の方 、一 人 ひとりにかけがえのない人 生 があったこと、それを

踏 みに じ った 差 別 が 現 実 に こ こ日 本 で 存 在 したのだ とい う こ と に

大 きな 衝 撃 を 受 けた 。 差 別 に 苦 し み続 け てき た回 復 者 さ んの生

の声 に直 接 触 れ、生 き抜 いてきた地 を自 分 の 足 で歩 く中 で、生

徒 一 人 ひとりが人 権 という問 題 と深 く向 き合 う時 間 となった。  

 

  【生徒感想】  

「私 は『無知であること』が人 として一番残酷ではないかと思いました。今回の研修があるまで私

はハンセン病 のこと、回 復者 の方の事 を何 も知 らずに生活 してきました。私 は将来 、教育者 として

差別や偏見をなくしたいと考 えています。創立者が言われている『誰一人置き去 りにしない教育 』を

目指 し、成長 していきます。」  

「ハンセン病 に関 する知識や人権問題について深 く学 べました。回 復者の方 との懇談 では当

時の偏見や差別のお話 を伺い、事前学習だけでは感 じる事のできない人権の大切 さに気づくこと

ができ、私の夢である弁護士になるための貴重な経験ができました。この体験 を、まずは身のまわり

の友人や家族に話 していきます。」  

「ハンセン病が社会から強 く影響 を受 けた病であることや、時代の風潮に流 された偏見や差別
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により、多 くの方 が苦 しめられてきたという歴史 を学 び、強 い憤 りと悲 しみを何度 も感 じました。懇 談

会では体験 を涙 まじりに震 える声でお話 してくださり、その姿にも胸がしめつけられました。辛い経験を

話 してくださった上に大 きな期待 をしてくださる回復者の方の思いを胸に刻んでいきます。」  

 

F） 国 際 連 合 大 学 （渋 谷 区 ） 

  期 間  １２/３（火 ） 

  参 加 者  １３名 （高 校 ３年 生 ） 

  目 的  

国 際 連 合 大 学 （以 下 、国 連 大 学 ）は、SDGs の全 ての分 野 にて高 い専 門 性 を持 ち、世 界

各 地 に研 究 所 を有 する。そのため、国 連 大 学 は地 域 の課 題 を解 決 する上 でグローバルなネッ

トワークとして重 要 な役 割 として機 能 している。今 回 は「国 際 貢 献 ・国 際 パートナーシップ」をテ

ーマに、ここに訪 れ SDGs 達 成 の鍵 である 17 番 目 のゴール「パートナーシップで目 標 を達 成 し

よう」について、実 際 の活 動 経 験 者 や研 究 者 から、その現 状 と具 体 的 な取 り組 みの話 を伺 い

理 解 を深 める。 

 

  事 前 学 習  

出 発 前 の 事 前 学 習 と して 、 国 連 大 学 と現 地 で講 演 を 頂 く 地 球 環 境 パートナー シップ プラ

ザ （GEOC ）についてま とめた プリント を 、参 加 者 に配 布 しま した 。 参 加 者 には 、 プリント を読 み

込 み、また QR コードからそれぞれの HP にアクセスして、興 味 がある取 り組 みや質 問 事 項 を整

理 して当 日 に臨 みました。 

 

12 月 3 日 に本 校 ３年 生 の 13 名 が SGH のフィールドワークとして

国 連 大 学 を訪 問 しました。渋 谷 駅 のハチ公 前 に集 合 し、徒 歩 10 分

程 度 の道 のりを歩 き、国 連 大 学 に行 きました。 

国 連 大 学 では、関 西 創 価 学 園 の卒 業 生 でもある今 井 夏 子 氏 （国

連 大 学 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 高 等 研 究 所 ） に 出 迎 え て い た だ き 、 国 連 大

学 の図 書 館 内 にあるレクチャーコーナーに案 内 されました。最 初 の講

義 は、今 井 夏 子 氏 が担 当 していただき、UNU（国 連 大 学 ）が 修 士 号

と 博 士 号 を 授 与 す る 大 学 院 大 学 で あ る こ と 、 UNU は 、 国 連 が 持 つ

様 々 な機 関 の中 で唯 一 日 本 に本 部 がある こ と。また 、 この建 物 内 に

UNU-IAS（国 連 大 学 サステナビリティー 高 等 研 究 所 ） が あることを学

びました。 
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今 井 夏 子 氏 ご自 身 が関 わった紛 争 地 域 の復 興 援 助 に

つ い て 体 験 を 通 し て 話 し て 頂 きま した 。 参 加 生 徒 た ちは 、

国 連 大 学 の概 要 と「人 間 の安 全 保 障 」のために国 連 大 学

が行 政 や NGO などの機 関 と連 携 を取 り組 んで実 施 してい

る取 り組 みを学 ぶことが出 来 ました。 

次 に、UNU-IAS が環 境 省 と共 同 で提 唱 した 日 本 発 の

SATOYAMA イ ニ シ ア チ ブ につ い て 担 当 者 から の レ クチ ャ

ーしていただき 、地 球 規 模 課 題 に繋 がる地 域 の課 題 に対

して、地 域 や行 政 、企 業 、研 究 機 関 、NGO などの団 体 が連 携 しながら解 決 していく流 れを、

実 際 にあった事 例 を踏 まえながら紹 介 して頂 きとても充 実 した時 間 になりました。 

また、国 連 大 学 内 の図 書 館 では、国 際 連 盟 の時 代 から国

連 で採 択 された議 決 に関 する製 本 された資 料 なども手 にとっ

て見 ることが出 来 ました。 

滞 在 時 間 ２時 間 という 短 い時 間 の 中 で、漠 然 とした イ メー

ジ が あ っ た 「 パ ー トナ ーシ ッ プ 」 の 在 り 方 が 、 具 体 的 な 事 案 を

聞 く中 でより明 確 になりました。 

 

  生徒感想  

「私 は気候変動に興味があるのですが、今 までは地球温暖化を止めるためにはどうしたら良いの

かということばかり考 えていましたが、洪水などによるインフラの崩壊などを防 ぐための防災の大切 さを

知 り、これからは地球温暖化 を止めるための解決策 と共に、地球温暖化に対応できる社会 をつく

るにはどうしたら良いかと言 うことも考 えていきたいと思います。」  

「国 連 大 学 のテーマにある持 続 可能 な社会 をつくるために未

来 と現在にニーズを満 たす政策 を打 ち出 すために、直接つながる

ような学びをしていくというところにとても魅力 を感 じました。私は、アフ

リカに教育の面 で支援 していきたいと思 っているので大学 で教育

についてとことん学び、国連大学のような将来 に直接繋がるところ

で学んでいきたいです。」  
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6 .  グローバルセミナー 

■目 的  

国 内 外 で活 躍 される有 識 者 ・学 術 者 ・本 校 卒 業 生 をお迎 えし、講 演 会 ・懇 談 会 を開 催 す

ることによって、生 徒 がグローバル人 材 へと成 長 するための触 発 の機 会 とする。一 貫 校 である

創 価 中 学 校 にも広 く公 開 する。  

 

■実 施  

2019 年 度 は 9 カ国 15 組 のゲストスピーカーをお迎 えし、グローバルセミナーを開 催 した。

（詳 細 は一 覧 表 を参 照 ）その中 から、以 下 ３つのグローバルセミナーについて概 要 等 を報 告 す

ることとする。  

 

◆ブライアン・ペンプレイス博 士 （アメリカ／アメリカ創 価 大 学 教 務 部 長 ）  

〈開 催 日 ・会 場 〉2019 年 6 月 14 日 （金 ）・グローリーホール  

〈テーマ〉科 学 と地 球 市 民 の使 命  

〈概 要 〉  

天 文 分 野 の研 究 者 でもあるペンプレース博 士 より、宇 宙 と人 間 のつながりや、人 間 と自 然 、人

間 と科 学 の結 びつきについて講 義 。天 文 学 においても「世 界 市 民 」としての考 え方 が重 要 で、

世 界 的 な科 学 の探 求 は、世 界 平 和 に通 じていると話 された。  

  生徒感想より  

「人 間 と宇宙 は一体であるということにとても心 を打 たれました。今日の講演で、宇宙 、そして人

間は計 り知れない可能性を持つのだと感 じました。」  

№ 来 校 日 国 名 来 校 者 役 職 等

1 2019/05/15(水) マカオ
シンディ・ラム

(Dr. Cindy LAM)
マカオ大学国際部ディレクター

2 2019/05/30(木) アメリカ
イザベル・ヌニェス

(Dr. Isabel Nunez)
パデュー大学フォートウェイン校教育学科長・教授

3 2019/06/04(火) タイ チュラロンコン大学教育学部教員ご一行

4 2019/06/14(金) アメリカ
ブライアン・ペンプレイス

(Dr. Bryan E. Penprase)
アメリカ創価大学教務部長

5 2019/06/17(月) フィリピン
カピストラノ・ベリンダ・メルカド

（Dr. Capistrano Belinda Mercado）
イースト大学看護学部長

6 2019/06/27(木) 中国 首都師範大学・南開大学・北京教育学院教員ご一行

7 2019/10/18(金) パナマ
パトリシア・ブリエグ

（Ms. Patricia Vlieg)
パナマを代表する盲目の歌手

8 2019/10/30(水) ウズベキスタン アヴァズジョン・マラヒモフ
トゥルスナリ・クジーエフ

ウズベキスタン国立大学総長
元文化大臣

9 2019/11/11(月) イギリス
クレア・レガッタ

(Ms Claire Leggatt)
イギリス・ケント大学

10 2019/11/11(月) 日本 二木　孝　氏 外務省大臣官房公文書監理室

11 2019/11/13(水) 中国 首都師範大学初等教育研究所現職教員ご一行

12 2019/11/13(水) 中国
キンファン・ユイン
(Dr. Xiaofeng YIN)

東大大学院在籍

13 2019/11/19(火) イギリス
ヒュー・マイアル

(Dr. Hugh Miall )
ケント大学国際関係学部名誉教授

14 2019/11/25(月） アメリカ
マリアン・ハルトグレン

（Dr. Marianne J Hultgren)
カリフォルニア大学サンフランシスコ校（UCSF）看護学研究科　

15 2020/02/13(木) 日本 真田　久　教授 IOC公認筑波大学オリンピック教育プラットフォーム事務局長
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「今 日 の講演で博士 は『勇気 を持つこと』『成 功 するまで一生懸命取 り組 むこと』『必 要 なとき

は他の人に助けを求めること』『他 の人に質問すること』ができれば、どんな難問 でも必 ず答 えが見

つけ出せるとおっしゃっていました。私 も勇気 を持 って挑戦 していきます。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆二 木 孝 氏 （日 本 ／外 務 省 大 臣 官 房 公 文 書 監 理 室 上 席 専 門 官 ）  

〈開 催 日 ・会 場 〉2019 年 11 月 11 日 （月 ）・栄 冠 ホール  

〈テーマ〉人 の違 いは出 逢 いの違 い  

〈概 要 〉  

国 際 社 会 で活 躍 するには、ユーモアの感 覚 を身 につけることが必 要 であり、身 につけるために

は客 観 的 に自 分 を見 つめることができなければいけないことや 、演 劇 などで立 場 の違 う役 を演

じる経 験 などはこの能 力 を身 につけるのに役 立 つことを教 えてくださいました。異 文 化 との交 流

のために必 要 なこととして、一 つは、情 緒 に富 むイマジネーション力 を身 につけることが必 要 で

あり、これは作 者 が世 界 観 を描 いている古 典 的 文 学 を高 校 時 代 に読 むことで得 られるのでは

ないか。さらに、自 分 の外 に新 奇 性 を求 めることではなく、自 分 自 身 が「新 しい眼 」をもつこと、

つまり複 数 の視 点 を持 つことが重 要 であると語 られました。また働 く事 について、働 くとは「人 と

動 く」「人 のために動 く」ことであり、「自 分 が 大 切 だと思 うことを根 気 強 くすること」である。「自

分 は変 ると決 めれば、周 りは変 る」など大 切 な言 葉 を伝 えてくださいました  

  生徒感想より  

「外 交官や、異文化交流についていろいろな言葉 を通 して知 ることができました。特 に「人 は人

生で逢 うべき人 には必 ず逢 う。それも一瞬早からず、一瞬遅からず」という言葉が印象に残 ってい

ます。学園に入学 してから今 までなんとなく過 ごしてしまっていたので、高校時代が大切だというお話

を聞いて良かったです。また読書の重要性を再認識 しました。」  

「外交官の仕事 というと難 しそうなイメージがありましたが、今回のグローバルセミナーはとてもわかり

やすかったです。ジョークなどで例 えてくださり、様々な方のお言葉 を聞けたのも、自分にとってために

なることばかりでした。特 に私の心に残 ったのは「本当の楽 しみは努力 した後に生 まれる」です。また、

外交官に求められる７つの資質 も、全 く知 らなかったので勉強になりました。今からしっかり勉強 し努

力 していこうと思いました。」  

「今 回の講演 を通 して、高校生である今の大切 さを深 く感 じました。私 が特 に印象に残 ったこと

は、異文化交流の上で大切なことは、文学 を学び情緒 ある想像力 を養 うことであり、それは２０歳

までの今のうちにしかできないということです。現在 、高校 ３年生であり、残 されている時間はあまり多

くないことに気づき、まずは読書に挑戦 していきます。」  
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◆真 田  久 氏 （日 本 ／ IOC 公 認 筑 波 大 学 オリンピック教 育 プラットフォーム事 務 局 長 ）  

〈開 催 日 ・会 場 〉2020 年 2 月 13 日 （木 ）・講 堂  

〈テーマ〉東 京 2020 大 会 とその後 の社 会  

〈概 要 〉  

ます、パラリンピックの歴 史 をひもといてくださり、その起 源 とされているのは、 1948 年 に開 催 さ

れたロンドンオリンピック開 会 式 （7 月 28 日 ）と同 日 に、イギリスのストーク・マンデビル病 院 で

行 われたストーク・マンデビル競 技 大 会 であり、これは、戦 争 で負 傷 した兵 士 たちのリハビリテ

ーションとして「手 術 よりスポーツを」との理 念 で始 められたものであることを教 えてくださいました。  

 ま た 、 2016 年 リ オ パ ラ リ ン ピ ッ ク で 、 パ ラ リ ン ピ ッ ク 盛 り 上 げ よ う と 、 イ ギ リ ス の テ レ ビ 局

「Channel  4（チャンネル 4）」が作 成 した、PR 動 画 「We’re  The  Superhuman」をご紹 介 し

てくださり、「Yes  ,  I  C an」とのフレーズを通 し、「どんな困 難 があろうとも、諦 めなければ道 が開

ける」と学 園 生 にエールを送 ってくださいました。  

  生徒感想より  

「パラリンピックについて学ぶことができ、パラリンピックとは本当に人の心 を震 わせる世界大会な

のだと改めて感 じました。動画 を見 て、『できない』と最初からあきらめずに、『自分にならできる』と可

能性 を信 じる強 さに胸 を打たれました。あきらめずに一つの事に向 き合い、挑戦 していくという情熱 を

頂 きました。」  

「『We’ re  the  Superhuman』で障害者の方々が不可能だといわれるようなことを自信満々

でやっていて、輝いている姿が記憶に残 りました。外国人や障害者の方々にカベのようなものをつく

ってしまっていたが、パラリンピックをつうじてそのカベを壊 していけるようにもっと関心 を持 っていきたいと

思います。」  

「講演の中でグッドマン博士の「失われたものを数 えるな、残 されたものを最大限に生かせ」という

言葉が強 く印象に残 りました。障害 を持 ちながら自 らの中にある力 を最大限に引 き出 して戦 うパラ

スポーツの選手の姿はまさに“負 けじ魂 ”の姿だと感 じました。」  
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7.  英 字 新 聞 (GCP）  

  期 間  １１月 中 旬 ～３月 中 旬  

  参 加 者  21 名 （１年 生 ６名  ２年 生 ８名  ３年 生 ７名 ）（希 望 者 ） 

  目 的  

英 字 新 聞 の作 成 を通 し、英 語 力 ・発 信 力 を高 めるとともに、取 材 や新 聞 作 成 を通 じ、社 会

や世 界 との関 わり方 、情 報 活 用 能 力 、チームによる計 画 実 行 能 力 等 を涵 養 する。 

 

  事 前 準 備  

学 年 が 混 在 した ４ 名 ずつ の５グ ル ー プに 編 成 。 プ ロ ジ ェ クト 全 体 を 統 括 す る 編 集 長 ・ 副 編

集 長 を定 めました。第 一 回 の 講 義 で記 事 の内 容 をプレゼンするため、それぞれのグループで

書 きたい内 容 を検 討 し、発 表 の準 備 を進 めました。 

 

  講 義 内 容  

１回 目  １１月 １３日 （水 ）（２時 間 ） 

初 回 の講 義 はジャパンタイムズ編 集 局 長 の大 門 小 百 合 氏 に担 当 していただきました。それ

ぞれのグループが記 事 の内 容 を プレゼンし、氏 から講 評 を頂 きました。 講 義 では、「成 田 に 到

着 したばかりの外 国 人 に伝 わるように 書 く」との、英 字 新 聞 の根 本 スタンスを教 えて頂 きま した。 

２回 目  １１月 １６日 （土 ）（２時 間 ） 

第 二 回 の 講 義 では 、 報 道 部 デスクエディ タ ーである、内 藤 陽 介 氏 をお招 き しました 。英 文

記 事 を書 く上 で重 要 な 、取 材 の仕 方 や 写 真 の 撮 り方 、英 文 の書 き方 など、英 字 新 聞 を書 く

上 で不 可 欠 な知 識 ・スキルをご講 義 頂 きました。一 人 称 は 用 いないこと や、情 報 の 出 所 を示

すことなど、客 観 的 に事 実 を記 述 する仕 方 を学 びました。 

３回 目  １２月 １８日 （水 ）（２時 間 ） 

ジャパンタイムズ編 集 企 画 部 ・部 長 の松 谷 実 氏 に講 義 を担 当 してもらいました。 本 講 義 ま

でに生 徒 は記 事 の第 一 校 を作 成 し、それに対 する 修 正 提 案 を行 って頂 きました。より明 確 に

伝 えたいことが伝 わる文 章 を提 示 して頂 き、また読 者 の目 を引 くような熟 語 の使 い方 などを学

びました。加 えてレイアウトの作 成 の仕 方 も 教 わり、本 格 的 に新 聞 を作 成 する準 備 が整 いまし

た。 

４回 目   ３月 ９日 （月 ）（２時 間 ） ※未 実 施  

実 施 予 定 でしたが、コロナウイルスの感 染 症 対 策 として学 校 が休 校 になってしまい、実 施 す

ることが出 来 ませんでした。ジャパンタイムズの大 門 小 百 合 編 集 局 長 の担 当 で、生 徒 版 とプロ

のチェックを入 れて完 成 した版 を比 較 し、英 文 ・見 出 しなどがどのように修 正 されたのか 解 説 を

受 ける予 定 でした。 
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8 .  時 間 管 理 手 帳     

■目 的  

時 間 管 理 能 力 育 成 （タイムマネジメントの指 導 法 開 発 ）  

 

■実 施  

SGH の取 り組 みの一 つとして、生 徒 の時 間 管 理 能 力 を育 成 し、 PDCA サイクルを習 得 さ

せるため、 時 間 管 理 手 帳 （以 下 、〈 スコラ 〉） を 全 生 徒 に 配 付 し て活 用 し ています 。キ ャリア 教

育 推 進 委 員 会 （月 1 回 程 度 開 催 ）での協 議 をもとに、学 年 ごとで計 画 的 に生 徒 への指 導 ・

激 励 を行 っています。  

学 園 祭 では校 内 手 帳 甲 子 園 を実 施 し、第 8 回 手 帳 甲 子 園 東 京 大 会 （主 催 ：NOLTY プ

ランナーズ）に本 校 より 25 名 を出 展 。関 東 大 会 （2019 年 12 月 14 日 ／於 ：立 正 大 学 付 属  

立 正 中 学 校 ･高 等 学 校 ）では、深 瀬 真 歩 さん（ 1 年 ）が「手 帳 活 用 部 門 」において優 秀 賞 を

受 賞 。深 瀬 さんは関 東 大 会 代 表 として、第 8 回 手 帳 甲 子 園 本 大 会 （2020 年 2 月 1 日 ／

於 ：東 京 国 際 フォー ラ ム）に出 場 し、「見 える 化 ・リスト化 ・振 り返 りで 未 来 へ繋 がる手 帳 に」と

題 して、手 帳 活 用 のプレゼンテーションを行 い最 優 秀 賞 （全 国 第 1 位 ）を受 賞 しました。本 校

としては、3 年 連 続 の全 国 大 会 出 場 となり、最 優 秀 賞 受 賞 者 は 2 名 となりました。  

 

■卒 業 生 からの報 告  

 本 校 卒 業 後 ３年 を経 過 した大 学 3 年 生 Ａさんは、ある企 業 でインターンシップ中 に、Ａさ

んが日 常 的 に自 分 の手 帳 を使 って時 間 や情 報 の管 理 していたところ、その姿 が企 業 担 当 者

の目 にとまり、「社 会 人 でもここまで自 己 管 理 できる人 は少 ない、それを高 校 時 代 からやってい

るなんて」と大 変 に驚 かれ、「是 非 、わが社 に就 職 を」と声 をかけて頂 いたとのことです。Ａさん

からは、「 高 校 時 代 に 身 についた習 慣 が、実 社 会 で活 かされること を実 感 した」とのコメン トが

寄 せられました。  

 

■〈スコラ〉効 果 測 定  

 NOLTY プランナーズが〈スコラ〉を活 用 している全 国 の生 徒 に実 施 した効 果 測 定 （ 2019

年 7 月 に実 施 ／ 164,723 名 が回 答 ）では、「手 帳 の使 い方 で参 考 になったものはあります

か ？ （ 複 数 回 答 可 ） 」と「 手 帳 を いつ 使 っ て しま すか ？ （複 数 回 答 可 ） 」 の質 問 項 目 につ いて

以 下 の よ う なデー タが測 定 されま した 。 本 校 にお いて は 、 同 級 生 から 手 帳 の 使 い 方 について

学 ぶ割 合 が全 国 平 均 よりも極 めて高 いため、今 後 も活 用 事 例 紹 介 の機 会 （ TV 放 送 や掲 示

物 ）をさらに効 果 的 に年 間 計 画 で配 置 したいと思 います。また、時 間 管 理 とともに、自 分 が気

づいたことやアイデアをメモする割 合 が全 国 平 均 よりも抜 きん出 て高 いことが判 明 しました。ジ

ェネリックスキルの成 長 を測 る PROG-H（河 合 塾 ）の 2 年 生 の受 験 結 果 によると、「課 題 発 見

力 」の平 均 値 が 3.05（全 国 平 均 2.75）、「計 画 立 案 力 」の平 均 値 が 2.98（全 国 平 均 2.62）

という高 い数 値 で測 定 されました。スコラによる日 常 的 なトレーニングが、これらのコンピテンシ

ーの育 成 に貢 献 しているのではないかと推 測 しています。  
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9.  評 価 と分 析  

Ａ） アンケートと分 析  

 ■生 徒 対 象 のアンケート 

２０２０年 １月 、ＳＧＨ活 動 に関 するアンケートを全 校 対 象 に行 いました。 

現 在 の高 校 ３年 生 については、入 学 年 からのアンケート結 果 との比 較 を行 いました。 また、

語 学 への意 欲 の変 化 、協 働 能 力 を問 う質 問 については、ＳＧＨに認 定 されて以 降 過 去 行 っ

たアンケート結 果 との比 較 を行 っています。 

 

●海 外 への志 向 性 、語 学 への意 欲 の変 化  

「将 来 留 学 をしたい 」と いう問 いに対 し 、ＳＧＨ の活 動 に３ 年 間 取 り 組 んだ現 ３年 生 の 入 学

時 と卒 業 時 の 結 果 を比 較 したのが 以 下 のグラフです。「留 学 をしたいですか」 の 問 いに対 し、

「あてはまる」と答 えた生 徒 が、2017 年 5 月 では 35％だったのに対 し、2020 年 1 月 のアンケ

ートでは 53％と、18 ポイントも増 加 しています。ＳＧＨの活 動 を３年 間 継 続 して行 うことで、留 学

がより身 近 に現 実 的 に感 じられるようになってきたことがわかります。  

 

また、「語 学 試 験 挑 戦 したい 」という問 いに対 する回 答 について、経 年 変 化 を示 したのが以

下 のグラフです。これによると、SGH 認 定 後 の 2017 年 2 月 以 降 、全 体 の８割 前 後 を保 ちなが

ら推 移 しています。語 学 修 得 に対 し、前 向 きに 取 り組 もうとする生 徒 の割 合 が高 いことが わか

ります。 
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受 験 者 数 を見 ると、2014 年 から 2015 年 へかけて 2 倍 近 く増 加 しています。2015 年 度 にＳ

ＧＨアソシエイト校 に指 定 され、英 検 の受 験 料 の助 成 が行 われるようになったことが、増 加 の一

因 としてあげられます。ＳＧＨ の活 動 を行 う中 で、語 学 の 重 要 性 への認 識 が高 まっていると考

えられます。2019 年 度 からは英 検 受 験 料 の助 成 がなくなりましたが、そのような中 でも、 英 検

準 １級 には多 くの生 徒 が挑 戦 しています。また、1 級 にも、確 実 に実 力 のある生 徒 が挑 戦 して

いると考 えられます。 

 

 

 

 

 

 

●身 につけてほしい資 質 や能 力 の定 着  

次 のグラフは、地 球 的 問 題 ・課 題 への興 味 や理 解 に関 する問 いで、３年 間 ＳＧＨの活 動 に

取 り組 んできた現 ３年 生 の入 学 時 と 卒 業 時 の結 果 を比 較 したものです 。入 学 時 には「あては

まる」と答 えた生 徒 が 15％だったのに対 し、2020 年 1 月 のアンケートでは 34％に増 加 しまし

た。また、2020 年 1 月 のアンケートでは「あてはまる」「どちらかといえば あてはまる」と 75％の生

徒 が答 えており、ＳＧＨでの活 動 が生 徒 たちの地 球 的 問 題 ・課 題 への興 味 や関 心 を高 め、具

体 的 な学 びにつながっていることがわかります。 

 

次 の グ ラ フ は 、 現 ３ 年 生 の 問 題 解 決

能 力 の入 学 時 と卒 業 時 の比 較 です。入

学 時 と 比 較 す る と 、 卒 業 時 に 「 あ て は ま

る 」 「 ど ち ら か と い え ば あ て は ま る 」 と 答 え

た生 徒 は 14％も増 加 しています。３年 間

の 言 語 技 術 、３年 次 の 「Fina l  P ro jec t 」

を 通 し て 、 情 報 や 意 見 を 論 理 的 に 分 析

す る力 を 大 き く高 めるこ とが できた と考 え

られます。 

英 検 の受 験 者 数 の推 移  

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

準１級 67（6） 127（13） 204（23） 272（32） 258（25） 251（15）

１級 1（0） 6（1） 18（4） 16（1） 15（0） 3（1）

※カッコ内は合格者数
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以 下 のグラフは、対 話 ・コミュニケーション能 力 を問 う質 問 への回 答 の 2017 年 からの推 移 を

まとめたものです。2017 年 5 月 では「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答 えた生 徒 は

54％だったのに対 し、2020 年 1 月 のアンケートでは 68％となり 14％増 加 しています。言 語 技

術 の 授 業 を軸 に 、他 教 科 や学 級 活 動 の中 でも言 語 技 術 で 身 につけた スキルを積 極 的 に 使

用 していくことで、対 話 ・コミュニケーション能 力 に自 信 をつけてきていることがわかります。 

 

 

次 の グ ラ フ は 、 「 他 者 の 話 に 傾

聴 し 、 自 分 と 異 な る 意 見 も 受 け 止

め る こ と が で き る 」 と い う 質 問 へ の

回 答 の 2017 年 からの推 移 をまと

め た も の で す 。 こ ち ら は 「 あ て は ま

る」「どちらかといえばあてはまる」と

回 答 している生 徒 の割 合 は、２０１

７ 年 当 初 か ら 90 ％ 以 上 と 高 い 水

準 を保 っています。 

 

一 方 で 、 他 者 と 協 働 し て 物 事

に 取 り 組 む 力 は 向 上 し て い る 傾 向

が み ら れ ま す 。 下 の グ ラ フ は 、 「 様 々

な ワ ー キ ン グ に お い て 、 友 達 と 協 力

し て 取 り 組 む こ と が で き る 」 と い う 質

問 への回 答 の 2017 年 からの推 移 を

まとめたものです。ＳＧＨの活 動 が 始

まったばかりの 2016 年 5 月 とそれ以

降 を 比 べ る と 「 あ て は ま る 」 「 ど ち ら か

といえばあてはまる」が 10％程 度 増

加 し て い る の が わ か り ま す 。 本 来 持

っている傾 聴 力 の高 さに加 え、仲 間

との協 力 なくしては成 り立 たないＳＧＨの活 動 を通 して協 働 力 に自 信 をつけ、他 の授 業 でも協

働 力 を活 かしながら取 り組 むことで更 に協 働 力 が高 められていると考 えられます。  
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Ｂ） SGH４年 次 中 間 報 告 会  

11 月 30 日 （土 ）14 時 00 分  会  場 ：創 価 高 校  栄 冠 ホール  

【式 次 第 】  

一 、校 長 挨 拶     塩 田 校 長         14 :00～（5 分 ）  

一 、GCP  報 告     岡 部 教 諭      14 :05～（15 分 ）  

一 、GLP  活 動 報 告    石 野 教 諭 ・生 徒 代 表    １4：20～（15 分 ）  

一 、FW 実 施 報 告    生 徒 代 表      14 :35～（20 分 ）  

一 、講 評 ならびに講 演    飯 田 順 三  創 価 大 学 法 学 部 教 授  14 :55～（25 分 ）  

一 、閉 会 宣 言     中 川 学 園 長        15 :25～（5 分 ）  

 

【講 評 】 飯 田 順 三  創 価 大 学 法 学 部 教 授  

大 学 というのは生 徒 が社 会 に出 る一 歩 手 前 の学 びの場 所 。社 会 との接 点 が常 にあり、社

会 の入 り口 、学 びの出 口 となる場 所 。今 日 は社 会 で求 められている力 と創 価 高 校 の取 り組 み

について話 をしていきたい。  

SGH の成 果 報 告 では、教 育 プログラムの開 発 について、生 徒 の資 質 能 力 はどのように向

上 したか、大 学 への学 びの影 響 はどのくらいか、SGH で学 んだ手 法 がどのように大 学 の学 び

で生 かされているか、外 部 利 害  関 係 者 の評 価 はどうなっているかについて文 科 省 が注 目 し

ていることがわかる。  

加 え て 、 社 会 におい ては 、 新 時 代 に 対 応 した学 校 改 革 に 焦 点 があて ら れ ている 。 創 価 高

校 でも今 後 、GCP の発 展 的 解 消 によってあらたなプログラムが考 えられていたり、教 科 書 のあ

り方 の検 討 、連 携 校 との関 係 の発 展 などについて検 討 が進 んでいるようだ。  

ところで、ノート持 ち込 み OK、単 元 テスト化 という記 事 が朝 日 新 聞 に出 ていた。定 期 テスト

を撤 廃 しこまめに小 テストをすることで学 校 改 革 をしている学 校 もある。  

このような社 会 的 動 きを見 て、創 価 高 校 の取 り組 みはどう評 価 できるかを考 えたい。創 価 高

校 のプログラムは言 語 技 術 の習 得 がベースになり、 GCP、GLP などで探 究 型 学 習 の発 展 に

力 を入 れている。1 年 生 は世 界 の多 様 性 と格 差 、2 年 生 はルワンダジェノサイド、3 年 生 は核

軍 縮 問 題 について調 べている今 回 の企 画 だった。GLP は各 種 FW を通 じて、核 兵 器 、防 災 、

原 発 、国 家 、多 様 性 について学 びを深 めている。このすべてが大 学 での学 びに繋 がり、（国 際

人 権 法 、平 和 学 、国 際 関 係 学 など）学 問 に密 接 につながっていることを 知 ってもらいたい。  

では、今 後 の社 会 に視 点 を移 したい。今 後 の社 会 を国 はどのように描 いているのかを考 え

たい。経 団 連 では、Soc iety  5 .0 時 代 に求 められる人 材 と大 学 教 育 について言 及 している。

必 要 と言 われる論 理 的 思 考 力 は言 語 技 術 で、規 範 的 判 断 力 は例 えば今 回 で言 えばルワン

ダ内 戦 の学 習 で磨 かれているのではないか（国 際 規 範 が身 についていないと、内 戦 の責 任 者

を法 で裁 くことはできない）。Soc iety  5 .0 時 代 とは、イノベーションにより様 々なニーズに対 応

できる、人 の可 能 性 が広 がる、AI により必 要 な情 報 が必 要 なときに提 供 される社 会 のことなど

をさす。  

現 在 、大 学 生 を間 近 で見 ていて、大 学 生 のモチベーションと社 会 のニーズにある種 の乖 離

があるように感 じる。例 えば、日 本 発 祥 の英 語 技 能 テストである TOEIC は受 験 者 数 が近 年

大 幅 に伸 びているが、「社 歴 別 受 験 者 数 と平 均 スコア」を考 えると、内 定 者 のスコア平 均 が最
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高 （ 554 ）、その後 入 社 年 数 が伸 びていくにつれて平 均 スコアは低 くなっていく傾 向 にある。こ

こから何 が読 み取 れるか。社 会 に入 ってから英 語 を使 う機 会 が減 少 傾 向 にあることも考 えられ

るのではないか。英 語 をやらないといけない、という学 生 時 代 の 高 いモチベーションと、実 際 に

社 会 にでてからの英 語 の必 要 性 の乖 離 はある程 度 ある。着 目 したい点 は、必 要 な力 は語 学

力 だけではない、ということ。  

経 団 連 のアンケートでは、コミュニケーション能 力 が、選 考 にあたって特 に重 視 した点 として

あげられている。語 学 力 は下 から 4 位 にランクしている。つまり、語 学 力 といったスキルの必 要

性 よりも、主 体 性 、チャレンジ生 、ストレス耐 性 などの人 間 性 をより重 視 している。早 稲 田 大 学

の吉 田 先 生 の分 析 によると、「空 気 を読 んで円 満 な人 間 関 係 を築 くことのできる人 材 」のほう

が「 論 理 的 に 相 手 を 説 得 できる 人 材 」 よ りも求 め られ ている 。 スキ ルがある 上 で 、 人 間 関 係 が

順 調 にいくようなはなしかた、言 語 能 力 などが必 要 になってくる。  

世 界 3 大 投 資 家 、ジムロジャーズ著 書 「日 本 への警 告 」の中 で、彼 は「もし私 が今 10 歳 の

日 本 人 ならば、自 分 自 身 に小 型 銃 を購 入 するかもしくは、この国 を去 ることを選 ぶだろう」と発

言 し て いる 。つま り 、 日 本 に対 する 期 待 値 が非 常 に 低 い 。 加 え て 、日 本 の 人 口 推 移 をみる と

減 少 傾 向 にある 。 この 状 況 を打 開 するために 外 国 人 に多 く 入 っ てき て欲 しいと いった 思 い が

生 まれる。結 果 、在 留 外 国 人 が 7 年 連 続 増 加 している。では、日 本 以 外 ではどこが期 待 値 が

高 いのか、それは中 国 である。AI 産 業 に 関 して言 えば、米 国 と大 きな差 が存 在 しているが、

キャッチアップのスピードを急 速 に上 げてきている。また、中 国 においては人 口 も増 加 している

ので、若 者 が力 をつけて社 会 変 革 を成 し遂 げる大 きな推 進 力 となってくることは間 違 いない。  

現 在 、日 本 の就 活 生 は中 国 企 業 に関 心 を持 っている。また、中 国 への留 学 をする学 生 も

増 加 している。「今 後 稼 げる人 的 資 本 が大 きい若 い世 代 は、リスクをとって外 資 系 企 業 を選 ん

でも良 いはず」と先 述 のジムロジャーズは言 っている。日 本 の大 学 12 年 生 の実 態 は、地 方 ・

国 家 公 務 員 への志 望 者 が全 体 の 47%にのぼる。  

ここまで考 えて、創 価 高 校 の SGH プログラムを再 度 考 えたい。結 論 としては、今 後 の社 会

事 情 を考 えると、創 価 高 校 で培 っている力 は社 会 で必 要 とされている力 である。今 後 の社 会

形 成 の上 でみなさんが「主 体 者 である」という自 覚 をもっていただきたい。  

創 価 大 学 （ SGU ）では  創 立 者 が開 かれた道 を世 界 各 国 の学 生 が 歩 み進 んでいる。 この

道 をさらに拡 充 していく学 園 の SGH の活 動 であることを祈 っています。  

 

アンケートより  

１，午 前 中 のＧＣＰ企 画 について  

・全学年の企画で共通 していたことが、生徒が「自分で体験する」ということだった。実際に肌で

感 じることが国際問題をより身近に考えることができるのだと感 じた。  

・皆 で協力 して話 し合 い、学 び合 う、ランダムに指名 された人が自分の意見 を発表する。簡単

にできそうでなかなかできないことができていて、日頃からの訓練のたまものだと思いました。  

２，学 校 全 体 の取 り組 みについて  

・Act ive  Learning の実践を参観 させて頂 き、本当に勉強になった。一人一人が楽 しそうに

参加 しつつ、企画 を通 して、気づきや発見 、動機付けもされた様子 を感 じることができた  

・企画全体がとても工夫 されていて、わかりやすく、見 ているだけでも感心することばかりだった。学

校 としての取 り組みから、社会に向けてのものへと発展 させられたら素晴 らしいと思 った  



 

133 

 

Ｃ） SGH（４年 次 ）活 動 報 告 会  

2 月 22 日 （土 ）13 時 30 分  会  場 ：創 価 高 校  栄 冠 ホール  

【式 次 第 】  

一 、校 長 挨 拶     塩 田 校 長         13 :30～（5 分 ）  

一 、1 年 生 GCP  報 告   江 添 教 諭      13 :35～（１0 分 ）  

一 、言 語 技 術 授 業 実 践 報 告  永 嶋 教 諭      １3：45～（１0 分 ）  

一 、ＧＬＰ活 動 報 告    生 徒 代 表      13 :55～（15 分 ）  

一 、講 評      村 上 運 営 指 導 員     14 :10～（30 分 ）  

一 、講 評      無 藤 運 営 指 導 員     14 :40～（30 分 ）  

一 、閉 会 宣 言     中 川 学 園 長       15 :10～（3 分 ）  

 

【講 評 】 村 上 運 営 指 導 員  

今 日 朝 からこちらにお邪 魔 させていただきまして、午 前 中 に行 われた GCP から見 せていた

だきましたが、この 4 年 間 、素 晴 らしい展 開 をされてこられたなと、私 自 身 感 じております。  

特 に 、 私 は 陸 前 高 田 市 の 参 与 も さ せ てい ただ い て お りま すが 、 創 価 高 校 の 皆 さ ん が 陸 前

高 田 市 のほうに FW でこられると、その中 で陸 前 高 田 市 の市 長 からの講 話 をうけます。その市

長 がいつも、「創 価 学 園 の生 徒 の講 話 を一 番 楽 しみにしています」と話 します。それはなぜか

というと、一 つ目 は優 秀 そうだなということ、二 つ目 は、質 問 も素 晴 らしいと言 って、いつも感 動

しています。今 年 も楽 しみにしていますと言 っていました。  

そういった流 れで、SGH の取 り組 みとして、世 界 だけでなく、東 北 にも足 を伸 ばしてくれてい

ることを、出 身 者 としても大 変 嬉 しく思 っています。  

今 日 の報 告 会 では、SDGs の話 と言 語 技 術 の話 といただきましたが、まず SDGs について

は、先 ほど私 もクラスにいって、色 々な国 を担 当 している生 徒 さん達 と話 をしました。その中 で、

国 連 役 の生 徒 さんに「（国 に渡 している）このお金 、どこから来 るんですか」と聞 いたら、「考 えた

事 ありませんでした」と話 していました。国 連 がどこからお金 を集 めているかという事 が実 は一 番

大 事 なところですので、ここもぜひ考 えてみてほしいと、元 国 連 職 員 の立 場 から思 いました 。  

先 程 、先 生 方 とお話 しする中 で、来 年 度 以 降 探 究 科 をすすめられていると聞 きましたけれ

ども、SDGs は海 外 ばかりではなくて、身 近 なところにもたくさんあります。例 えば、家 庭 にも問

題 が あ り ま す 。 近 所 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 自 治 体 に も 問 題 が あ り ま す 。 そ う い っ た 身 近 な 問 題 が 、

SDGs の 17 の目 標 の中 でどう当 て嵌 まるのか、考 えていってほしいなと思 います。  

そういったことが、生 徒 さんのキャリアに結 びつく可 能 性 が十 分 高 いだろうと思 います。  

言 語 技 術 に関 しましては、多 角 的 に考 える力 を養 うための取 り組 みをかなりやってこられて

いることがよくわかりました。地 球 規 模 課 題 を解 決 する上 で、考 え方 、分 析 の仕 方 、発 表 の仕

方 等 を学 ぶことは非 常 に重 要 なことです。ただ、もう一 方 で大 事 なことがもう一 つあります。  

私 も昨 年 、国 連 の防 災 に関 する会 議 や世 界 銀 行 等 の会 議 でディスカッションしたり交 渉 し

たりすることがありました。日 本 を代 表 して、国 内 避 難 民 の問 題 についても話 し合 いをしたわけ

ですが、その中 で、分 析 して、プレゼンをして、答 えるという事 はすごく大 事 ですし、いろんな交

渉 事 も大 事 です。が、本 当 に大 事 なことは、人 と人 との信 頼 関 係 をどう作 るか、ということです。

これは分 析 や、論 理 的 な話 ができるということだけでは構 築 できないものです。ユーモアを交 え
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ながら会 話 ができる、そういった関 係 をどう作 るか。これがすごく大 事 。そういった関 係 性 をもと

に、「じゃあこういう風 にしていこう」という話 ができることが大 事 であって、  

今 やっている言 語 技 術 はベースとしてやっていただかなくて はいけなくて、そのうえにこの人

間 性 をどう育 んでいくのか、これは創 価 学 園 がつくっている「人 間 性 を高 める」というひとつのベ

ースがされているわけです。あとはどうやって、ユーモア溢 れる話 をできるような人 間 を作 らない

と、きちんとした関 係 ができないということを分 かっていてほしいと思 います。  

それから、さきほど核 抑 止 の映 像 を見 せていただきましたが、今 、軍 縮 といっても核 軍 縮 だ

けではないんですね。今 後 言 われているのは、 AI を使 った兵 器 をどうやってなくすか、また開

発 させないかが今 大 きな話 題 になっています。生 徒 の皆 さんが大 人 になった時 は、そういった

問 題 がまざまざと出 てくる時 代 です。どうやって、この TV ゲームのような戦 争 をさせないような

環 境 をつくっていくか。軍 縮 ではなくて、通 常 兵 器 で戦 争 ができてしまう、画 面 上 で戦 争 がで

き て しま う 、そ うい った状 況 を ど う防 ぐ か 。 これは 、 非 常 に大 きな 問 題 だとい う ふ うに思 いま す。

先 日 、国 連 事 務 次 長 、軍 縮 担 当 の中 満 さんとお話 ししました。中 満 さんがおっしゃっていたの

は、「そういった AI を活 用 した兵 器 の開 発 をどうやって止 めるかはすごく大 きな問 題 だ。それ

は、今 の大 人 の頭 では なかなか考 え られない。 最 先 端 兵 器 をどう なく すかといった問 題 は、 こ

れからの人 達 に考 えていってほしい」と話 していました。  

中 満 さんは「ぜひ高 校 生 に来 てもらって、お話 ししたいし、お会 いしたい」とお話 されていまし

た。ぜひ、中 満 事 務 次 長 に直 接 メールを出 されて、「お会 いしたい」と要 望 されてはどうでしょう

か。高 校 生 のうちからそういった方 とお話 しするのは、大 きなインパクトをみなさんにも与 えて頂

けるのではないかと思 います。  

先 程 、（CIF のテーマである）「Change  Agents」という言 葉 が出 てきましたが、私 はこの考

え方 は非 常 に重 要 だと思 います。社 会 をどのように変 えていくか、世 界 をかえるか。これは、創

価 高 校 の生 徒 さんひとりひとりが、「自 分 は Change  Agent なんだ」と自 覚 していくことが大 事

だろうと思 います。ですから、GLP、SGH の最 終 的 な目 的 は、「Change  Agent」と思 えるよう

な 人 を ど う や っ て 作 っ て い け る の か が 大 事 で す 。 創 価 の 哲 学 を も っ た 一 人 一 人 が 「 自 分 が

Change  Agent として世 界 を変 えていくんだ」という思 いを持 てるかどうか、そういった教 育 を、

ぜひ創 価 学 園 で作 っていってほしいと願 っています。  

 

【講 評 】 無 藤 運 営 指 導 員  

先 ほど３つの実 践 の発 表 を聞 かせていただいて、特 に、最 後 の GLP の生 徒 さんの英 語 の

発 表 に す ご く 感 動 い た し ま し た 。 さ き ほ ど の コ メ ン ト に も あ り ま し た が 、 そ の 発 表 で 出 て き た

「 Change  Agents 」－「変 革 する主 体 」と訳 すんでしょうか、この考 え方 は、ちょうど今 私 が関

わっている学 習 指 導 要 領 改 訂 の背 景 にある基 本 的 な考 え方 につながると思 います。  

昨 年 、OECD から「2030 年 の教 育 を目 指 して」という文 章 が発 表 されています。その中 心

となる考 え方 は、「 co -agency 」です。「 Agency 」とは、さきほども出 てきましたが「主 体 性 」「行

動 主 体 」などと訳 すとよさそうですけども、「 co」は「一 緒 に」「共 に」という意 味 ですので、全 体 で

は 「 協 働 主 体 性 」 とでも 訳 せ ばいいの かも しれませ ん 。そ こで 言 お うと し てい るこ とは 、 「 全 ての

人 が自 ら具 体 的 に行 動 し、それぞれの状 況 を変 えていけるようなそういう主 体 になってほしい」

ということです。学 校 教 育 に即 していえば、生 徒 一 人 一 人 が主 体 であるし、教 師 も主 体 、そこ

に関 わる保 護 者 や様 々な人 も主 体 であるわけで、それらが協 力 し合 いながら良 い社 会 を実 現
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していこうということになります。もちろん生 徒 さんは、今 、育 っていっている途 中 なわけですから、

その行 動 する主 体 というものが育 っていくときです。その時 に例 えば、高 校 が終 わったら「これ

まで学 んだことをもとに、大 学 では主 体 になり ましょうね」と急 に言 われてもなれないわけです。

そうではなくて、高 校 から、中 学 から、さらに言 えば小 学 校 から、「主 体 的 な行 動 のあり方 」とい

うものを授 業 の中 で育 てていく。そういう考 え方 を 2030 年 目 指 して進 めていこうと、世 界 の教

育 関 係 者 に呼 びかけています。そういった中 で、 SGH の実 践 も、まさにそういった方 向 であろ

う と 思 い ま す 。 先 ほ ど 、 こ の SGH を 具 体 化 す る と い う 意 味 で 、 来 年 度 、 世 界 市 民 探 究

（Global  C i t i zenship  Inquiry ）という探 究 科 を作 ると聞 きました。この言 葉 は、まさに先 ほど

述 べた精 神 を表 すだろうと思 います。  

「Global」 -世 界 的 というのはまさに、先 進 国 だけではなく、あらゆる国 、民 族 、地 域 を含 める

ということですし、そして日 本 がその中 のひとつというだけではなくて、日 本 の中 そのものがすで

にグローバルであるし、また日 本 人 がその日 本 の中 で様 々な活 動 をしていく、その中 で発 生 す

る問 題 も、グローバルな課 題 であるわけです。そういう今 の時 代 のあり方 を知 るだけではなくて、

いかにして、それぞれの人 が、特 に若 い人 たちが、「自 分 が何 ができるのか」「自 分 がそこに寄

与 できることがあるか」、そういう姿 勢 になっていくことが大 事 です。ただ勉 強 して「こういう問 題

があるな」ということを知 るだけではなくて、そこに自 分 が今 できること、将 来 できることを考 えな

がら、いろんな人 と協 働 していくようなあり方 が「 Global」という事 なんだろうと思 います。  

二 番 目 の 「 Cit izenship 」と い うのは 、 日 本 語 で いえ ば「 市 民 」 「 市 民 性 」 と 訳 しますが 、 要

するに我 々一 人 一 人 のことを指 します。Cit izenship とわざわざいうのは、  それぞれの人 の生

きる権 利 を確 保 し実 現 していくことを表 すこ とです。それは、世 界 を見 るならば、貧 困 や、病 な

ど様 々な問 題 のある中 で、必 ずしもそういった権 利 が実 現 できない多 くの人 達 がいるわけです。

そういった人 たちの権 利 をどうやって実 現 していくか、いかに形 ある、実 のあるものにしていくか、

（Cit izenship とは）そういう問 いかけなのだろうと思 います。私 達 の住 む日 本 は、曲 がりなりに

も民 主 主 義 とし て、 そ れぞれの人 の自 由 や権 利 というものを確 保 しこの社 会 をつくっ てき たわ

けですが、もちろん日 本 の社 会 にもたくさんの問 題 があります。それをよく知 っていくことばかり

ではなく、世 界 中 の様 々な国 ・地 域 にどうやって広 げていくか、そういった地 域 に住 んでいる人

たちの視 点 に立 つという事 が、この「Cit izenship」という言 葉 なのだろうと思 います。  

三 番 目 の「 Inquiry」－探 究 ということですけども、これは新 しい学 習 指 導 要 領 の高 校 の科

目 においても「探 究 」という時 間 が作 られたり、それ以 外 の教 科 にも探 究 という事 を強 調 してい

る部 分 です。探 究 のためには、多 くの知 識 や情 報 が必 要 ですので、それを学 ばなければいけ

ないわけですけども、それを学 ぶだけではなく、「どう活 用 するか」に力 点 があるわけです。知 識

は当 然 知 っている方 がいいわけですけども、それらが頭 の中 にあるだけで眠 っていたら、それは

単 なる物 知 りであって、その知 識 をどう活 用 するかが重 要 なポイントです。そこを、中 学 生 、高

校 生 も、様 々な教 科 で勉 強 してほしいわけです。知 識 を使 うということは大 きく言 うと 2 つの側

面 があります。一 つは自 分 なりの問 題 意 識 を持 つことです。先 程 の核 兵 器 の問 題 でも、 AI の

問 題 でも良 いわけですけど、自 分 なりの問 題 意 識 をもったときに、初 めて自 分 にとっての知 識

のメリハリ、遠 近 がみえてきます。その中 で知 りたいこと、やりたいことが何 かがみえてきます。もう

一 つは、そのためには様 々な知 識 を得 なければいけないわけですけども、インターネットの時 代

において、実 は情 報 を得 るだけならば、 Google で検 索 すればいくらでも出 てくるわけですが、

その中 から必 要 な情 報 を選 び、評 価 し、「本 当 に役 に立 つ情 報 は何 か」を判 断 することがだん
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だん重 くなってきています。昨 年 発 表 された国 際 的 学 力 調 査 の PISA の結 果 で、日 本 は「読

解 力 」と称 される部 分 がかなり落 ち込 んでいました。その結 果 をよく見 てみると、コンピューター

で解 答 する方 式 にあまり慣 れていないことも原 因 の一 つとしてありますが、公 開 されている問 題

をみてみると、通 常 の 国 語 の読 み取 りではありませんでした。様 々な 問 題 に対 して、 対 立 す る

意 見 があり、それのどれが正 しいかを判 断 する問 題 でした。そのために与 えられた情 報 に重 み

付 けしながら考 えることを問 う問 題 になっていました。基 礎 的 な読 み書 きの力 は当 然 必 要 です

けれども、その上 で、「情 報 がたくさんある中 でどういった情 報 を選 ぶのか」「その中 で自 分 なり

の情 報 として何 を発 信 するか」、そういった力 を育 んでほしいという、学 校 教 育 へのメッセージと

して受 け止 めていくべきだろうと思 います。そう考 えてみると、ＧＣＩの試 みというのは、 非 常 に貴

重 なものになっていくだろうと思 います。  

 先 ほどあった実 践 報 告 の中 で考 えてみると、SDGs カードゲームですが、非 常 によくできて

いて私 もやってみたいと思 うくらい面 白 いと思 いました。良 いなと思 うのは、具 体 的 な制 約 があ

るということです。つまり、「みんなが平 和 に仲 良 くしましょうね」ということは簡 単 なわけですけど、

それでおわっていては平 和 教 育 は成 りたって いません。そうすると現 実 をみてみようとなるわけ

ですが、その流 れでこれまでの日 本 の環 境 教 育 は上 手 くいっていなかったわけです。その一 つ

の理 由 は、様 々な知 識 を学 べば 学 ぶほど、嫌 になってしまうんです。「何 もできない」「もう無 理

だ」という無 力 感 におそわれてしまい、そうなると現 実 を見 たくなくなってしまうんです。ですから、

「こういうことを実 現 したい」という理 想 を掲 げながら、その一 方 で「現 実 には様 々な事 情 がある」

ということの両 方 の中 で、なんとか具 体 的 に行 動 できる選 択 肢 をいくつも見 つけていかないとい

けない。実 を言 えば、大 人 の世 界 はそういったものなんです。実 社 会 に簡 単 な正 解 なんてない

んですけど、中 学 生 、高 校 生 時 代 にぶつかることは、しんどいことはたくさんありますし、教 科 の

中 で正 答 がある場 合 も必 要 ですけども、その一 方 で、「何 が正 答 か迷 うけれど、これはできそう

だ」ということを見 つけていくような場 が必 要 です。簡 単 に正 答 が見 えるわけではないけれど、そ

れぞれが主 体 として「自 分 ができることを作 り出 す」という態 度 を養 うことが重 要 です。そのため

の取 り組 みとして、このカードゲームは非 常 に面 白 いと感 じました。  

二 番 目 の 言 語 技 術 に つ い て で す け ど も 、 言 語 技 術 そ の も の は 、 こ こ 数 十 年 、 小 中 高 校

色 々なところで試 みられてきましたし、新 ・学 習 指 導 要 領 では、かなり比 重 が増 えていきます。

言 語 技 術 というと「言 葉 のスキル」とい う印 象 を受 けやすいんですけども、その中 身 は「様 々な

情 報 を選 びながら論 理 的 かつ批 判 的 に考 える」ということを指 しています。批 判 的 、 Cri t i cal

というのは、「悪 口 をいう」ということではなくて、様 々な根 拠 をもとにして丁 寧 に吟 味 していく姿

勢 や力 を指 す言 葉 です。論 理 的 で Cri t i ca l であるということは、例 えば自 分 の意 見 をしっか

りもつこと、と同 時 に、その意 見 に対 して明 確 な根 拠 を持 つということです。こういったことは、大

人 になって「やりな さい」と急 に言 われても、いきなりはできません。中 高 時 代 から 、そういうこ と

が重 要 です。これは抽 象 論 ではありません。ここでおこなわれている言 語 技 術 の中 でトレーニン

グ をつ みあげ て いく こともも ち ろん です し 、言 語 技 術 の 時 間 だ けで なくて 、 理 科 の レポ ート な ど

様 々な教 科 で練 習 をしていくこと、それをカリキュラムに落 とし込 んでいく事 は、非 常 に有 益 な

方 向 性 であろうと思 います。  

最 後 に GLP についてですが、発 表 がすごくよくできていて、感 心 をして見 ていました。特 に

先 程 から言 っているように、「現 実 に可 能 なことは何 か」を考 えていることが重 要 であると感 じま

した。核 兵 器 の問 題 についても、単 に「そんなのなくしたほうがいい」 というのは簡 単 ですけども、
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「一 方 的 になくせば相 手 が得 をするかもしれない」という中 で、可 能 なことをどうしていくか、これ

は非 常 に難 しい事 ですが、それを考 えていく事 が大 事 であろうと思 います。更 にもう一 つ私 が

大 事 だと思 ったことは、中 学 生 や高 校 生 が今 生 きている、学 んでいるこの場 所 と、将 来 生 きて、

活 躍 していく場 所 、世 界 をどうつないでいくかということです。もちろん目 の前 にある教 科 学 習

を大 事 にしてほしいけれど、そのことが一 体 将 来 にどう活 きていくのか、大 学 の進 路 というだけ

でなく、広 くこの社 会 で活 躍 していく自 分 を考 え、その中 で 何 ができるのか、視 野 を広 げて考

えていってほしいと思 います。これは私 も反 省 するわけですけども、これまでの日 本 の学 校 教 育

で足 りなかった部 分 だと思 うわけです。様 々なことを世 界 から受 け取 るだけでなく、こちらから寄

与 していこうということ、日 本 の中 のことだけでなく、「世 界 の問 題 は目 の前 にある」と考 えられる

ことが今 後 求 められます。まさしく GLP の生 徒 さんたちが、それを実 行 されていることが素 晴 ら

しいと思 いました。この４年 間 で素 晴 らしい実 践 と教 材 をお作 りいただいたので、今 後 、他 の高

校 、中 学 、小 学 校 でもこのようなやり方 が広 がっ ていくだろうと大 いに期 待 して、私 のコメントを

終 わらせていただきます。  

 

アンケートより  

１，GCP 企 画 について  

（１年生企画 ：SDGs カードゲーム）  

・１年生 とは思 えないほど各自のアイディアを出 し合い、他のグループとも話 し合い、目標 を達成

しようとする姿に感動 した。  

 

（２年 生 企 画 ：人 権 ディベート）  

・身 近 なテーマを扱 うことで、日頃から自分の意見 とその反対の意見について考 えていけるよう

になると感 じた。いろいろな意見があることを受入 、より良 い方向へ進めていける実力 をつけることが、

複雑に絡み合 う問題 を解決 していける力 をつけることになると期待 している。  

 

（３年 生 企 画 ：UNHCR・WILL2LIVE）  

・  難民の現状は見ていてつらいものだが、これが現実なんだと知 ることが解決の第一歩であり、

若い生命への触発になると感 じた。休憩時間で思 ったことを話 し合 う生徒たちもいて、感動 した。  

 

２，活 動 報 告 会 、学 校 全 体 の取 り組 みについて  

・生 徒 さんの英語のスピーチが上手 だった。先生方の実践発表が、講評の方の評 によって意

味づけがなされ、会全体 として立体的な構造になっていたと感 じる。「信頼できる人間関係作 り」と

の言葉が印象的だった。  

 

Ｄ） 運 営 指 導 委 員 会  

第 １回 運 営 指 導 委 員 会  

日 時 ：2019 年 11 月 30 日  

参 加 者 ：佐 藤  悟  元 ブラジル大 使 ／飯 田  順 三  創 価 大 学 法 学 部 教 授  

狩 野 、中 川 、塩 田 、久 保 、谷 、佐 々木 、石 野 、永 嶋 （記 録 ：吉 澤 ）  
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飯 田 ：中 国 との関 係 を深 めていかねば日 本 はどんどん遅 れていく。東 アジアの人 たちを交 え

た学 びの場 を増 やしていく必 要 があるのではないか。中 国 と台 湾 の人 たちの出 会 いの場 が創

価 大 学 にある。民 間 レベルの交 流 を通 して友 達 になっていく過 程 を見 ると、先 生 が開 いてくだ

さった交 流 の道 の大 切 さを感 じる。  

中 川 ：SGH の後 を考 えると、中 国 を始 め諸 外 国 というような「違 う視 点 」を入 れていくことは

重 要 かもしれない。  

狩 野 ：私 の世 界 としても中 国 との関 係 を重 視 していきたいという視 点 がある。キーになるのが

創 価 大 学 だと感 じる。中 国 の学 生 で日 本 にい きたいと考 える人 は増 えている。ただ、学 園 とし

てどう舵 取 りをしていくかは難 しいと感 じる。  

飯 田 ：若 い世 代 の交 流 という視 点 では、高 校 時 代 の海 外 文 化 との交 流 は大 切 。中 国 は漢

字 文 化 を持 っているので受 け入 れやすいのではないかと感 じる。  

中 川 ：何 を第 一 歩 目 とするかが大 切 だと思 う。  

飯 田 ：創 価 大 学 と具 体 的 に提 携 していくことができないか、模 索 していただきたい。  

久 保 ：探 究 科 の授 業 の一 環 として、高 校 2 年 生 が各 研 究 室 を訪 れる活 動 を計 画 している。

大 学 として受 け入 れてくれるだろうか。 1 年 を通 して学 んでいくため、ある種 ゼミのようにな る形

を想 定 するが、実 現 可 能 性 はどうか。  

飯 田 ：単 位 認 定 をするかどうか、担 当 教 員 の勤 務 形 態 との関 連 、大 学 施 設 の利 用 場 所 な

どの課 題 がある。ただ、若 い人 の方 が学 びに対 する素 直 さがあり、且 つ教 育 者 としての熱 情 を

そそげる学 園 生 だと思 うので、忙 しい中 でも受 け入 れたいという教 員 が多 いのではないか。  

佐 藤 ：少 子 高 齢 化 の現 代 において、大 学 がどのように高 校 生 を呼 びこむか、アウトリーチ活

動 として、大 学 のためにもなると思 う。これに関 しては学 長 も力 を入 れている活 動 。  

飯 田 ：個 人 のゼミに受 け入 れ ると して も、 個 人 的 に行 う 活 動 は教 務 的 には 処 理 され ない。

大 学 生 ではない人 を受 け入 れることに規 則 を越 えて交 渉 する必 要 もある。  

佐 藤 ：探 究 型 とは何 を目 的 にしているのか。大 学 に行 くことに意 味 があるのか、学 びの中 身

に意 味 があるのか。大 学 に赴 くのではなく、スペシャリティを持 っている人 に課 外 授 業 的 に来 て

もらうことも良 いのではないか。  

石 野 ： すべて 見 ていた だくというのでは なく 、 例 えば 講 義 を一 本 い ただいて、 研 究 テーマ に

ついてアドバイスをいただき、最 終 発 表 までに助 言 をもらえたらと考 えている。  

飯 田 ：多 摩 地 域 の学 生 が大 学 に聞 きに行 けるという制 度 がある。が、実 際 は物 理 的 ・時 間

的 厳 しさか ら実 現 には いたっていない。姉 妹 校 であるのであればより綿 密 に連 携 をとってい き

たい。  

谷 ：高 槻 高 校 が Stanford 大 学 とのオンラインの交 流 を行 なっている。費 用 の面 からも考 え

ると、オンライン交 流 は実 現 可 能 ではないか。 1 人 1 台 端 末 の時 代 も来 るので。  

飯 田 ：教 育 ツール・媒 体 は今 後 クリアできると思 う。  

中 川 ：東 京 も関 西 も含 めて、創 価 学 園 として創 価 大 学 と連 携 できないか。  

飯 田 ：人 の配 置 と制 度 上 のルール（規 則 ・学 則 ）をどうしていくか。 実 現 不 可 能 ではないと

思 う。  

佐 藤 ：GCP の模 擬 国 連 の活 動 をみていると、立 派 な仕 組 みを構 築 されている。大 学 にたよ

ならくても、先 生 方 で仕 組 みを作 って、生 徒 に考 えさせられるような活 動 を学 園 なら作 っていか
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れるのではないか。  

石 野 ：探 究 としては、よく知 っている人 からリソースをもらいにいくという視 点 を考 えている。ま

た、実 社 会 の人 たちがどのような問 題 を抱 えているか気 づくことを大 切 に、自 分 たちの学 びに

対 してのプラスアルファの視 点 をもらいにいきたい。実 際 に問 いをたてるのは生 徒 自 身 。学 園

教 員 はファ シリテータ ーとなり 、創 価 大 学 の先 生 方 を はじめ専 門 家 には随 時 アドバ イス を もら

えたらと思 う。探 究 としては、単 位 を考 えるのではなく、学 びを深 める機 会 としてとらえている。  

佐 藤 ：学 園 の OB のネットワークを使 えば、探 究 型 の問 いを立 てる時 に手 助 けになるのでは。  

狩 野 ：生 徒 が問 いを立 てることを優 先 していきたい。大 学 ありきで進 まない方 が良 いのでは

ないか。大 学 ありきだと、的 が小 さすぎてしまう 。生 徒 の問 いにあわせる形 で、大 学 だったり 行

政 だったり企 業 であったり、アドバイスをもらえる機 関 を探 して行 った方 が早 いと思 う。  

石 野 ：こち らとし ては、 （ 運 営 の都 合 も考 慮 す ると）大 学 の教 員 が専 門 で研 究 しているテー

マを前 もって生 徒 に提 案 をして、生 徒 が選 べるような仕 組 みを作 っていきたい。すべての生 徒

が自 由 にテーマを立 てて、その都 度 対 応 先 模 索 していると、教 員 負 担 や時 間 負 担 の面 から

大 変 。  

谷 ：教 員 の業 務 負 担 軽 減 のため、業 者 が入 るという考 えがある。文 科 省 の教 育 改 革 にの っ

かってきている感 じもするが一 例 としてある。  

久 保 ：来 年 度 から探 究 科 の活 動 を初 めていきたいが、実 現 可 能 性 をさぐっていきたい。  

狩 野 ：「こういう話 をお 聞 きしたいので協 力 してくれる教 員 はいるか」と大 学 に問 い合 わせる

方 が効 率 が良 いのではないか。  

中 川 ：学 園 側 が何 をもとめていきたいかを明 確 にして、大 学 に提 案 していく必 要 がある。  

佐 藤 ：他 の都 立 高 校 の動 き（大 学 に突 撃 訪 問 など）を見 ると、  新 プログラムの実 現 に関 し

て頑 張 りすぎていないか？  

谷 ：「学 びの思 考 ツールの習 得 ができるような内 容 」を積 み上 げられるようなカリキュラムを考

えている。どのようなトピックの学 びをしたいのか、明 確 にしたうえで、各 所 （大 学 、企 業 、 OB）に

支 援 をお願 いできれば、学 園 でしかできないプログラムができるのではないか。  

飯 田 ：大 学 でも、企 業 や行 政 とプロジェクトベースの授 業 を組 み立 てている。学 園 がやろうと

している ことはそれの高 校 型 となるだろう。大 学 が設 定 している「テーマゼミ」という仕 組 みに高

校 生 を招 待 し、高 校 生 が探 究 型 授 業 の触 発 を受 けにくることは可 能 かもしれない。  

中 川 ：今 後 、大 企 業 などで、中 高 生 に対 して講 義 を行 うような機 会 が社 会 的 にも増 えるか

もしれない。  

石 野 ：教 育 と探 究 社 の例 をとると、企 業 が連 携 しているので、そこの出 資 を得 てプロジェクト

が回 る。これを行 政 や大 学 と連 携 となると、資 金 面 （ペイを考 えると）でどのように運 営 していく

のか課 題 が残 るのではないかという話 もあった。  

狩 野 ：現 在 、学 校 設 定 科 目 の平 和 学 入 門 で来 てく ださっている講 師 が 7 名 くらい、21 世

紀 の対 話 で 5 名 くらい来 られている。その先 生 方 にピンポイントで御 協 力 をいただくことは現 実

的 に可 能 かもしれない。  

谷 ：提 案 としては実 現 可 能 性 が高 いと思 う。  

佐 藤 ：SGH の取 り組 みが素 晴 らしい。今 後 も続 けていってほしい。 GLP などで学 んだ生 徒

が周 りの生 徒 にも還 元 していかれたらより良 くなっていくのではないか。  
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第 二 回 運 営 指 導 委 員 会  

日 時 ：2020 年 2 月 22 日  

参 加 者 ：村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐 ／無 藤  隆  白 梅 学 園 大 学 教 授 ／  

佐 藤   悟  元 ブラジル大 使 ／飯 田  順 三  創 大 法 学 部 教 授  

中 川 、塩 田 、久 保 、谷 、佐 々木 、石 野 、永 嶋 、江 添 （記 録 ：吉 澤 ）  

 

久 保 ：来 年 が最 後 の SGH ということをふまえて、様 々なご示 唆 をいただきたい。  

江 添 ：3 年 間 GCP として様 々な視 点 から学 びを深 めてきたが、データの上 だけの学 びにな

ってしまっているという懸 念 があった。今 回 、生 徒 の実 体 験 として学 びを得 てもらいたいとの思

いから、今 回 は高 校 3 年 生 は映 画 上 映 をおこなった。実 際 の現 状 を目 にし、無 力 感 を感 じて

しまった生 徒 もいたようだが、その上 で実 際 にどのような行 動 をしていくかを考 えたいという声 が

生 徒 から上 がっている。  

佐 藤 ：高 校 生 は動 画 世 代 という こともあり 、 映 画 の鑑 賞 は効 果 的 で、大 切 だったのでは な

いか。  

中 川 ：見 せておくべき内 容 の映 画 だったと感 じている。  

佐 藤 ：良 いドキュメンタリー映 画 もある。鑑 賞 してから話 し合 いを行 うことに意 味 がある 。  

江 添 ：今 後 どういう世 界 市 民 になっていきたいかを考 え話 し合 う時 間 を今 回 は設 けた 。  

佐 藤 ：また言 語 技 術 という科 目 だが、学 園 の Miss ion は創 造 性 豊 かな世 界 市 民 の育 成

である、グローバルコミュニケーションスキルとして、学 園 としては「 英 語 での発 信 」を本 来 の狙

いにしているということを推 していくと良 い。  

飯 田 ：ＧＣＰの方 に話 を戻 すと、証 拠 資 料 を求 めない形 でのディベートを行 っていた。本 来

のディベートは証 拠 資 料 を用 いないと話 し合 いができない、という認 識 を生 徒 に上 手 に伝 えて

い く必 要 があるので はな い か 。法 的 拘 束 力 とい う こと を 考 え ると 、 条 約 である （ 拘 束 力 のある ）

人 権 規 約 などを用 いて、根 拠 をしっかり明 示 してディベートさせてみたらどうか。  

石 野 ：探 究 の中 でも、ディベートの置 き所 をどうしようか、ということを考 えている、主 権 者 教

育 という意 味 では、制 約 がある中 での議 論 であるということを生 徒 に認 識 させることも大 切 だと

感 じる。  

飯 田 ：（少 数 の大 学 生 が嘆 いているように）単 なる感 想 発 表 会 にならないように注 意 が必 要 。  

谷 ：「公 共 」などでのカリキュラムで、ディベートなどの企 画 を今 後 落 とし込 んでいかれれば定

着 していくのではないか。  

飯 田 ：大 学 にいくと、GCP を学 んだ学 園 生 は話 し方 のマナーを彼 ら自 身 の中 でもっている

と感 じる。人 間 性 の育 成 であるということがわかる。  

村 上 ：学 園 生 を見 ていると、GCP で学 び培 った力 の芽 が出 ている、学 園 生 の存 在 が他 の

学 生 をひっぱる力 になっているということがとてもよくわかる 。  

無 藤 ：単 なる勉 強 で図 れる力 ではなく、知 性 などを外 部 に評 価 していただける機 会 を設 け

られたら良 いのでは。  

谷 ：高 校 では PROG-H を導 入 し、非 認 知 能 力 を計 測 している。学 園 生 が大 学 に進 学 して

からの非 認 知 能 力 の推 移 を見 られたらと感 じている（個 人 情 報 の観 点 から難 しそう）。創 価 中

学 ・高 校 間 で、内 部 進 学 者 と高 校 から入 学 の生 徒 の結 果 を比 べることで、高 校 で必 要 な支

援 の形 や効 果 的 なサポートを考 えることができると感 じている。  
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飯 田 ：ＧＣＰにおける１年 生 の企 画 、ＳＤＧｓカードゲームに関 して、クラスごとに異 なる結 果 が

でていた。クラスごとの結 果 を比 較 できる場 面 があったら、それぞれの原 因 の探 究 にもなる、比

較 の観 点 から相 対 的 な自 分 たちの立 ち位 置 がわかる。  

佐 藤 ：中 学 校 ではＧＣＰのような企 画 はやらないのか。  

塩 田 ：中 学 は今 後 、探 究 の活 動 の中 で行 っていく予 定 、ちなみに英 語 ディベートは、中 学

では３年 次 に行 っている。  

佐 藤 ：自 分 たちで問 題 意 識 をもち、考 えながら方 向 性 を見 出 していくのが 1 番 の教 育 だと

思 う。  

村 上 ：分 析 の仕 方 やプレゼンのさせ方 など、小 中 高 通 じて学 んで行 くことの出 来 る方 向 性

を模 索 していくことになるのではと思 う。  

佐 藤 ：（『女 神 フライアが愛 した国 』という書 籍 を通 して）デンマークは世 界 でトップクラスの幸

福 度 。教 育 も医 療 も介 護 も無 料 。海 外 留 学 も無 料 。ただし国 民 の税 負 担 は、 7 割 ほどある。

中 学 2 年 まで学 科 の試 験 は行 わない。それまでに行 うのは、それぞれの自 尊 心 、独 立 性 、社

会 性 、人 間 の幹 を作 ること。それこそが教 育 だと考 えている。人 とうまくコミュニケーションが取

れたり、人 を助 けてあげたりすることが大 切 なのだと考 え ている。皆 で議 論 させ、解 決 方 法 を見

出 すなど、日 常 的 な重 要 な問 題 を生 徒 になげて、コンセンサスをとりつつルールを作 らせるな

ど、「人 間 」をつくることに力 をいれている。世 界 の中 でどう生 きるかという視 点 、これから世 界 に

出 る人 は国 際 感 覚 に敏 感 にならないとこれから生 きていけない。日 本 の教 育 は学 科 偏 向 にな

っ て いる 。 「 自 分 はできな い 人 間 だ」 と失 意 を感 じ て しま う 結 果 になっ て いるので は ない か 。日

本 はモデルをまねていくことは上 手 だが、現 在 の日 本 は教 育 も経 済 も社 会 もモデルを失 ってし

まっている現 状 があると感 じる。  

飯 田 ：学 科 についていかれない子 もいる、どうしてもついていかれない子 へのフォローする体

制 がデンマークは素 晴 らしい。  

村 上 ：陸 前 高 田 の教 育 も、今 考 えれば少 人 数 教 育 だった。勉 強 には苦 手 意 識 を持 ってい

るが、生 活 力 はある生 徒 が多 い。漁 業 や大 工 として従 事 している 人 も素 晴 らしい結 果 を 残 し

ている。実 は地 方 にはフォロー体 制 、Alternat ive な教 育 体 制 が整 っているところが多 いのか

もしれない。大 都 市 圏 では整 っていない学 校 が多 いかもしれないが。  

佐 藤 ：自 分 として自 分 に合 った職 業 を見 つけることが大 切 。学 園 では進 路 に対 する希 望 を

エッセイにしている、自 己 推 薦 書 にしていると聞 いたが、うまく機 能 しているか。  

村 上 ：大 学 に入 ってから将 来 の方 向 性 が変 わることは大 いにあり得 る。  

飯 田 ：大 学 側 の実 感 としては、グローバルな視 点 をもっていると、何 をしたらいいかわからな

い、足 元 を照 らすことができない生 徒 になっているという印 象 がある。（学 園 生 は、外 務 省 、国

連 職 員 、弁 護 士 、などと自 己 推 薦 書 に記 入 している生 徒 が多 い）大 学 で絞 らせる段 階 になっ

ているが、それでは遅 い。探 求 科 の中 で学 ぶ中 で、自 分 の将 来 をしっかりと見 極 められる力 を

つけて行 かれたらと思 う。  

無 藤 ：探 求 科 の目 指 している方 向 性 は間 違 っていない、だが、週 1 時 間 で勝 負 することは

大 変 だと思 う。他 の教 科 との関 連 を上 手 に考 えていく必 要 があるのかもしれない。  

谷 ：生 徒 の資 質 能 力 をどう伸 ばしていくかという視 点 に教 員 も焦 点 を当 て始 めているが、大

学 入 試 などを考 えると評 価 方 法 の検 討 などを含 めて、足 踏 みしてしまう現 状 がある。  

無 藤 ：大 学 入 試 改 革 によって高 校 教 育 も徐 々に変 わっていくのではないか 。  
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飯 田 ：AO 入 試 で早 い段 階 から学 生 をとっている大 学 もある、大 学 入 試 の多 様 化 は進 んで

いる、就 活 も同 じように改 革 が進 んでいる、在 学 しながらフリーランスで働 いている学 生 もいる  

谷 ：「学 び」に向 かう力 をどう培 うかは難 しい問 題 であると感 じている。これからの社 会 におけ

る「教 員 」として、培 っていくべき力 を教 えて頂 きたい。  

無 藤 ：教 科 指 導 をしっかりできるのは当 たり前 。それ以 外 の事 柄 にどれだけ好 奇 心 をもてる

かどうかが大 切 。そのような風 土 を作 っていく中 に教 員 養 成 の根 幹 があるのだと思 う。  

村 上 ：たとえば他 教 科 を英 語 で教 えられたりなど、 facu l ty  deve lopment（※「大 学 教 員 の

教 育 能 力 を高 めるための実 践 的 方 法 」のことであり、大 学 の授 業 改 革 のための組 織 的 な取 り

組 み方 法 ）の視 点 で、先 生 方 のキャパシティを広 げていくことも大 切 だと感 じる 。  

飯 田 ：外 部 教 員 との関 わりの中 で広 い視 点 から物 事 を考 え、自 分 の教 科 に落 とし込 めるよ

うな出 張 システムを作 っていかれればと思 う。  

谷 ：外 部 に飛 び出 そうとしている教 員 は増 えてきていると感 じている 。  

村 上 ：生 徒 の交 流 という面 では、国 連 の軍 縮 担 当 事 務 次 長 との関 わりを実 現 できたらと思

う、直 接 学 生 に会 いたがっている。  

飯 田 ：世 界 的 視 点 と足 元 の視 点 を忘 れてはいけない、たとえば小 平 市 での教 員 との教 育

交 流 はあるのか、先 進 的 なことを行 なっている学 校 の見 学 などを充 実 させていかれればと思 う  

久 保 ：GLP の出 前 授 業 は、学 園 外 に広 げていく目 的 で始 まった 。  

村 上 ：陸 前 高 田 の FW の際 に地 元 の中 学 校 長 が、ぜひ世 界 のことを教 えていただきたいと

話 していた。学 園 生 に発 表 してもらう機 会 があればうれしい。  

飯 田 ：生 徒 の非 認 知 能 力 の向 上 の技 術 に悩 んでいる教 員 がたくさんいる。学 園 の教 員 の

研 修 の機 会 を増 やすことができれば。  

永 嶋 ：Language  Arts と Literature は分 けて教 えられている。人 間 性 の育 成 を考 えると

き に 、 文 学 の 重 要 性 を感 じ て い る 。 文 学 国 語 と 論 理 国 語 に 分 かれ る改 定 があ るが 、 倫 理 国

語 を取 る生 徒 が多 くいるであろうと感 じている。バランスをどのように考 えていくべきか。  

無 藤 ： 倫 理 国 語 で は 実 用 文 のみで はなく 、 文 学 教 材 を 扱 うことも ある。文 学 の読 み 取 り や

読 解 、感 動 など は大 事 。 思 春 期 の感 受 性 が高 い時 期 に文 学 作 品 に触 れて いくこ とはと ても

重 要 。ただ、限 られた授 業 の時 間 の中 でそれを全 て賄 うのは難 しい。自 分 の時 間 のある時 に

読 書 に 触 れ ても ら う ことが 大 切 。 高 校 生 に なる につれ て 読 書 量 は 減 っ て いく 。 感 受 性 豊 かな

時 期 にさまざまな本 に触 れていくことが大 切 。  

久 保 ：朝 読 書 の時 間 の充 実 を図 っている。小 グループでの輪 読 をしたり、手 がかりだけ与 え

たり（1 巻 だけ皆 で読 むなど）、生 徒 が「自 ら読 もう」という意 欲 が湧 くように、仕 掛 けをしている。

司 書 選 出 の本 を生 徒 に読 ませる活 動 を試 みている。すでに実 施 しているクラスもあり、成 果 を

あげてきていると実 感 している。  

飯 田 ： 法 と 文 学 と い う ジ ャ ン ル が あ る 、 Law and  Li terature と い う 科 目 が 欧 米 の Law 

School ではある。人 間 を扱 う「法 律 」がゆえに、人 の心 が描 かれている文 学 を学 ぶ、論 理 だけ

でなく人 の感 情 をあらわしている文 の学 を学 んでいこうという流 れがある。文 学 は必 須 だという

意 識 を生 徒 に流 していくことが大 切 。  

久 保 ：限 られた時 間 の中 でカリキュラムを編 成 していくのに苦 労 しているが、今 後 も更 に検

討 を重 ねて参 りたい。  
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（参 照 ）英 字 新 聞 （GCP）  
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